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花に降る千の翼　人物紹介





イルアラ


タリマレイ国の第一王女。活発で頑張り屋な、太陽のような少女。恋愛にはかなり鈍感☆





エンハス


ラロヘンガ（神代の地）の住人。鳥の神の息子。幼い頃からイルアラの護衛として暮らす。





タリア


イルアラの最愛・最強の妹。神や精霊と意思を通じる能力に優れる。病弱。





ハヴィール


イルアラの武術指南兼お転婆の尻拭い役。シブい大人の色男だが、苦労性。





テミファ


軍の衛生兵。ちょこまかした天然系。独特怪奇な治療法で皆に恐れられる。





アディエデン


人間世界とラロヘンガの狭間を漂泊する、悪戯で気まぐれなトリックスター。





シーハン


大国バラーバルの王。政治手腕に優れるが女好き。イルアラに迫りまくる。





ジンシー


各大陸の事情に通じ、バラーバル国にも出入りする、どこか謎めいた宝石商。














序　章




　空は厚い雲に覆おおわれている。


　強い風に、雲が目まぐるしく形を変える灰色の空。


　海うな原ばらには激しい雨が叩たたきつけていた。木々を打ちつける雨の勢いきおいに、赤いサンダンカの花が散り地面を鮮あざやかに染めている。


　大おお荒あれの海も、普ふ段だんは透すけるように鮮やかな碧あおから、太陽を照り返し輝かがやく青、底の見えない暗くら闇やみを思わせる藍あいと、とりどりの顔を見せるが、嵐あらしの中では一つの荒あらぶる色しかもたない。


　十二歳になったばかりのイルアラは、強風の中よろめきながら砂すな浜はまを歩いていた。


　激しい雨が肌はだに痛い。身にまとう白いサーレが濡ぬれて体にはりつき黄金の髪かみからは水がしたたりつづけている。


　ひときわ強い風に押されて、イルアラは砂浜に手をついた。


　包帯を巻かれた両手に痛みがはしり、思わず顔が引きつる。


　ぐっと痛みをやり過ごすと少女は空を仰あおいで叫さけんだ。


「もぅ……なんなの！　人が痛い思いしてるっていうのに天気までっ……」


　砂まみれになり悪態をつきながら、イルアラは痛む手のひらから砂を払はらう。


　両手から肘ひじにかけて巻かれた包帯には、すでにべったりと血が滲にじんでしまっている。その下には先ほど儀ぎ式しきとして彫ほりこまれたばかりの文様フスがあった。


　代々タリマレイ国の王族は、ラロヘンガ神代の地に暮らす住人達の声を聞き意思を交かわす『ナドゥル能力』を継けい承しようしてきた。しかしタリマレイ国の、第一王女として生まれたイルアラにはその能力がない。


　昨夜、父である国王ファラーサは、心配そうに娘むすめの顔をのぞき込みながら告げた。


「賢けん者じやさまがお前に力を授さずけてくださることになった。そのためには、明日一人でミアヒ島へ行き儀式を済まさなくてはならない。できるかい？」


　イルアラはもちろんだとうなずいた。自分に能力がないことで、これ以上父や周囲を心配させるのは嫌いやだったからだ。


　──大だい丈じよう夫ぶ。私は強いんだから。


　手のひらに彫りこまれた青い太陽花がその証あかしだ。これからはこの花が能力の役割を果たし、ラロヘンガに連なる者達の声を伝えてくれるはずだった。


　弱る心を奮い立たせると、イルアラは視界もあやふやな浜辺を再び歩き出す。


　薄うす暗ぐらい空の下を歩きつづける足元に、その時ふいに濃こい影かげがさした。


「やぁ、イルアラ」


　豪雨スコールのなか、突とつ然ぜん現れた人影に少女は目を見み張はった。


　それは、いきなり目の前に現れたように感じられたからだ。


　見知らぬ青年の砂色の髪は雨に濡れることなく、砂浜に足あし跡あともない。目の前の存在が明らかにただ人びとではないとイルアラは気がついた。


　青年の手がイルアラの両手に触ふれ、血に濡れた包帯がほどけて風にさらわれそうになる。


　近づいた美しく禍まが々まがしい瞳ひとみの色は、暗い藍。海の底にあるという死者の国スフアルゲにつづくかに見え、不ふ吉きつだというのに、どこか不思議な魅み力りよくがあった。


「お前は、精霊チエリツド？」


　常つね日ひ頃ごろから精霊の悪戯いたずらに手を焼かされてきたイルアラは、少し構えるようにして尋たずねる。


「愛らしい姫ひめ君ぎみ。僕が人に見えない？」


「そうね……見えないわ」


　警けい戒かいし、一歩あとずさったイルアラに、青年は不満そうに眉まゆを上げた。


「そんなにはっきり言いきられるなんて心外だなぁ。僕は誰だれよりも人のことを知っているよ。もちろんイルアラ、君のことも。いずれタリマレイを導く女王になる」


　青年は自分の正体については肯こう定ていも否定もせず、謎なぞめいた笑えみを浮うかべ手を伸のばしてくる。イルアラは青年から逃のがれようと身をひるがえした。


　強風を押し返すようにして浜辺を走る。砂に足をとられるのがもどかしい。


　あとを追われて悲鳴一つあげないイルアラの強ごう情じようさを、青年は気に入ったようだった。


「なかなか強気なお嬢じようさんだね。文様フスを彫り込むときも泣き声一つ立てなかったしなぁ。気に入った、やっぱりお前だ……」


　青年は戯たわむれるようにイルアラの腕に巻かれた包帯を引き、からかってくる。


「ついてこないでったら！」


　イルアラは怒ど鳴なったが、青年は楽しげに笑うばかりだ。ふざけた調子で腕をとられ、手のひらに口づけられそうになり、驚おどろいてふり払った。


　勢いでほどけた包帯が、風に煽あおられ海へと飛ばされる。


　慌あわてて目で追うと、包帯が落ちた先、暗い波間に黒く大きな影があった。いびつな形の漂ひよう流りゆう物ぶつはかなりの大きさがあるように見える。


「あーぁ、めんどくさいのがきた……いやがらせか？　くそ」


　同じ方向を見つめていた青年はつぶやいて、イルアラの髪に触れた。


「じゃあね姫君。僕はアディ・バッダルヴァマ・エデン。アディエデンと呼んでくれ。また、会えるよ」


　青年の砂色の髪が渦うず巻まくと、その身を巻き込むようにして全身が砂浜にすとん、と落ちて消える。やはり人ではなかった青年に、イルアラは驚かなかった。


　むしろ今は、暗い海から近づいてくる何かが気になって仕方がない。


　波は高かったが、遠浅の海へと踏ふみ出した。


　辛かろうじて足がつく深さの、荒い波にもまれながら進んでいく。


　沖おきに向かうにつれ、いつのまにか辺りの海面には、おびただしい量の鳥の羽根が浮いていた。明暗もそれぞれにまばゆい純白や鮮やかな赤、瑠る璃り色いろに光こう沢たくを帯びた緑と、色も形もまちまちの羽根が周囲を埋うめつくしている。


　羽根を撒まき散らしていたのは、鳥の翼つばさでできた大きな籠かごだった。


　近づいてみると籠は、種類の異なる鳥の翼を片かた翼よくずつ組み合わせて作られており、巨きよ大だいなイカダのようになっていた。翼はどれも血に濡れており、まるで引きちぎられたかのように根元には血と肉がついていた。


「なに……これ？」


　異様な籠の中には、一人の少年が横たわっていた。自分よりいくつか年上だろうか、細身だが腕や足にはしなやかな筋肉がついているのが見てとれる。


　眠ねむっているのか死んでいるのか、その目は閉とざされていた。


　少年を包む布からはみ出している長い手足には、ビッシリと蔦つたが這はうような文様フスが見えた。頰ほおから目め尻じりにまで文様は拡ひろがり、その顔を縁ふち取どる方々に広がった黒髪は、ところどころ銀の房ふさが混じっていた。あまりの文様の量にイルアラは顔をしかめる。


　──手のひらだけでも痛いのに、こんなにたくさん文様があったら……


　少年が心配になり頰に指を伸ばすと、その肩かたがビクリと揺ゆれゆっくりと目ま蓋ぶたが開いた。濡れた黒い瞳は野生の獣けものを思わせる鋭するどさを増し、唇くちびるから小さく声が漏もれる。


「ひ、かり……だ」


　この嵐の空の下、光などどこにも見えない。その尋じん常じようでないようすにイルアラは不安になった。


　包帯を飛ばされたイルアラの手が触れたせいで、少年の頰には赤い血がついている。慌ててぬぐおうとした指の先で、体を覆っていた文様が生き物のようにズルリと動いた。少年が寒気をこらえるように身じろぎすると、まるで波がひくように文様はその背へと消えていき、あとには傷一つない滑なめらかな褐かつ色しよくの肌が現れた。


　何が起きたのか飲み込めず、呆ぼう然ぜんとするイルアラの前で、少年は起きあがろうとして体勢をくずした。とっさに伸ばしたイルアラの手が、その手に触れる。


　すると、どこか厳しい目つきだった少年は、不思議そうな表情で目を瞬まばたかせてイルアラを見つめた。首をわずかにかしげると、まるで器うつわが傾かたむいて水がこぼれるように、黒い瞳からぼろぼろと涙なみだがしたたった。


「だいじょうぶ!?　どこか痛むの？」


　驚いて、少年の体をあらためようとしたイルアラは、その手をつかまれる。


「ど……う、した？」


　大おお粒つぶの涙を流しながら、掠かすれたぎこちない発音で問いかけられてイルアラは面めん食くらった。


「どうした」のかはこっちが聞きたいところだ。


　少年はイルアラの手を自らの頰に押し当てた。冷えた指に、涙の温かさが伝わる。


「悲しい？　心配、不安、痛み？　お前は……」


　少年はイルアラの手を握にぎったまま、ふいに何かを見つけたように問いかけてきた。


「何が、お前を苦しめる？」


　どこか尊大な喋しやべりかただが、どうやらイルアラの手に彫られたばかりの文様フスから、何かを感じ取っているらしい。この不思議な少年は、人ではないのだ。


「別に……苦しいことなんか……今は少し手が痛いだけよ」


　イルアラは動どう揺ようした。自分の心はこの少年に伝わっているのだろうか？　全すべてありのまま？


「噓うそだ。俺にはわかる」


　黒い瞳がイルアラを見つめ、少年が手のひらの花に触れる。


　傷の痛みにイルアラはわずかに顔をしかめたが、暖かな手はここち良かった。これがある限り、相手に何も隠かくせないらしいと観念し小さな声でつぶやく。


「……私、王族なのに能力ナドウルがないの。いつも心配されて、迷めい惑わくをかけてる。父さまのようにはなれない、きっと皆みながっかりしてるわ」


　口にしてしまえば、そのことが自分にとってこれほど重荷だったのだと気づく。今までは、無いものも努力で補えると自分に言い聞かせてきたつもりだった。


　だが、こうして力を授かりにきて、改めて自分に欠けていたものを自覚すると、それはとても埋められない穴のように思えた。


　イルアラの顔を見つめ、少年は涙をこぼしつづける。


「どうして貴方あなたが泣くのよ？　どこか痛むの？」


　イルアラの問いに、少年は怒おこったように首を振った。


「これは俺のじゃない！　お前のだ」


「だって、わたし泣いてないわ」


「なんで俺が泣かなくちゃいけない。お前の能力が剝むき出しだから伝わってるだけだ！」


　泣き虫だと思われるのは心外だというように、少年はむきになる。


　その声に驚いてイルアラの手が離はなれた。少年の頰に残る血の跡あとを洗い流すかのように、黒い瞳から涙はこぼれつづけたが、ふいにその泣き顔が苦笑するように歪ゆがんだ。


「悪かったよ。泣くなって……なぁ」


　イルアラの手を引き岸へと上がると、少年は『エンハス千の翼』と名乗った。


　荒あれた海の上には、やはり濡ぬれない砂色の髪かみをなびかせて浮かんでいるアディエデンが、興味深そうに二人を眺ながめていた。


「ふぅん、奴やつめ。まさかあれを連れてくるとはなぁ……。ま、それならそれで……楽しむ方法もある、か？」














１　星の島タリマレイ




　やわらかな朝の光が王宮を包み、波の音に混じる鳥のさえずりがにぎやかになっていく頃ころ。


　王宮の一室で、朝食の席についた王は王おう妃ひのとなりで首をかしげた。


　第二王女のタリアは体が弱く、朝食の席に顔をださないのはいつものことだったが、今朝は第一王女であるイルアラの席までがらんとしている。


「おや、あの子に限って朝あさ寝ね坊ぼうということもないだろうね？」


「そういえば、タリアの誕生の宴うたげが近いから贈おくり物を探したいというので、少し前におこづかいを渡わたしましたわ」


　王妃の言葉を受けた国王は侍じ従じゆうを呼び、ある部屋を調べさせた。そして、侍従の報告を受けるとさもありなん、とうなずいて給きゆう仕じを促うながした。


「エンハスもいないそうだ。彼が来てからもう四年になるけど、あの子達はいつも一いつ緒しよだね」


「ほんとに、イルアラももう十六にもなりますのに。元気なのは結構ですけれど、私は息子むすこを産んだような気さえしますわ」


　妹とは対照的な姉あね姫ひめの活発すぎる行動に、日頃頭を痛めている王妃はため息を漏らした。


「さ、私達は食事を始めたほうがよさそうだ。夫ふう婦ふ水入らずも楽しいだろう？」


　優やさしげな夫の笑え顔がおに見とれた妻は、うれしそうに微笑ほほえみ返した。


「もちろんですわ」


　第一王女が行方ゆくえ不明だというのに、王と王妃はむつまじく朝食を始める。


　もとは商家の娘むすめだった七つ年上の現王妃に、国王が一年にもわたる熱心な求愛をしたことは、いまだ語り種ぐさになっている。二人は国中に知られた仲の良い夫婦だった。





　一方、朝食をすっぽかしたイルアラは、王宮の裏手にある船着場へつづく抜ぬけ道にいた。侍女や近この衛えに見つからないよう、外套フエイルで顔を隠しエンハスに手を引かれて歩く。


　エンハスと暮らすようになって四年の歳さい月げつが流れていたが、こうして王宮を抜け出したり、悪戯いたずらをするときにも二人はいつも一緒だった。


　彼は自身が人ではないせいか、あまり常じよう識しきやモラルには捕とらわれないらしい。エンハスにとって大切なのはイルアラの無事であり、王女らしくふるまうことを求めたりはしなかった。


　今のイルアラにとっては、心を許せる大切な幼おさな馴な染じみのような存在と言える。


　エンハスはこの二年でとても背が伸のびた。腕うでや肩の厚さも増し、出会った頃はイルアラと同じぐらいだった目線も、今は見上げる高さになっている。


　肩けん甲こう骨こつを覆おおうほど伸びた黒髪は、ところどころ銀の房がのぞき、秀ひいでた額の下にある漆しつ黒こくの双そう眸ぼうは、意志の強さを感じさせる。凛り々りしい面おも立だちにはわずかな少年っぽさがあった。


「ね、アンサラ島の市場へいくのも久しぶりよね。エンハスは何したい？」


「んー、そうだな。鍛か冶じ屋やに寄って……あと『雨あま夜よの月つき』旅団が来てるなら、芝しば居いを観みるのも楽しいかもな」


「エンハスはそれ好きよねぇ。確かに不思議な劇を観せるけど、普ふ段だんから精霊チエリツド達を見てるのに今さらめずらしくもないでしょ？　私は着いたらロシが食べたいな、お腹なか空すいちゃった」


　薄うすく焼いたパン生き地じに、ビラマスのフライと砕くだいたココナツを挟はさみ、レモン、刻んだチリを散らした味を思い出しただけでお腹が鳴りそうだった。


「そういや、俺も腹へったな」


　二人とも朝食を口にしていないせいか、話は自然と食べ物のことへたどり着いてしまう。


　やがて二人は王宮の外囲いになる塀へいの前まできた。


「まず、俺が先にあがるから……」


　言うなり助走をつけると、エンハスは背せ丈たけの二倍はある塀に飛びつき、壁かべを蹴けって軽かろやかに体を引き上げた。イルアラがその身のこなしに見とれている間もなく、上から手が差し伸べられる。


　こうした力の差は、十歳の頃からリナヴァル島の警備軍に出入りし、武術の稽けい古こをつづけているイルアラを少し悔くやしい気持ちにさせる。しかし今は王宮を脱だつ出しゆつするのが優先だ。おとなしくその手を握ると、塀に足をかけよじ登った。


「ほら、抱かかえて降りてやる」


　エンハスに抱だきあげられそうになり、イルアラは慌あわててその手を払はらった。いくら彼の足が頑がん丈じようだといっても、人一人を抱えて飛び降りるには結構な高さなのだ。


「いい。これぐらい自分で飛び降りるから平気だってば」


　世話を焼こうとするエンハスの手を押し返していると、


「そこの不ふ審しん者しや！　動くな!!」


　厳きびしい誰何すいかの声を浴びせられイルアラの肩かたが跳はねる。驚おどろきのあまりバランスをくずし、二人はもつれるように塀の向こうへと転がり落ちた。


　鈍にぶい衝しよう撃げきとともに、イルアラの下した敷じきになったエンハスが呻うめく。


「っ痛……ってぇ」


「うわわ！　ごめんねエンハス」


　イルアラは慌ててエンハスの上から飛びのくと、助け起こした。


　砂を払いながら身体からだを確かめると、イルアラを受け止めて地面にこすってしまったのだろう、エンハスの肘ひじは大きく擦すりむけて血が滲にじんでいた。


「そこの二人！　逃にげたら槍やりを飛ばすからな」


　塀の向こうからさらに厳しい口調で言い渡され、二人は顔をしかめた。


「うわ、ハヴィールか。最悪なのに見つかったな」


「ほんと……なんでこんな時間にここにいるの」


　二人が怯おびえつつささやき交かわしている当の人物は、通用門を回ると姿を現わした。


　リナヴァル警備軍の指南役として軍に籍せきをおくハヴィール・ウトアだ。


　二十代も半ばを越こえた彼は、イルアラが幼い頃から世話役兼けん武術の師として、無理無む茶ちや無む謀ぼうの尻しり拭ぬぐいをさせられてきた苦労人でもあった。歩調にも怒いかりが滲んで見えるのは、気のせいではないだろう。


「ぉ、おはよう、ハヴィール。めずらしいじゃない？　こんな朝早くから王宮にくるなんて」


　イルアラは何とかごまかせないかと笑ってみたが、その笑顔もひきつっている。


　ハヴィールとは、武術の師し弟ていに似た間あいだ柄がらのため、イルアラが王族であっても遠えん慮りよも容よう赦しやもなしだった。


　公式の場以外では、お互たがいの口調も砕けたものが当たり前になっている。


「二人そろって、朝がずいぶん早いようだが？」


　厳しい声とは裏腹に、ハヴィールはすこぶる色男だ。


　肩にかかる黒髪はゆるくカーブを描えがき、男らしい端たん整せいな顔立ちを引きたたせ、深い青の瞳ひとみは落ち着いた色をしている。


　朝日を浴びた姿はまるで彫ちよう像ぞうのようだが、その頰ほおが微笑みに緩ゆるめられることはめったになく、堅かた物ぶつで通っていた。警備軍ではもっぱら「宝の持ち腐ぐされ」だと言われている。


　ハヴィールに見下ろされると、いつ軍人号令モードで檄げきを飛ばされるのかと、向かい合うほうは心臓に悪い。


「え、えぇと。タリアのお祝いを買いに、アンサラの市場まで足をのばそうかなぁと思って」


　イルアラの口ごもるような言いわけに、鋭するどい視線がそそがれる。


「二人とも普通に出かけられないのか。『塀にのぼるな』と言うのは、これで何度目だ？　それとエンハス、俺はお前のお守まで引き受けた覚えはない」


　普通に出かけようとすれば、もれなく目の前の人物が警護につくことがわかっているから脱走を図はかったのだとも言えない。二人がうなだれていると、ハヴィールは船着場の衛兵に叫さけんだ。


「悪いが、リナヴァルの総師団長と、王宮へ使いを出してくれ。これからイルアラ王女の警護につく。戻もどるのは昼過ぎになると伝えて欲しい」


　想像どおりの展開に、イルアラとエンハスは肩を落としてげんなりした。


　この教育係が一緒では、芝居を観ることは許されないだろうし、買い食いすら難しいだろう。


　二人はハヴィールに、連行されるように船着場へと向かう。桟さん橋ばしについたばかりの小船ドーニから見慣れた人ひと影かげが現れた。


「あれ、三人でどこか行かれるんですかぁ？」


　警備軍に衛生兵として所属している、テミファと呼ばれる青年だ。このあたりではめずらしい、黄みがかった淡あわい色の髪に白い肌はだと水色の瞳をしている。優しげな面立ちのうえ小こ柄がらなこともあいまって、どことなく少女めいた可か簾れんさがあった。


　イルアラはちょうどいいとばかりに、テミファに声をかける。


「テミファ、エンハスの肘に薬塗ぬってくれる？　擦りむいちゃったの」


「もちろん、よろしいですとも！」


　青年は肩からかけた布袋を開くと、ごそごそと引っ搔かき回して灰色の物体がつまった硝子ガラス瓶びんを取り出した。


　放っておいても平気だというエンハスを捕つかまえると、テミファは革かわ袋ぶくろの真水で傷を洗いながし、瓶の中身を塗りつける。その数秒後にはエンハスは悶もん絶ぜつしながら腕をふり回した。


「……っっ!!!　おっ前、何塗った!?　痛いってぇ、よけい痛くなったぞ！」


「私のお手製。『深海の泥どろ・イン・アロエ』でっす」


　それを聞いたイルアラもハヴィールも途と端たんに渋じゆう面めんになった。


　テミファの医い療りよう技術は優すぐれているものの、もっと他の方法があるだろうと思わずにはいられない趣しゆ味みの悪さなのだ。エンハスはテミファから革袋をひったくると、さっさと水で泥を洗い流しはじめた。


「アロエだけでいいだろうが！　なんで海泥を使うんだ、お前は」


「もう、もったいないですねぇ。効き目は保証しますよ。ただ、これは『特別やんちゃな方用』なんです。怪け我がの治りとともに反省も促うながせるという、一石二鳥のお薬ですよ。イルアラさまもおいたが過ぎればこれを使いますから、そのおつもりで」


　警備軍でさんざん世話になっており、すでに専属医といっても過言ではない青年ににこやかに言い渡わたされ、イルアラは青ざめながら首を横にふりつづけた。


　薬やく剤ざい調合の材料を買い出しに行くというテミファまでオマケとなり、小船ドーニは四人を乗せて船着場を離はなれた。





　タリマレイ国は、紺こん碧ぺきの海上を北から南にかけて、数珠じゆず繫つなぎに散らばった十三もの環礁アトールに存在する島々で一つの国を成なしている。珊さん瑚ごの地じ盤ばんを持つ島の一つ一つはとても小さく、人が暮らす島でも一周するのに一日もかからない。


　どの島も海辺に立てば、すぐにとなりの島影が目にできるほど近きん距きよ離りにあり、各島々への移動には小船ドーニか、エダニーと呼ばれる大型の鳥が使われていた。


　中でも最大の市場があるアンサラ島は、島の北側に深度のある港を持ち、大型商船も発着できるよう停てい泊はく施し設せつが整っている。


　イルアラ達が市場へ入る頃ころには、早朝についた船の荷に解ほどきも終わり、島は人と物であふれかえっていた。白い石いし畳だたみを敷しいた明るく広い通りには、にぎやかな露ろ店てんが建ち並んでいる。


　道をいく者の気をひこうと、路上で炙あぶられる肉とまぶされた香辛料ミルスが胃を刺し激げきする香かおりを放っていた。取れたての果実ばかりを並べた屋台では、アーファルやファローが高く積み上げられ彩いろどりが目にも楽しい。


　中天に差しかかる強い日差しに、イルアラは外套フエイルをうっとうしげに脱ぬごうとする。


「ここで、外套は脱ぐなよ」


　しかしハヴィールに、あっという間に外套を目ま深ぶかに引っ張られてしまった。


「もう昼だし……石畳が熱すぎるわ」


　言い返すものの、ハヴィールの言い分が正しいことはわかっている。タリマレイ国内にあって、イルアラの外見は目立ちやすいのが難だった。


　南方ピリネア地方では、明暗の差はあれど、ほとんどが褐かつ色しよくの肌と黒い髪を持ち、瞳は黒、茶、青が大多数である。


　その中でイルアラの蜂はち蜜みつ色いろの波打つ金の髪や、わずかに赤みが流しこまれて見える琥こ珀はくの瞳、浅くしか焼けない白い肌は人目をひく。いくらアンサラが商業島で、他国から渡ってくる客人が多いとはいえ、外套フエイルを脱いでしまえば周囲の注目はまぬがれない。


　それはイルアラの衣服が、市場にいるどの女性よりも布地が少なく、動きやすさを重視したものであることも関係していた。


　通常女性は小船ドーニを使うため、身につけるサーレは足首までの長さがある。


　警備軍の女性兵の衣い装しようでも、動きやすさを考こう慮りよした、両側に膝ひざ上うえまでのスリットが入ったものとされていた。


　イルアラのサーレは、前と後ろの身ごろが肩以外縫ぬい合わされておらず、帯があるとはいえ動作によって足が丸見えの代しろ物ものだ。露出の面で言えば、王族の姫ひめ君ぎみとしては言語道断だった。


「イルアラさまは腕も足もむき出しにされるから、怪我が多いんですよ～」


　のんびり口調で注意するテミファ自身は、イルアラとは対照的に異様に着き膨ぶくれている。


　男性が腰こしに巻くくるぶしまでのヴァヒネを身につけた上、厚手の外套をすっぽりかぶっていた。日中の屋外でここまで着き込こんでいる男性はめずらしい。


　ハヴィールが眉み間けんの皺しわを深くして、不快感をあらわにする。


「お前達は二人とも極きよく端たんすぎるんだ。見ているこっちの身にもなれ」


　さっきの仕返しだと言わんばかりに、エンハスがテミファの外套をつまんで引いた。


「そうそう、テミファみたいに小さいのが布で膨らんで、転がっても知らないからな。さっさと買い出しを済ませて、警備軍の持ち場に戻れよ」


「触さわんないでください。私はイルアラさまの身を案じてご一いつ緒しよしてるんですぅ。別べつにエンハスについてきたわけじゃありません～」


　舌を出して言い返すテミファに、エンハスがむっとする。


　イルアラは見かねて口を挟はさんだ。この二人の会話は、ほうっておくと幼児のケンカの様相を呈ていしてくるのだ。


「も～別にいいじゃ……」


　言いかけたその頭上を、さっと影がよぎった。


　大柄な赤い鳥がイルアラの肩かたにとまると、何かを訴うつたえるように「キュルゥォ」と鳴ないた。


「どうしたのかしら？　めずらしい」


　イルアラは戸と惑まどいつつも鳥の頭を撫なで、その首が伸のばされたほうへ視線をやった。示された場所には露店があり、籠かごの行商なのか空の檻おりや籠ばかりが並べてあった。


　鳥はイルアラの指のくぼみに頭をつっこむと、手のひらの文様フスに頭をすりつけてくる。


　とたんに、可愛かわいらしい幼い声がイルアラの脳のう裏りに響ひびいた。


〈──露店、トライトの卵〉


　天幕の下に立つ男は、市場の活気の中にあって人を寄せるどころか、辺りを警けい戒かいする険しい表情をしていた。どうやらトライトの卵を隠かくし持ち、国外へ売り飛ばすつもりなのだろう。


　トライトとはタリマレイ国近海にしか生息しない亀かめに似た生き物で、物資運うん搬ぱんなどに使われる家か畜ちくとしても飼育されていた。


　一頭の大きさが民家の一棟むねほどもある巨きよ体たいを持つ。水陸の両方で暮らすトライトは、巣に卵を産むと孵かえるまで抱ほう卵らんする習性があった。そのため親の卵への執しゆう着ちやくは非常に強く、親が卵を探して暴れ出せば、負傷者がでる騒さわぎになることもある。


「……密売」


　イルアラのつぶやきに重なるように、背後のほうで、ドォォン、と鈍にぶい音が響いた。石畳にわずかに地響きが伝わる。


　イルアラが驚おどろいてふり向くと、先ほどきたばかりの港のほうが騒がしい。逃にげ出してくる人と、見に行こうとする野や次じ馬うまとで通りは混乱した。とっさに、三人はイルアラを囲み人の動きから遠ざけようとしたが、イルアラはその腕をするりとかいくぐってしまった。


「すぐそこにトライトの卵があるの。親が卵を探しに港まできたのよ！」


　騒ぎの正体を知り、エンハスとテミファはなるほどそうかとうなずく。


「トライトのせいか。また地じ震しんなのかと思ったぞ俺は」


「でもあれがでると、あとが大変なんですよね～防ぼう波は堤ていも破られちゃいましたかねぇ……」


　ハヴィールは大きく舌打ちし港をふり返った。警備軍も人の多さと停泊船の避ひ難なんで大混乱に陥おちいっているだろう。


「テミファ、港の警備軍へ合流。負傷者の手当て！　エンハスはここでイルアラを……」


　だがふり向いたハヴィールの視線の先、すでにイルアラは人ごみをぬうように露店に向かって走り出している。


「イルアラ！　何をしてる、戻もどれ」


　だが、イルアラは「静かに」と言わんばかりに、唇くちびるに指を立てて見せた。


「卵が戻れば、暴れてる子だってすぐにおとなしくなるはずよ。私が卵を取り返すからハヴィールは港へ行って！」


　ハヴィールは慌あわててイルアラを追いかけようとしたが、人波に押されてとっさに動けない。エンハスがぴったりとイルアラについているのを見て、わずかに安あん堵どしたようだった。


　イルアラは露店の日ひ除よけを支える棒を引き抜ぬくと、垂れかかる布を払はらいのけ、積み上げられた籠を突つきくずした。


　混乱の最中、突とつ然ぜんの珍ちん客きやくに飛び込まれて驚く男を横目に、天幕を引きずり落とす。男が布の下でもがいているうちに、積み上げられた檻や籠にかけられた布を剝はぎ取った。思ったとおりその中には丸まるい薄うす黄き緑みどり色いろの卵が二つ入っている。


「その卵、返してもらうわ！」


　天幕から這はい出した男は狼ろう狽ばいしながらも、腰に下げた剣けんへと手を伸ばした。すぐさまイルアラは棒を繰くり出し、男の腰から剣を弾はじき飛ばす。そのまま相手の足の間に棒を滑すべり込ませ、捻ひねるようにして地面に転がした。


　だが、男には仲間がいたのか人ひと垣がきの中から、数人が手に得物を持って近づいてくる。背後からイルアラに近づこうとした男を、エンハスが叩たたきのめすと背中合わせに構えた。


　人波の向こう側では、ハヴィールが別の男を相手に応戦している。通りでの乱らん闘とうに、混乱はさらに激しくなる一方だった。


　エンハスが目の前の男に気をとられた隙すきに、別の輩やからがふり回した棒がイルアラの肩に当たる。


「イルアラ！」


　痛みのせいで、イルアラは一いつ瞬しゆん体勢をくずして肩をかばった。それを見たエンハスは怒いかりもあらわに伸びた男から剣を奪うばうと、棒を持つ男に斬きりかかった。


「エンハス、斬るな！　イルアラ、エンハスを止めろ!!」


　人に遮さえぎられ、近づくことができないハヴィールの必死の怒ど声せいに、イルアラは慌てて手にした棒を男の前につきだし、エンハスの剣をそらした。


「エンハスやめて！　殺さないで」


　我に返ったエンハスに、大だい丈じよう夫ぶだとうなずいて見せると、野性味を増した黒い瞳ひとみがゆるむのがわかった。殺気をなくしたエンハスは、剣を放ほうり投げるやすぐに腕わん力りよくに訴えだした。結局この騒ぎをいい運動にして楽しむつもりらしい。


　その間にイルアラは卵の入った籠を持ち出すと、いまだ人ごみにもまれているテミファをひっぱり出し籠を手て渡わたした。


「いい、これをできるだけ早く港の警備軍に届けて。卵さえあれば、トライトを静められるはずだから。ハヴィールも港へ向かって！　私も用事をすませたらすぐに王宮に戻っていい子にするから。ね、エンハス！」


　イルアラは外套フエイルをはおり直してエンハスの腕をつかむと、逃げるようにその場を離はなれた。


　ハヴィールが何か怒鳴っていたが、エンハスはイルアラの腕をひくと人垣を分け横道へと逸それていく。


「ふぅ、ここまでくればなんとかなるだろ」


「よかったぁ、このまま買い物にいけずにつれて帰られちゃうのはマズイもの。悪いけどあとはハヴィールにまかせておく方が早いわ」





　この騒ぎは予定外だったが、おかげで当初のもくろみどおり、二人に戻ったエンハスとイルアラは大通りから一筋中に入った細い通りへとまぎれこんだ。


　先ほどの喧けん騒そうが噓うそのように落ち着いた空気が流れる通りで、小さな露ろ店てんや並べられた品を眺ながめて歩く。朝食をとろうかとイルアラは迷ったが、そこに立つ商人の噂うわさ話ばなしが聞こえると、顔が険しくなるのを止められなかった。


「タリアさまがバラーバル国へ輿こし入いれらしいねぇ、なんでも申し入れがあったとか」


「へぇ、あの星ほし姫ひめ様さまかい？　まるで精霊チエリツドのように麗うるわしいっていうじゃないか。けど輿入れともなれば、タリマレイここもいずれバラーバルの属国になっちまうのかねぇ」


「バラーバルの新国王は、港を増強して海の商売に色気をだしてるらしいからなぁ。ここはバラーバル国より港が南に張り出しているだけに、押さえておきたいんだろうよ」


「しかし最近は、タリアさまがよそへやられちまいそうだったり、おかしな地震があったりして、なんだかおっかないような気がするねぇ」


　噂話に混じる妹姫の名前に、思わずイルアラは唇を嚙かむ。


　許されることなら、一人一人の胸むなぐらをつかんでゆすぶり、噂を訂てい正せいしてまわりたかった。


　事実はタリアの輿入れなどではなく、隣りん国ごくであるバラーバル国から宴うたげの招待があっただけだ。


　体の弱い妹はまだ十四歳になったばかりで、他国へ嫁とつがせるなどとんでもないとイルアラは憤ふん慨がいしていた。


　地震の話が耳に入ったらしいエンハスが憂ゆう鬱うつそうに口を開く。


「地震の話もずいぶん広まってそうだな。調査のほうはどうなんだ？」


「そうね、ここしばらく漁村では水みず揚あげ量も落ちてるし、本格的に影えい響きようがでてきてるわ。こっちの件もそろそろ調べはカタがつくし私も…………」


　会話の途と中ちゆうで黙だまり込んだイルアラに、エンハスが気づかわしげな視線を向ける。


「イルアラ？」


「うぅん、なんでもない……ねぇ、今思いついたんだけど、エンハスは鍛か冶じ屋やをのぞくんでしょ？　一度ここで分かれて、待ち合わせはその先の井い戸どのところで、どう？　帰りも早くなるしハヴィールの小言も短くなるわよ」


　エンハスはまだどこかいぶかしむような表情をしていたが、イルアラの示した店が本当にすぐ先の通りに見えたせいか別行動にはうなずいた。


　エンハスと別れ、漆しつ喰くいの壁かべを持つ建物がつづく通りを歩き目当ての店へと入る。店内は昼間だというのに薄うす暗ぐらく、数少ない燭しよく台だいがやわらかい灯あかりを投げかけていた。白の大理石を基調とした部屋には、花の香こうが焚たかれかすかに漂ただよっている。


「いらせられませ」


　奥から女主人が現れると上品に微笑ほほえみかけてきた。


　アンサラ島でもこの宝ほう飾しよく店てんは、商品の品質が良く値段も相応のため客層も幅はば広ひろい。


　王室筋の出入りも多いせいか、客の身分をすぐに察した店主は、両手を合わせて膝ひざをつき礼をとると、うやうやしく手を取り案内してくれた。


　だがイルアラにとって、こういった店は馴な染じみが薄くあまり丁てい重ちようにふるまわれると落ち着かない。


「あの……あんまりかしこまらないでもらいたいの。普ふ通つうのお客さんと一いつ緒しよでいいから」


　少し驚いた表情でふり返った女主人は相そう好ごうをくずした。


「まぁまぁ、噂にはお聞きしておりましたけれど、本当に飾かざらない方ですのね。ではお言葉に甘えまして、年とし頃ごろのお嬢じよう様さまと同じにお話しいたしましょう」


　華か麗れいな螺ら鈿でん細工がほどこされた衝つい立たての向う側へ通されると、繻しゆ子す張ばりの椅い子すを勧すすめられる。


　イルアラ自身は常つね日ひ頃ごろから飾りっ気もなく、警備軍の兵士達に混じっては裸足はだしで走り回るのが日常だった。最愛の妹であるタリアへの贈おくり物を探しにくるのでなければ、まず足を踏ふみ入れることもなかった店だろう。


　店主はうきうきと嬉うれしそうなようすで、イルアラの前へまわりこんだ。


「本日は、どういった品をお求めでしょうか？　……あら、あらあら、おっしゃらなくてもわかりましてよ。姫様もそういうお年頃ですもの！　とびきりのお品がございますの。ただいま支し度たくをいたしますから、ほんの少ぅしくつろいでお待ちくださいませね」


「え、……えぇーと？　はい」


　妙みように盛り上がり、一人合点したような店主の気き迫はくに押されてイルアラはうなずいた。とびきりの品とやらがあるのなら見せてもらうのが早いだろう。


　屋内の静けさと薄暗さにぼんやりとしながら、金細工の燭台に施ほどこされた鳥の彫ちよう刻こくに目をやる。


　──ふぅ。また招待状のこと、エンハスに話しそびれちゃった……


　市場で噂されていた、タリアの輿入れ話の元げん凶きよう。それは隣国から届いた招待状のことであり、そのことはまだエンハスに話していなかった。バラーバル国の新宮きゆう殿でん完成を祝う宴への招待状は、本来ならタリマレイの国王に出されたものだ。


　だがその日、国王であるファラーサは、祭事のため神の島ミアヒにこもらねばならない。


　乾季レガドウが終わり雨季メドウへと移行する境目に、豪雨スコールがつづく激しい嵐あらしの季節がある。


　代々タリマレイ王家の長おさとなるものは、その期間をミアヒ島で過ごし訪おとずれる神を迎むかえもてなすことを習いとしてきた。それはタリマレイ建国以来つづけられてきた伝統祭事であり、隣国であるバラーバルの国王が知らないはずはなかった。


　そう考えると招待状の意図は明白で、国王に代わり王女のどちらかを代理に立てろというものだろう。


　──だいたいやり方があざといのよ！　タリアを行かせるぐらいなら……


　イルアラは妹の顔を思い浮うかべて爪つめを嚙んだ。そして今日こそ招待状の件をエンハスに話さなくてはと心に決める。


　背後に聞こえた足音にふり向くと、店主が真っ赤なルアンの花から作る、甘い香かおりのお茶を渡してくれた。


「外はずいぶん日差しが強うございましたでしょう？」


　その後ろから、使用人が螺鈿細工をほどこした大きな飾り箱を捧ささげ持ち入ってくる。


　運ばれてきたのは、黄金の輝かがやきを持つ見事な大きさのトパーズをはめ込んだ首飾りだった。


　チョーカーのように、少しきつめにとった金きん鎖ぐさりの繫つなぎには小さな真しん珠じゆの飾りがつき、そこから伸のびた細工鎖の先にその宝石はあった。


　雫しずくの形をした複ふく雑ざつなファセットを持つトパーズを、金の飾り台座がしっかりと支えている。


「このインペリアルトパーズはとても希少なものですのよ。ほらシェリー酒のような綺き麗れいなオレンジを帯びてますでしょう？　これが一番イルアラさまの瞳に似て美しいですわ？」


　宝石の美しさは存分にわかったものの、イルアラは困こん惑わくして店主の顔を見つめた。


「あ、えぇと、自分のものじゃなくて贈り物なの」


　店主は心得ていますとばかりに、微笑んだ。


「えぇ、これは大切な人に贈る品ですのよ。月契ハンドウと申しまして御お護まもりのようなものですの。ご自身の瞳の色になぞらえて、いつも貴方あなたを見ていますという気持ちを込めて贈るのですわ」


　その威い力りよくは何にも勝まさるとでも言いたげな店主の口調に、イルアラは心が動いた。


「ふぅん、そんな御護りがあるのね……うん、ならちょうどいいかも。それに決めるわ」


「ありがとうございます。イルアラさまの大事な人へ、何よりの贈り物になりますわ。きっと……お喜びになられます」


　妙に意味ありげな店主の微笑みに首をかしげつつも、無事に贈り物を手に入れたイルアラはほっとして店を出た。箱はさして重たくもないが、腰こしの革かわ袋ぶくろにあったルフィナ金貨は残らず消えてしまった。無一文ともなれば、港からこの商品を持ち出す税が払はらえない。


「あ～～ぁ……ハヴィールと合流しないと帰れない」


　イルアラはげんなりしつつエンハスと合流すると、説教を承知で港へと戻もどった。





　結局昼すぎには王宮へ戻れたというのに、二人は昼食を抜ぬかれ、さらにハヴィールから罰ばつ則そくとして『創そう世せいの書』の書き取り百回を命じられ、書しよ斎さいに押し込められていた。ハヴィールは、この二人に武術の鍛たん錬れんを課したところで、たいした罰にならないことはよくわかっていた。


「王族の権威ってものはどこにあるのかしら……」


　最も苦手とする単調な頭脳労働を命じられ、空腹でぐったりする王女のつぶやきに、同じく巻き添ぞえをくっているエンハスがぶつぶつと返す。


「イルアラ以外にはあるんだろ、王族の威厳ってやつが」


「も～……権威も威厳もどうでもいいから、ご飯が食べたいわ」


「今日は、食べ物仕込んでないのか？」


　幼少の頃ころから精霊チエリツドの悪戯いたずらや自身の悪さのせいで、食べるに事欠くことが多かったイルアラは、昔からちょこちょことお菓か子しや保存食を持ち歩いている。


「残念、こんなときに限って持ってないの。実は仕込んでた外套フエイルは、ハヴィールに取り上げられちゃった」


　イルアラは呻うめいて机につっぷす。そして突とつ然ぜん何かを思いだしたように起き上がると、大きな机の下にもぐりこみ天板の裏を探さぐりだした。手に小さな鍵かぎを持って這はい出ると、部屋の奥にある扉とびらから書庫へと向かった。


　書庫のもっとも奥まった場所にある、開き戸に鍵を差しこむイルアラの表情は厳しい。


「これは秘密よ。本当は父さましかこの鍵を触さわってはいけないの。ばれたら大目玉だわ」


　棚たなに納められていた箱と封ふう書しよを取り出し、エンハスに手て渡わたす。


「バラーバル国から招待状がきたわ。今市場で噂にもなってる元凶よ。わざと父さまの都合の悪い日に招待をよこすなんて、明らかに王女のどちらかを寄よ越こせといってるのよ。タリアを行かせるわけにはいかないし、私が行こうと思ってる」


　代理の決定については議会を通すことになるだろう。


　能力ナドウルのない自分に対して、議会の風向きは微び妙みようなところがある。現にイルアラを次期女王とすることについては不安の声もあった。


「そりゃ、議会を通すのが難しいことはわかってるけど。大体、タリマレイうちに宝ほう飾しよく品ひんを贈って寄越すなんていい度胸してると思わない？」


　タリマレイ国では、近海でとれる大おお粒つぶの真珠や珊さん瑚ご、他ほかにも南方ピリネア大陸から輸入した鉱石を加工する職人の技術が産業の一いつ端たんを支えている。そこへあえて宝飾品を送りつけるというのは、確かに挑ちよう戦せん的な意図が汲くみ取れる贈り物だった。


　不ふ愉ゆ快かいそうなイルアラが手にしているのは、黒く独特の艶つやを持つ紫し檀たんに、飾り彫ぼりを施した箱だった。その上には、赤い布をねじった紐ひもがかかっている。


「……こんな紐、ついてたかしら？」


　いぶかしむイルアラの手から、エンハスは箱を奪うばいとった。


「エンハス？」


　エンハスは厳しい目つきで箱を睨にらむと、慎しん重ちような手つきで紐を解ほどきそうっと蓋を開ける。


　箱の内側には金色の天鵞絨ビロードが張られた上に青い宝石が載のせられていた。潤うるむような光こう沢たくを持つブルーサファイアは、石の周りを細かく銀の細工で縁ふち取どった帯留めに仕立ててある。


　宝石は深い色合いを持つにもかかわらず透とう明めい度どが高く、質の良さが一目でわかる逸いつ品ぴんだ。


　暗い闇やみが底で渦うず巻まくような青は、禍まが々まがしいほどの美しさで目が離はなせなくなる。


　イルアラはこの贈り物には不快な思いをしているのに、こうして目にすれば惹ひきつけられずにはいられなかった。だが、目の前でバタン！　と箱の蓋を閉じられ我に返る。


「イルアラ、これはどこから？」


「えぇと、招待状と一緒に届いたから、バラーバル国からだと思う。これが一緒についてたわ」


　宝石の鑑かん別べつ書しよをイルアラは取り出した。


　カードには『ジンシー・ジャヴァーヒル・クンフニー』という宝石取とり扱あつかい商しようのサインが入れられ、その下にジンシー・ラナクスカと店主の名が記されている。


「エンハス、なんでそんなに恐こわい顔してるの？」


　こわばったエンハスの表情にイルアラは首をかしげた。


「バラーバル国への代理出席の話……俺は反対だ」


「エンハス!?」


「即そく位い前の王女が、あまり軽々しく他国へ出向くというのは賛成できない」


　イルアラは自分の耳を疑った。


「エンハス……それ本気で言ってるの？　隣りん国ごくへ招待されたからって何の問題があるっていうの？　国王からの正式な招待だもの、国こく賓ひんとして扱われる以外何もないはずよ」


　だがエンハスは物もの憂うい顔のまま、反対の意思を変えようとはしない。


「どうして!?　今までだって警備軍での演習にも、おしのびだってつき合ってくれてたのに……だいたい、私がタリアを代理でいかせると本気で思ってるの？」


　イルアラが妹いもうと姫ひめであるタリアを何より大事にしていることは、エンハスもよく知っている。


　エンハスならきっとわかってくれると信じていただけに、反対されたことは思いのほかショックだった。


「そうね。エンハスは私の面めん倒どうを押しつけられたんだもの。私の護衛が義務なら反対かもしれない。嫌いやなら無理してついてきてくれなくてもいいわ。ただ、私はバラーバルへ行くって決めたの。タリアのことだけじゃない、地じ震しんのことも関係があるの。これは譲ゆずれない」


　その言葉に、エンハスは驚おどろいたように顔を上げた。投げつけられた言葉に、黒い瞳ひとみが傷ついたように見える。


「押しつけられてとか義務だなんて……俺が一度でも言ったことがあるか？」


「……でも、じゃあどうして……」


　わかってくれないのか、という言葉はでてこなかった。言葉より先に涙なみだがにじみそうになり、思ったより自分が動どう揺ようしていることにイルアラは驚いた。


　エンハスの横をすりぬけ、そのまま書庫を飛び出す。回かい廊ろうを抜け、中庭にでるともう日が沈しずみかけていた。穏おだやかな夕暮れの空気が、ふいに緊きん張ちようを帯びる。


　鳥がいっせいに飛び立つと、あたりに地鳴りが響ひびきイルアラは硬こう直ちよくした。


　こうした揺ゆれは半年ほどつづいている。今は小規模なものばかりで大きな被ひ害がいはでていないが、放っておけばいずれ取り返しがつかなくなる。じわじわと忍しのび寄る異変は、バラーバル国からに違ちがいないとイルアラは確信していた。


　気がつけば、頭に上っていた熱はとっくに冷めていた。


「エンハスが何ていっても、バラーバルへは行かせてもらうわ」


　つぶやきは、確かな決意だった。














２　封じの翼




　その夜、イルアラはなんとか夕食にありつくことができた。


　だが、エンハスの顔を見てしまえば腹立たしさがよみがえりそうで、お互たがいに体をそむけるようにして食事を済ませる。


　ひたすら無言の食事をつづける二人を、王と王おう妃ひは不思議そうに眺ながめていた。


　イルアラは自室に戻ると、寝しん台だいの上に寝ね転ころがりタリアに渡すつもりの月契ハンドウをかざして見る。燭しよく台だいのわずかな灯あかりにも反射して、月契は金色のトロリとした光を放った。


「『ひかりだ』、って言ったのよね……すごい嵐あらしだったのに」


　四年前、初めてエンハスに出会ったときのことは今でも鮮せん明めいに覚えている。


　あの日、嵐の海で拾ったエンハスをイルアラは王宮へと連れて帰った。


　ずぶ濡ぬれで血を流している娘むすめが、見知らぬ少年の手を引いて帰ってきたため、父であるファラーサはひどく驚いていた。侍じ医いを呼びつけ介かい抱ほうの支し度たくをいいつけながら、びしょ濡れになったイルアラを抱だきしめてくれた。思いのほか強い力の腕うでは苦しいほどだったが、それほど自分のことを心配していてくれたのかと思うと胸がつまった。


「無事で良かった。手は……あぁ、こんなになって痛かったろう。すぐに母さまに手当てしてもらおう。他に怪け我がはないか？」


　濡れた髪かみを拭ふきながら心配そうに顔をのぞきこむ父は、青い目にうっすら涙まで浮うかべている。イルアラは優やさしく美しい父が大好きだった。父が持つやわらかな空気は、そばにいるだけで誰だれもが癒いやされる、母はいつもそう言って愛いとしそうに父を見つめていた。


　穏やかな父は誰からも愛され、また国王として統とう率そつ者しやとしての信しん頼らいも得ていた。それは彼が偉い大だいな『感応の能力ナドウル』の持ち主であることも大きく影えい響きようしている。それだけにイルアラは、王族が継けい承しようするはずの能力を、自分が一いつ切さい持たなかったことにひどく引け目があった。


　愛まな娘むすめを寝ねかしつけようと、イルアラの手を引き寝室へ向かいながらファラーサは問いかけた。


「イルアラ、お祖父じいさまのことは知っているね？」


　父の手が優しく髪を撫なでる。家族の中でもイルアラ一人だけが、髪の色や目の色が違うのは、西方ジラート大陸から渡ってきた祖父の血が濃こく出たせいだと聞かされていた。


「遠い国の船乗りだったんでしょう？」


「それに、時々王宮にきているヴァラカン。父さまがヴァラと呼んでいる人を知っているね？」


「……あの、やたら偉えらそうな鳥の王様ね」


　イルアラは父親の友人だという鳥の王が好きではなかった。


　長身で金きん褐かつ色しよくの髪をした、人を威い圧あつするような存在感の、実際にえらぶった態度の人物だ。そもそも自分に能力がないのはこの鳥の王が関係していると聞いていた。


「昔お祖父さまは、鳥の王であるヴァラに大変失礼なことをして怒おこられた。そのときにヴァラはちょっと失敗したんだ。お祖父さまを罰ばつしたつもりが、すごく時間がたってからイルアラにその罰が出てしまったんだよ。もちろんヴァラもすごく後こう悔かいして、お前に詫わびるために賢けん者じやローリッジを呼んでくれた」


　普ふ段だんの尊大な態度を思い出すと、とてもヴァラカンに反省する気持ちがあるとは思えないのだが、ラロヘンガから賢者を呼び出してくれたというのは大変なことらしい。


「あの男の子は、たぶんヴァラが素す性じようを知っていると思うから、父さまが話を詳くわしく聞こう。だから今はおとなしく寝ていなさい」


　ファラーサは言い聞かせるように娘の額を優しく撫でると、部屋を静かに出て行った。


　だが、立てつづけに起きた異変に興奮しているイルアラが眠ねむれるわけもない。


　持ち前の好こう奇き心しんで侍じ女じよ達が交かわす会話に耳をすまし、少年が客間に寝かされていると知ってじっとしていられなくなった。


　部屋を抜ぬけ出すと王おう宮きゆう内が妙みように慌あわただしい。侍じ従じゆうが怯おびえと緊張の入り混じった顔で足早に行き来している。周りがこんなふうになるときは、ヴァラカンが王宮へきているのだとわかっていた。


　急ぐ大人の足元を縫ぬうようにイルアラは廊ろう下かを進み、客間のある建物へと忍びこむ。


　離れの棟とうは、少しでも風を通すために高めの基き礎そを作り、通常より高い位置に部屋が造られていた。


　石造りの階段を上って回廊に出ると、入り口に掛かけられている薄紗の布が風にあおられはためくのが見える。ひどい豪雨スコールと嵐のなか、どうして窓を開けているのかいぶかしみながら部屋へ入った。


　薄うす暗ぐらい室内には細い影かげがあった。浜はま辺べで出会った少年エンハスが、少し傾かたむいた姿勢で立ちつくしている。それを見てイルアラは確信した。


「やっぱり……」


　──人じゃ、ないんだ。


　少年の足は、太い指が二ふた股またに分かれており先には太い爪つめがあった。地面からわずかに浮き上がった踵かかとの部分にも、太い指と蹴け爪づめが生え体を支えている。


　気配に気づいたのか、構えるように向けられたエンハスの鋭するどい視線を受け、イルアラは思わずたじろぐ。まるで野生の獣けものが人里に迷いこんだかのような違い和わ感かんがあった。


「あの……だいじょうぶ？　もう、どこも痛くない？」


　声をかけこわごわ近づくと、少年は正気を取り戻もどしたのかイルアラをまじまじと見た。


　瞳の鋭さが溶とけ、人らしい表情が戻ってくる。


「言っておくけど、別に傷が痛くて泣いてたわけじゃないからな。お前はもう泣いてないな」


　どこか偉そうな口調に、イルアラは苦手な鳥の王を思い出し、むきになって言い返した。


「私だって別に泣いたりしてないもの。ねぇ、エンハスはどこからきたの？　文様フスは痛くない？　それともお腹なかすいてる？　これ食べる？」


　質問攻ぜめにしながら、服をごそごそと探さぐると、持っていた焼き菓が子しを差し出した。


　だが、エンハスは驚いたように見つめ返してくるばかりで、イルアラは何かおかしなことをしただろうかとまごついた。


「腹具合を心配してくれるなんて、優しい娘だろう。気はきついがファラーサの娘だけある」


　イルアラの背後から聞こえた声に、驚く速さでエンハスが身構えた。


　まったく気配を感じさせずそこに立っていたのは、見上げる体たい軀くの異い彩さいを放つ存在。鳥の王ヴァラカンだ。


　彼の肉体は少年と違い完全な人型をしているが、存在感の異質さまでは隠かくしおおせない。暗がりでもわかる明るい金茶の蓬ほう髪はつに、がっしりとした肩かたと厚い胸。何より人ではあり得ない、金色の双そう眸ぼうに黒い瞳どう孔こうが鋭い猛もう禽きんの瞳を思わせる。


　尊大な空気と威い厳げんが滲にじみ出すような威い圧あつ感かんがあった。


「エンハス、これからはお前がイルアラを守れ」


　少年に命じる声は、思わずイルアラが身をすくませるほど冷れい淡たんだった。


「今からお前の封ふう呪じゆを一時的に解呪する。イルアラと血の誓せい約やくを成じよう就じゆするんだ。血の洗礼は海で済ませたな。あとは誓ちかいの言葉を口にすれば完成だ。この娘がお前の翼を自由にできるようになる。封呪の結びは俺の片かた翼よくだから、完全な解呪は俺以外にはできない」


　ヴァラカンが耳慣れない響きの言葉をつぶやくと、エンハスが怯えたようすで窓まど際ぎわへとあとずさった。


「いいか、イルアラ。エンハスの力が必要で翼を解放するには、ここに刻まれた文字を読め。だが封呪を解いてもそれは一時的なものだ、再び呪が翼を封じようとする。あれの翼が腐くさり落ちる前に、今度は裏にあるこの言葉で、お前が再び翼を封じるんだ」


　ヴァラカンが、小さく白い石に似た欠片かけらを手て渡わたしてくる。


「い・や！　あんたの言うことなんて絶対聞かないわよ」


　自分の身に降りかかった不幸も元はといえばこの男のせいなのだ。イルアラは、自分の手に押しつけられた白い欠片が骨だとわかると、熱いものに触さわったように床ゆかへと投げ出した。


　だが、ヴァラカンは軽い口調で言い放つ。


「そうか？　だが、あれは死ぬぞ」


　イルアラがふり返ると、エンハスは封呪を解放されたせいか、異様な変へん貌ぼうを始めていた。


　黒くろ髪かみが伸のび大きくうねると、銀の混じる房ふさが束を作り羽根を形作ろうとしている。


　だがそれを妨さまたげるように、翼のつけ根から黒い影がインクのように流れると、肌はだを伝い腕から足、頰ほおへと見る間に黒い文様フスを刻んでいく。


　苦しさのあまりか、エンハスは何かから逃のがれるように窓まど枠わくに手を掛け身を乗り出す。


　だが、逃にげるエンハスをからめ取るように文様の先からは赤い血が流れ、全身が黒く赤く染め抜かれそうに見えた。あまりに痛々しい姿にイルアラは顔をしかめる。


　実際エンハスは息が苦しいのか、喉のどを搔かき毟むしると「ヒュ……」と小さく喉を鳴らした。


　イルアラは、はっとして足を踏ふみだす。


「エンハス……」


「イルアラ、早く文字を読め！」


　再び手に押しつけられた白い骨とヴァラカンの強い声に、イルアラは半ば恐きよう慌こう状態に陥おちいりながら、刻まれた文字を読みとろうとした。外の嵐に木々が揺ゆれ、灯りのない室内では薄く刻まれた文字が見えづらい。


「もぅ、どっちの言葉なのよ！……ドゥニ、ネティ？」


　その声に反応したのか、鋭く断だん末まつ魔まのような悲鳴をあげてエンハスの体が傾いた。


　窓の、外へと向かって。


「いや！」


　イルアラは、飛びつくように床を蹴けると、少年に向かって手を伸ばした。


　見開かれた黒い瞳ひとみに映りこんだ自分の顔。抱き合うようにぶつかって、一いつ瞬しゆん背筋に冷たいものを感じた時には二人の足下には何もなかった。


「キャ……」


　あとはもう悲鳴もつづかなかった。


　ほぼ三階にあたる高さから、樹じゆ木もくの茂しげる庭へとまっさかさまに落ちる。途と中ちゆう、体をぎゅっと抱だきしめられて、肌を引っかく枝葉の感覚がなくなると全身に重たい衝しよう撃げきがきた。


　イルアラは、地面にぶつけた膝ひざの痛みに顔をしかめながら青ざめた。


「い……ったぃ……。え……ちょっと、や」


　自分の下した敷じきになったエンハスは、目を閉じてぐったりとしている。


「……ヴァラカン、早く。父さま……誰か……」


　ショックで震ふるえるイルアラの手に、エンハスの手がわずかに触ふれた。


　海で出会った時と同じ苦笑いが浮うかんでいる。


「泣くなって……言ってるだろう」


　今や彼を包んでいた不思議な変化は跡あと形かたもなく消え、悪夢のような黒い文様も無くなっていた。頭上の窓からヴァラカンが見下ろしてくる。


「結構、血の誓約は成就した。いいか、翼つばさを解放するのは必要なときだけにしろ。無理をすれば腐り落ちてなくなるからな」


　鳥の王は、偉えらそうにそれだけ告げると姿を消した。


　残されたイルアラは、泣きながらエンハスを連れて再び王宮へ戻り、侍じ女じよに小言を聞かされながら手当てを受けた。


「まったく、本当にじっとしていられない子だね」


　呆あきれ顔のファラーサにも小言をもらい、イルアラは首をすくめる。ファラーサは傷の手当てを受ける少年に優やさしく微笑ほほえみかけた。


「初めまして。私はタリマレイの二十三代国王ファラーサ・サリアムだ。君はヴァラの九番目の息子むすこだと聞いている、そうだね？」


　ファラーサの問いに少年はおとなしくうなずく。ヴァラカンをはじめ、ラロヘンガの者は総じて人に対して尊大な態度をとるのが常だ。だがどんなに反はん抗こう的な者でも、ファラーサの前では皆みな気を落ち着かせ、穏おだやかになるのがイルアラは不思議だった。


　しかし、今の言葉は聞き流せない。


「……ちょっと待って。父さま今なんて言ったの？」


「彼はヴァラの九番目の息子だよ、イルアラ仲良くできるね？」


　父の言い聞かせるような声も、イルアラの耳には入らない。


「なんっっっで！　わたしがヴァラカンの息子なんかと仲良くしなくちゃいけないの!?」


　言い放ってエンハスを睨にらむと、さすがに少年もむっとしたらしい。


「俺だっていい迷めい惑わくなんだぞ！　なんで俺があいつの尻しり拭ぬぐいしなきゃならないんだ」


「だって、あなたの父さまなんでしょ？」


「お前だって、祖父じいさんがしでかしたことだろ？」


　まさに二人の子どもが取っ組み合いを始めそうな雰ふん囲い気きを、ファラーサは面おも白しろそうに眺ながめていたが、双そう方ほうの頭をくしゃくしゃと撫なでた。


「ほら、イルアラは今度こそおとなしく部屋に戻りなさい。あとで父さまが行くよ？　エンハスはこれから暮らすための部屋に案内しよう」


　そのあと、部屋を訪おとずれた父が話してくれたのは、タリマレイ国では誰だれもが知っているもう一つの世界『ラロヘンガ神代の地』の物語だ。


　この国には多た彩さいな伝説や神話があり、なかでも姿を持たざる神々と、肉体を持つ半神の存在、多種多様な精霊チエリツドにまつわる話は数多い。人が暮らすこの地と、彼らが住むラロヘンガはとても近くにありながら、決して交わることなく隔へだたっているのだという。


　タリマレイ国を形成する島々の中で、最も沖おき合あいにミアヒと呼ばれる島がある。この島だけはタリマレイ国のものではなく、神々が訪れる島だと言われていた。


　国王であるファラーサも決まった期日にミアヒ島に滞たい在ざいし、能力ナドウルを使って半神や精霊の声を聞き、重要な決断を下しタリマレイの人々を導いてきた。


　だが皮肉なことに、イルアラは能力を持たないというのに、ラロヘンガの者からはことさら気に入られることが多かった。


　赤ん坊ぼうの頃ころは揺り籠かごごと鳥に運ばれ、目覚めれば木の上にいたこともある。部屋中を花で埋うめつくされたこともあれば、歩いても歩いても王宮から出られなかったこともあった。


　彼らにとっては軽い悪戯いたずらや親愛の情であっても、幼い少女であるイルアラはそうした出来事でいつ命を落とすともしれなかった。被ひ害がいを食いとめるためにも、イルアラが能力を身につけるのは必要なことだったのだ。


「イルアラ、こないだは大変な目にあっただろう？」


「あの……イルカのこと？」


　一月ほど前、イルカに無人島へと連れて行かれたイルアラは、丸二日発見されずに王宮中をあげて大だい捜そう索さくするという騒さわぎになったことがあった。


「さすがにあんなことが何度もあったらと思うと、父さまも母さまも心配でたまらないんだ。ヴァラはそれを知って、自分の息子をお前の友達にとよこしてくれたんだよ」


　あの偉そうなヴァラカンが、父親以外の人間のことをそこまで気にかけてくれたというのは奇き跡せきのような気がするが、元はと言えばヴァラカンが悪いのだ。


「父さま、お祖父さまはヴァラカンに何をして怒おこらせたの？」


「ん？　あぁ、それはお祖父様の船が難破したときに、ヴァラがそれを助けてミアヒ島まで運んでくれたらしいんだ。けれど、お祖父さまは冒ぼう険けん家かでもあったから……」


「あったから？」


「ヴァラを新種の巨きよ大だいな鳥だと思ったらしい。捕つかまえようとして立派な尾お羽ば根ねを三本も引っこ抜ぬいてしまったそうなんだよ」


「……お祖父さまって……」


　無む謀ぼうと言うか馬ば鹿かだと言うか、無謀で馬鹿だと言うべきかとイルアラは呆れた。


「ねぇ、父さまはどうしてヴァラカンを許したの？　私やタリアよりあの人が大事なの？」


　イルアラはいい機会だと思い、ずっと疑問に思っていたことを口にした。


　ファラーサは穏やかで寛かん容ような人ひと柄がらではあったが、娘むすめ達への愛情溢あふれる父親でもあった。


　その父が表だってヴァラカンを責めるのをイルアラは見たことがない。


「まさか、お前達を愛しているよ。父さまだって、お前の能力ナドウルのことを知った時にはどんなにヴァラに腹を立てたかしれない。彼もとても心を痛めてね、毎日ここを訪れては頭を下げにきたことがあった。今も呪のろいのことはとても悔くやんでいるよ。だけど彼は父さまの友人でもあったからね、許さないわけにはいかなかった」


　優しい声で愛情を告げられて、イルアラはほっとした。


　確かにこの父に嫌きらわれればかなり堪こたえるだろうことは想像がつく。あの横おう柄へいな鳥の王が、人の元を訪れて頭を下げるというのは相当のことだ。


「父さま、そんなに怒ったの？」


「そうだなぁ、最初の三月ほどは顔も見たくないと言って会わなかったねぇ。お前をあやしてばかりいたよ。さすがに母さまがとりなしてくれて会うことにしたんだけど、何だかぼろぼろにやつれてしまって……みすぼらしいヴァラなんて父さまは初めて見たよ」


「それで許してあげたの？」


「いや、それから顔は合わせていたけど、半年ほど口をきかなかったのかな。最後にはヴァラも、羽根があちこち抜ぬけて廃はい人じんみたいになってしまって。ラロヘンガから使いが出された時には、さすがに父さまも意固地になってたかなぁと思って仲直りしたんだよ」


　微笑ほほえみながら昔を語る父だが、当時のヴァラカンを思うとほんのわずかにだが同情してもいいのかもしれない、とイルアラは考え直した。


　父はこの笑顔の下で怒りつづけたのだろうか、せめて表情ぐらいは相応に怒っていて欲しいと思う。だが、そのヴァラカンが先ほどエンハスにした仕打ちは、我が子を相手にあまりに冷たく感じられた。


「父さま、『ドゥニネティ』ってどういう意味？」


「……ドゥニネティ、『翼つばさ無き者』というラロヘンガの言葉だね。ヴァラの一族にとっては呪わしい言葉だ」


　ヴァラカンから話を聞いているのか、ファラーサはなだめるようにイルアラの髪かみを撫でた。


「今日はもう疲つかれただろう、今度こそお休み。明日からは彼も一いつ緒しよだ。仲良くできるね？」


　イルアラは暖かい父の手に苦しい思いでうなずいた。


　エンハスは今どうしているだろう？　ヴァラカンが彼の父親だというのなら、こうして優しく頭を撫でてあげて欲しいと思った。ヴァラカンを憎にくむように睨みつけるエンハスの目はどこか痛々しかった。


　──自分なら、もっと優しくしてあげるのに。翼を取りあげられて、それでも自分を受け止めた少年は「泣くな」と笑ってくれた。まったく知らない場所に、一人で置いていかれたエンハスの寂さびしさを思ってイルアラは少し泣いた。





　四年前のことを思い出したイルアラは、自己嫌けん悪おで自分の顔を覆おおった。


「そう思ってたはずなのになぁ……」


　書庫で言い争ったとき、自分の言葉にエンハスは傷ついた顔をしていた。彼が自分のためにここにいることで、払はらった犠ぎ牲せいはどれぐらいあるのか。


　自分の気持ちをわかってもらえなかったことに腹を立てたものの、自分はエンハスのことをわかっているだろうか……


　イルアラはため息をついて起き上がり、窓の外をのぞいてみる。そこに見慣れた黒い影かげがあることに気づいたが、なんと声をかけたらいいかもわからず、ただ黙だまって燭しよく台だいの灯ひを消した。














３　飛ばない翼




　エンハスはどことなくすっきりしない気持ちで、鳥エダニーに揺ゆられていた。前を行くイルアラはふり返らない。先日の言い争い以来バラーバル行きの話はしていなかった。


　二人が乗っているエダニーは、太い二本の足を持つ鳥で大地を走ることを得意とし、ある程度の距きよ離りなら泳ぐことも可能だ。鋭するどい爪つめのある三本の指と丈じよう夫ぶな水かきを持っており、タリマレイの民たみにはなくてはならない家か畜ちくである。


　強い日差しの下、エダニーに揺られることにももう慣れた。


　初めてエダニーに乗った時に、イルアラがつぶやいた言葉は今でも覚えている。


「鳥が……鳥に乗ってもいいんだ？」


　言われてみればその通りなのだが、そこはかとなく情けない気持ちになったのは確かだ。


　いつだったか食事の席では「鳥が鳥を食べてる！」と突つっ込まれた。


　小鳥を捕ほ食しよくする猛もう禽きんもいるのだが、そう言われると共食いのようでこれまたちょっぴり悲しかった。思えばイルアラは、昔から発言に遠えん慮りよがない。ファラーサから聞いた話では、初めてヴァラカンに会った時には「焼いて食ってやる」と言ったらしい。


　あの父にそんな口をきく者は、後にも先にもイルアラぐらいなものだろう。


　エンハスはイルアラが乗ったエダニーの後ろについて、まぶしいほどの白砂と青い波間がなだらかに見える浜はま辺べを進んだ。


　天を突くように高く生えたココヤシの幹を縫ぬって歩き、パンノキの曲がった枝をよけて進む。


　全てがまぶしい光の下に輝かがやいて見え、ここはまるで夢の世界のようだった。


　タリマレイ国へ連れてこられるまでの日々を思うと、今でも時おりこれが現実だとは信じられないときがある。


　ラロヘンガでは『疫闇ダハルの侵しん食しよく』に対しての抗こう争そうが、人の世で言う何百年という長きにわたってつづいていた。疫闇と呼ばれる穢けがれた存在は姿を持たず、あらゆるものに侵食し病やんだ存在へと変えてしまう。


　ラロヘンガでは今もまだ血ち煙けむりのあがる戦場で、兄弟達が病んでしまったかつての同どう胞ほうと戦いつづけているのだろう。


　父に鳥の王ヴァラカンと、母に雷いかずちの女め神がみカランティアを持つエンハスは、ヴァラカンや兄とともに戦いくさの陣じん頭とうに立ってきた。すべて母親が違う兄や姉が幾いく人にんもいたが、血統的にも自分が最も能力が高いことはエンハスもわかっている。


　だからこそ自分が戦列を離はなされ、こうして人の世界に連れてこられたことは意外だった。


　翼に施ほどこされた封ふう呪じゆの文言である『ドゥニネティ翼無き者』が彫ほり込まれたのは、ヴァラカンの翼の上じよう腕わん骨こつに違いない。彼は自分勝手なところもあるが暴ぼう虐ぎやくを行う王ではなかった。


　だが、ヴァラカンは九百九十九羽の同胞を手にかけ己おのれの片かた翼よくまでを犠牲にし、息子むすこである自分を人界へ送り込んだ。


「お前には、これから人の地へ行ってもらう」


　そう聞かされたときも、エンハスはただうなずいただけだった。


　父にとって自分がただの駒こまであるという自覚はある。ヴァラカンが数多く得てきた妻のなかで、エンハスの母であるカランティアとの結けつ婚こんだけが、唯ゆい一いつ本人の意に添そわぬ政略的なものだったというのは知られたことだ。


　それまでも、命を受けるままに戦場へと赴おもむき滅ほろぼすべき相手と闘たたかってきた。今度もまた新しい場所へ移されるのだろうぐらいに思っただけだ。


　ラロヘンガでの日々は戦いの中にしかなく、ひたすら敵を滅めつし、ただ生き残り生き延びる。荒こう涼りようとした日々は時間の切れ目すら曖あい昧まいだった。


　けれどあの日。


　ヴァラカンに翼を封じられ、味わったことのない痛みと苦しみに苛さいなまれ嵐あらしの海をさまよった。


　その暗くら闇やみに、ふいに光が差した。


　初めて彼女を見たとき、空が黒く荒あれる中で、小さな太陽が自分をのぞき込んでいるのかと思った。光だと感じたのはまばゆい黄金の髪で、オレンジ色の火を内包しているような琥こ珀はくの瞳ひとみを美しいと思った。


　荒れた暗い海の中、金色の少女の痛々しく血に濡ぬれた両手で触ふれられると、自分を気づかう思いが暖かく流れこんでくる。頰ほおに触れる冷えきった手のひらは優やさしかった。


　その奥にある、少女自身に向けられた痛々しい自責の念。


　なぜそれほどまでに、少女が自身を責めるのかはわからなかったが、触れる気持ちに引きずられ涙なみだがこぼれると、エンハスは思わず手を伸のばした。


　──どうか、泣かないで。


　女の子を慰なぐさめたことなどないエンハスは、初めて自分の中に湧わき上がる衝しよう動どうに戸と惑まどった。


　その瞬しゆん間かんからヴァラカンに言われるまでもなく、目の前の少女は自分が守ると決めていた。この気持ちはまばゆい光が差すように、エンハスの中に生まれた大切なものだ。


　あれから四年が経たつが、その少女は今も自分の目の前にいて、肌はだを焼く日差しの中で浜辺へと走っていっては何かを拾っている。波打つ髪が光を受け、日に焼けた毛先が光を灯ともしたようにチラチラと光って見えた。


　綺き麗れいだ、と思う。すらりと伸びた足や、金の髪が風に揺れるだけで見とれてしまい、あの頃ころとはまた違った意味でも心を奪うばわれている自分を知る。


　ふいに浜辺に立つイルアラが動きを止め、そのまま空を見上げたあとバラーバルのある方角を睨にらんだ。エンハスも背筋を伸ばして辺りの気配をうかがう。


「エンハス、今揺ゆれた？」


「あぁ、少しだけ」


　ここしばらくつづいている断だん続ぞく的な大地の揺れ。イルアラはもう何ヶ月もの間、タリマレイの数多い島々をめぐっては海のようすを調べていた。エンハスも調査には協力していたが、まさかそれが隣りん国ごくバラーバルの火山へ繫つながるとは思ってもみなかった。


　イルアラが、もの問いたげな視線を向けていることを知りつつ、エンハスは目をそらす。


　昔から小さなケンカや言い争いはしょっちゅうしたものだったが、イルアラの両手の花に触れればすぐにわだかまりは溶とけた。


　だが、今ではその手のひらに触れることをためらう自分がいる。


　後ろめたさの原因は書庫で見た宝石だった。


　箱に巻かれていた赤い紐ひもは、国王ファラーサの手によるものだろう。それは疫闇ダハルを封じるための文様フスであり、あのサファイアは疫闇の穢れがついた、明らかに呪のろいが込められた品だ。宝石を身に着けていれば、その身は疫闇に蝕むしばまれていたに違いない。


　そして何より気になるのは、宝ほう飾しよく品ひんに添えられた鑑かん別べつ書しよのサイン。


『ジンシー』──ジンシー・ラナクスカ


　それは、自分を憎んでいると聞いたことがある人物の名だった。ラロヘンガに連なるものを酷ひどく憎んでいるらしく、最近では疫闇との繫がりを疑う声もあった。


　突とつ然ぜん目の前に現れたその名に、見過ごせない何かがあるように思えてならない。


　だが、今の自分ではラロヘンガにいた頃の半分の力も持たない。人界で人と共に暮らすためには、ラロヘンガでの姿を保つことには無理があった。翼を封じられた今、風の加護は失われている。


　何よりの不安は自分が側そばにいることで、イルアラを危険にさらすかもしれないということだ。それをヴァラカンに知られれば、ラロヘンガに連れ戻もどされる可能性もある。


　──俺は何を怖こわがってるんだ。ジンシーを？　ここを離れることを？　それともイルアラにやっかいだと思われることか……


　ふと、前をいく黒いエダニーが足を止めるのにつられて、エンハスも手た綱づなをしぼる。


　気がつけばタリマレイ唯ゆい一いつの警備軍兵舎がある、リナヴァル島の浜辺にあがっていた。目の前で、黒いエダニーが激しく羽う毛もうを震ふるわせ、しぶきが飛んでくる。


　イルアラの可愛かわいがっているエダニーは二羽いて、一羽が雄おすのライ黒、エンハスに譲ゆずられたのは雌めすのカル赤だ。


「イルアラ？」


「ごめん、先に行ってるから！　ライを繫いどいて」


　勢いよくライから飛び降りたイルアラは、鞍くらにつけていた槍やりを抜ぬくとそのまま走り去った。リナヴァル島へきたということは、初めから兵舎へ向かうつもりだったのだろう。


　どうやら警備軍での手合わせをしにきたらしい。


「……おい……」


　エンハスは非常に困った。


　ライは雄で大変気き性しようが荒あらい。それはもう、生きた伝説を持つエダニーなのだ。


　かつてイルアラが精霊チエリツドの悪戯いたずらで鮫さめに連れ去られかけた折には、鮫を蹴けり殺して生せい還かんしたという武勇伝をもつ凶きよう暴ぼうさだ。


　自分の妻であるカルにエンハスが乗っているのも本当は気に入らないのだろう。


　蹴け爪づめで砂をえぐるように蹴りつけるライに睨まれ、エンハスは慌あわててカルから降りた。


「わかった！　ほら、今降りたから。手綱をよこせ……痛っ！　いったいな、もう！」


　手を出したところを、分厚いくちばしでガツンとつつかれ思わず涙なみだ目めになる。


　おとなしいカルはといえば、さっさと木こ陰かげに入って行ってしまった。


　殺人的な真昼の陽光の下もと、一羽と一人（もしくは一羽と一羽）は殺気を伴ともなうにらみ合いをつづけるはめになってしまった。


　エンハスのこめかみに汗あせが伝う頃、緊きん迫ぱくした両者の間に白い塊かたまりが現れた。


「ちょっと～何してんですかぁ、邪じや魔まですよ」


　両手に衛生兵が携けい帯たいする布やシーツを、山盛り抱かかえたテミファがのんきに通りかかる。


　テミファは昼日中だというのに、相変わらずヴァヒネの上に厚手の外套フエイルをまとっていた。


　周囲の「暑苦しい」の声に対しては、「せっかくのお肌が焼けちゃうじゃないですか」という返答があるだけなので、警備軍では誰だれもがうんざりしながらも黙もく認にんされつつある。


　珍ちん入にゆう者しやにライも気をそがれたのか、さっさと木陰に歩いていくとカルの羽づくろいを始めた。


　エンハスは、ようやくエダニーの手綱を木に繫ぐことに成功したが、それを眺ながめていたテミファが、やれやれとばかりにため息をこぼす。


「まったく、鳥の王の息子が、エダニー一羽にこの始末。情けない話ですねぇ」


「な、お前に言われたくないぞ！　だいたい俺は翼つばさを封じられているから、今は風の眷けん属ぞくの力はほとんどないも同然だ。それにヤツライとはいつかサシで話をつける必要が……」


「……プ。それが情けないって言って……あ、何するんですか!?」


　エンハスはテミファが手にしている布をつかむと、外套の上から巻きつけだした。


「お前こそ気が済むまで布に埋うまってろ。男のくせに、日焼けがどうとかふにゃふにゃ言うな！　軟なん弱じやくもの！」


「やーめーてー……ムガッ！　この仕返しは覚えてなさい、必ず……ん？」


　二人で取っ組み合っていると、テミファが急に動きを止め不思議そうにつぶやいた。


「あれ、ハヴィールですよね……何をかついでるんでしょう？」


　こちらにやってくるハヴィールは、眉み間けんに深いシワを寄せ不ふ機き嫌げんそうな顔だ。


　だがそれとて、女性にかかれば「素す敵てきな憂うれい顔」などと囁ささやかれ、侍じ女じよ達が熱いまなざしを送っているのをエンハスは知っている。


　現実は「憂いの瞳」などではなく「蛇へびのひとにらみ」であり、「物静かな唇くちびる」からは「怒ど号ごう」が放たれる。兵士達には震えあがられこそすれ、うっとりするものなど皆かい無むだった。


　ハヴィールが肩かたに抱え上げているのが、意識のないイルアラだとわかるとエンハスの頰が引きつった。ハヴィールがイルアラに稽けい古こをつけるようすは何度か見ているが、その苛か烈れつさは王族の姫ひめ君ぎみに対するものだとは思えないほど容よう赦しやがないのだ。


「ハヴィール！　お前」


　カッとしたエンハスは、怒いかりもあらわに睨みつけたが、ハヴィールは全く慌てるようすもなくエンハスを一いち瞥べつした。イルアラの体に回された腕うでには、黒い蛇の彫ほり物がある。


　彼の両腕に刻まれたその印は、ラロヘンガの住人を殺した罪人に刻まれるものだ。


　ハヴィールが精霊チエリツドやラロヘンガの者を嫌きらっていると聞いたこともあるだけに、エンハスはどことなく彼に対して身構えてしまうところがあった。


　間近まできたハヴィールは、睨みつけるエンハスをため息とともに見下ろす。


「エンハス。俺が好きでイルアラをぶちのめしてると思うのか……？」


　よく見れば、彼の肩には大きな打ち身があった。腕にも無数の傷があり血が滲にじんでいる。


　イルアラの使っている槍の材質は、トライトの甲こう羅らから削けずりだしたものであり、最も軽量だったが、しなう力と打だ撃げき力りよくはかなりのものだと聞いていた。


「ストレスを暴力で解消するなと何度いってもわかってない。感情に任せて力だけで打ち込んでくるような奴やつは相手にするだけ無む駄だだ。つきあっていたら俺の身がもたん」


　この頃はイルアラも槍の腕をあげたと聞いている。文句を言いつつハヴィールも手加減してばかりはいられないのだろう。


「まったく、罪悪感で自分を痛めつけるのはこいつの悪い癖くせだ。俺は武術を教えているのであって、ケンカの相手を務めるつもりはない」


　言い置いてハヴィールはそのまま歩き出す。この先にある泉へと向かうつもりなのだろう。


「あ、ずるいですよ、ハヴィール。手当てだったら私の担当です！　貴方あなたの打ち身にもヒトデを貼はってさしあげましょう。赤いのと青いのとどっちがいいですか？」


　残った布をムギュ！　とエンハスに押しつけると、テミファはちょこまかとした足取りでハヴィールのあとを追っていった。白い布に視界をさえぎられつつエンハスもあとにつづく。


　不安定な足取りで泉にたどり着いた頃には、すでにハヴィールの姿はなかった。


　テミファの怪あやしい治ち療りようを受けたくはなかったのだろう。


　ヒトデ湿しつ布ぷにウニツボ治療、目玉や臓ぞう腑ふの飛び出した不気味な深海魚を使った滋じ養ようスープ等々。大の男もしり込みするような医療技術の数々は、テミファを開かい拓たく精神にあふれた冒ぼう険けん野や郎ろうと呼ぶのに充じゆう分ぶんなものだった。


　いくら効果と即そつ効こう性せいに優すぐれているとはいえ、できることなら遠えん慮りよしたい。


「まったくあの人は。せっかく手当てしてあげましょうっていってるのにー」


　テミファはぶつぶつ言いながら、泉の脇わきに横たえられたイルアラに近づくと、まったく躊ちゆう躇ちよすることなく腰こし帯おびに手をかけてサーレをはぎとってしまった。


　意識のないイルアラの、白い腹部から胸までが日の下であらわになる。


　やわらかそうな丸い胸や、滑なめらかな曲線を描えがく腰へのラインが目に飛び込んできて、エンハスは直立不動になった。


　──きゅっ、クルルルゥ……


　……衝しよう撃げきのあまり、空気が器官に入ってしまったらしく喉のどがおかしな音を立てる。


「どうしたんです？　ハトみたいな声だして」


　テミファはまったく気にしたようすもなく、肩から提さげている医療用品の入った袋を広げだした。エンハスは目をきつく閉じて横を向くとうろたえた声を出した。


「お前……平気なのか？」


「平気ってなにがです？」


「だからっ……その、イルアラの裸はだか、とか……」


　語ご尾びが消えそうなエンハスの言葉に、ちょっとの間無言になったテミファはくるりとふり返ると、手の甲こうを額にあてて嘆なげきだした。


「平気といいますか、感動しつつも腹が立つといいましょうか……」


「は？」


「だってですよ、こんなに美しく整った体をお持ちなのに、みてくださいこの擦すりむき！　痣あざに黒ずんだ打ち身！　切り傷を私がいくつ繕つくろったと思うんです？」


　力説するものの、どうもエンハスが問いただしたい問題から論点が激しくずれている。


　テミファは確かに見た目は幼いが、イルアラよりいくつか年上のはずだった。


　いくら医療行こう為いとはいえ、もう少し遠慮をするだとか「困っちゃうけど嬉うれしいなぁ」という男ならではの感情が出てこないところが信じられない。


　外見といい性格といい、どこかずれた印象の青年であるテミファはディギリ島の出身で、リナヴァル警備軍の衛生兵には自ら志願したと聞いていた。


　タリマレイの環礁アトール全すべての国民登録と管理を取り仕切る、グラエドゥ島での出自登録もされているらしいが、肌はだの色や髪かみの色はもっと北方の生まれを思わせる。


　そのとき、外套フエイルの端はしを強く引かれたらしく、テミファが体勢をくずして地面に手をついた。


「人の体にケチつけたいのか、手当てしてるのかどっちなの？」


　目を覚ましたらしいイルアラが、顔をしかめつつサーレを引き寄せる。


　エンハスは両手に抱えていた布の中から大きなものを探し出して、イルアラの肩からかけてやった。少女らしさが芽生える前からリナヴァル島の兵舎に出入りしていたせいか、どうもイルアラは羞しゆう恥ち心しんに欠けるところがあった。


　海洋演習に出れば雑ざ魚こ寝ねは当たり前であり、島の奥にある数少ない泉でも平気で水浴びを始める始末だ。もっともそんなことで恥はじらうようでは、警備軍の訓練になど初めから参加はできない。


　エンハスとしては見えれば嬉しくもあり、ほかの男の目に触ふれるのが悔くやしくもあり、複雑な男心と下心だった。


「はい姫様、腕をあげて。首を回してみてください」


　テミファが丁てい寧ねいな手つきでイルアラの肩や腕の関節を確かく認にんする。


「はい、大だい丈じよう夫ぶですね。じゃあ、打ち身にヒトデ貼りましょう」


「うぇえ……あれ気持ち悪いんだもん。跡あとが残るし」


「何をおっしゃるんですか、お星さまの模様がついて可愛かわいらしいじゃないですか。じきに祝いの宴うたげもあるんですから、私がウミウシのパックをしてさしあげますよ？　綺き麗れいなお顔でタリアさまをお祝いしてさしあげましょうね」


　にこにことしながら、明らかに本気で言っているテミファにイルアラは顔をしかめた。


「可愛くしてくれなくっていい。顔がうす紫むらさき色いろになるのがやだ……」


　しかし文句を言いつつ、イルアラも自分の腰を見てちょっと唇を尖とがらせた。


「しかしいくらなんでも、ハヴィールも手加減がないってもんじゃない？」


　大きな打ち身は黒ずんだ紫に変色しはじめており、かなり痛そうに見える。


「でも、ハヴィールにもこのぐらいの打ち身と蚯蚓みみず腫ばれが三つぐらいありましたよ？　あれはしばらく海で沁しみますよぉ」


　テミファは楽しそうに言いながら、遠慮なくイルアラの打ち身にでっかいヒトデを貼りつけると包帯で固定してしまった。「冷たい、気持ち悪い」とぼやくイルアラに構うことなく、テミファは手当てを終えてしまう。


「さ、姫様お立ちください」


　そのままイルアラを立ち上がらせると、サーレをかけなおしてやり、腰帯を器用に巻きつけて整える。布を泉に浸ひたして顔や髪の泥どろを払はらってやると、最後にイルアラの両手を持ちまじないのように手のひらの文様フスに軽く口づけした。


「はい、手当終しゆう了りようです」


　それを眺ながめていたエンハスは、妙みように胸をふさぐ不安を感じた。テミファがイルアラを見る目には明らかな好意がある。


　テミファは傷を癒いやすことができる。ハヴィールも鍛たん錬れんや精神面でイルアラに頼たよりにされている。引き換かえ自分は封ふう呪じゆで力が半減し、宝石商の名が気にかかるというだけで、イルアラとの距きよ離りを計り損そこねて怯おびえている始末だ。


　エンハスは、胸の底が焦こげつくような苛いら立だちを覚えてきびすを返した。


「あれ、エンハス？」


「先に、兵舎へ戻もどってる」


　真っ白な砂すな浜はまは、走れば指の間を砂がすべっていくのが頼りない。ラロヘンガでは、毎日戦場に赴おもむいていてもこんな不安を感じたことなどなかった。


　けれどここは全てが美しいせいか、何もかもが大事に思えて何一つ無くしたくないと感じてしまう。いつのまにか欲張りで臆おく病びようになっている自分に、エンハスは気がついた。














４　陽姫イルアラと星姫タリア




　見事な快晴の下。雨季メドウの七の月ラジエムも終わる頃ころ、第二王女であるタリア姫ひめ生誕の宴が行われた。


　タリマレイ国の中で、最も緑豊かなエリフシ島に王宮は建てられている。


　そこには来らい賓ひん用の広間を持つ棟むねがいくつかあった。


　熱帯性気候のため中高の天てん井じようを持つ建物は、壁へき面めんをふさがず太い柱のみで構成された風通しのいいものだ。使用された木材は全てダークオークで、磨みがき上げられやわらかな艶つやを放つ広間は、今日はことさらにぎやかに花々と緑で飾かざりつけられていた。


　天井からは淡あわい色合いの薄紗が垂れ下がり、木の床ゆかにはめいめいがくつろげるよう、大きなクッションや寝ね椅い子すなどが配置されている。


　脚あしの低いテーブルには、こぼれんばかりにフルーツや茹ゆで上げたエビ、酒さか蒸むしにした貝など祝賀の料理が並べられた。さらにタリマレイ国では定番の、多た彩さいな香辛料ミルスを使ったリハという煮に込こみ料理が食欲をそそる匂においを漂ただよわせている。


　宴に招かれたのは、普ふ段だんから王宮に関かかわることが多い重臣や親族が主だった。


　さらに広間の中央にはタリマレイの各環礁アトールを代表する、島長カテイーブの十一人がまとまって座っている。


　島長カテイーブとは、各環礁アトールの島の責任者であり、定期的にその島の民たみから選ばれるのが決まりだ。


　タリマレイは点在する島が長く伸のびた離り島とう国家のため、島ごとの役割を明確にすることで機能的にまとめられている。絶対王政を敷しくことなく、島長達の参加する議会を通さなければ国に関わる決議がまとまることはない。


　先ほどから彼らの話題は、ここ半年ほどつづいている大地の揺ゆれに終始していた。


　タリマレイ国自体は大きな地じ盤ばんを持たないため揺れは小さなものであったが、人々の不安を煽あおるには十分すぎるほど地じ震しんはつづいていた。


　皆みなが会話に夢中になっている中、イルアラだけが不ふ機き嫌げんな顔をして、島長達の後ろに置かれた寝椅子に膝ひざを抱かかえて座っている。


　──私だってもう十六歳にもなるのに、いまだに議会に参加できないってのはおかしくない？　そりゃ父さまみたいに、八歳から議会づけっていうのも困るけど……


　今はまだ国王であるファラーサが三十歳をいくつか過ぎた年であり、堅けん実じつな政治が敷かれている中で、代替わりへの焦あせりもないのだろう。そして王家始まって以来の、能力ナドウルを持たない王女をどう扱あつかうべきか計りかねているに違ちがいない。


　そうした議会の思おも惑わくもわかるだけに、イルアラは島長達が教師役を務める、語学や史学、政治学や文化学に加え礼れい儀ぎ作法、外交マナーなどの教育を受けていた。


　さらに、王女に必ひつ須すとはされていない武術の鍛錬も自主的に行っている。


　この現状を何とか打破したいという気持ちも強くなっていた。


　──いいわ、今日は切り札だってあるんだから。


　イルアラは島長カテイーブが全員揃そろうこの場で、ある企たくらみを実行するつもりだった。


　やがて上座では、控ひかえの間からファラーサが出てきた。


　妹いもうと姫ひめのタリアは本日宴えん席せきの主役ではあったが、本人が人前に出ることを好まないため控えの間にいることを周囲の者達にも黙もく認にんされている。


　ファラーサが杯さかずきを掲かかげ、にこやかに祝賀の口上が述べられた。


「この素す晴ばらしい日を、皆と共に祝えることを嬉うれしく思う。タリアも、年毎に光を増す星のように娘らしくなって、父親としては喜ばしくも戸と惑まどうことも多い」


　笑え顔がおながら言外に含ふくみをもたせた青い瞳ひとみがイルアラを見た。


　負けじとイルアラも睨にらみ返したが、穏おだやかな父親が意外にくわせ者だということは周知の事実であり、勝てたためしはない。元より分の悪い勝負だ、イルアラは父のことが大好きなのだから。ファラーサは、視線をイルアラに注いだままつづけた。


「そのせいか、巷ちまたでは色々噂うわさも絶えないようだが、正式なことは議会ののち追って沙さ汰たを出すつもりゆえ、今日は皆楽しんでくれ」


　暗に隣りん国ごくバラーバルからの招待状について釘くぎをさされた形となるが、そのままおとなしく引き下がるイルアラではない。


「お待ちください、父上」


　声をあげ勢いよく立ち上がる。周囲の島長達は額に皺しわを寄せるもの、笑いを堪こらえているものとさまざまだ。


「恐おそれながら私は、いまだ議会への参加も承しよう認にんされてはおりませぬ。ですが、姉である私が妹の行く末を案ずるのは当然のこと。それゆえ沙汰を待つことにも耐たえられません。今ここではっきりとおっしゃってはいただけませんか？」


「イルアラ……落ち着きなさい。これは議会を通さず、私の一存で決められることではない」


　ファラーサも苦く笑しようを交えて愛まな娘むすめを諫いさめる。


　イルアラとタリアの仲むつまじさをタリマレイで知らぬ者はない。妹姫を決して代理に立たせはしないというイルアラの気持ちは、その場の誰だれもがわかっているだろう。


　イルアラは感情に流されぬよう、できるだけ落ち着いた声こわ音ねで訴うつたえた。


「叶かないますなら、バラーバルへは私が参りたいと思っております。ただ宴うたげに招かれるつもりはありません。最近頻ひん発ぱつしている地震について、気になる現象を確かく認にんしました。バラーバルへの訪ほう問もんはその鍵かぎになるかと」


　イルアラの発言に、出席する島長カテイーブ達から困こん惑わくとざわめきの声があがる。


「そんなまた急に……地震とバラーバル国の関連というのは聞き捨てならんが」


「しかし、議会への参加も許されてはおらぬのに、差し出がましいのじゃないか？」


「まぁ、なにをいっても、不言実行の娘じゃからなぁ」


「それを言うなら、自分勝手の間ま違ちがいじゃないか？」


　まだ年若い島長から腰こしの曲がった老ろう齢れいのものまで、老ろう若にやく男なん女によおりまぜ総勢十一人が一度に口を開いたものだからやかましい。


　そんな騒さわぎの中さらりと紗が動くと、控えの間から黒くろ髪かみの美しい少女が姿を現した。


　わずかに風が動いただけだというのに、一いつ瞬しゆんにして広間の空気が変わる。


　突とつ然ぜん現れた妹姫タリアの姿に、誰もが美の女め神がみリーティの降臨に立ち会ったかのように息をつめ、陶とう然ぜんとしたまなざしを注いだ。


『太陽の姫』と呼ばれるイルアラとは対照的に、タリアは『星の姫』と呼ばれている。


　年こそイルアラより二つ下だが、年齢に見合わない落ち着きとしっとりとした空気を持つ少女だ。風ふう貌ぼうまで姉とは対ついのように、漆しつ黒こくの流れる髪と鮮やかな青い瞳をしていた。


　華きや奢しやな骨格と、日に焼けていない浅い飴あめ色いろの肌はだに細い手足。


　薄うすい胸はいまだ性を主張することもなく、硬かたい果実を思わせる。


　人々の息を呑のむ視線に、タリアはたじろぐこともなく姉を見み据すえると、細いがはっきりとした声で語りかけた。


「お姉さま、お父様がお困りですわ。今日のところはわたくしに免めんじてどうぞ祝しゆく杯はいを……」


　優やさしく告げて微笑ほほえみかけると、瞬またたく間にその姿を再び紗の中へとひるがえした。


　イルアラは悔くやしそうに父親を睨みつけたが、杯を高々と掲げると声をあげた。


「最愛の妹に、ハ・レース光あれ！」


　まるで戦いくさの号令でもかけるかのような、張りのあるイルアラの声に広間中の杯がつづいた。





　宴も夜に近づく頃には、王であるファラーサと島長カテイーブが残り、場は議会の様相じみてくる。


　バラーバル国の件については、後日ファラーサが詳くわしく話を聞き裁決をするということで話がまとまり、イルアラは広間から下がった。


　王宮のあるエリフシ島は、端はしから端までが見み渡わたせるほどのこぢんまりとした島だ。白く美しい王宮は深い緑に埋うもれるように建てられていた。


　タリマレイ国の建築のほとんどが、死んだ珊さん瑚ごを砕くだき混ぜ込んだ塗と料りようで壁かべを塗ぬるため、鮮やかな白い外がい壁へきが保たれている。その白い王宮の離はなれに姉し妹まいの住居はあった。


　妹姫のタリアも体を気づかい早々に自室へと戻もどっていると聞き、イルアラは贈おくり物を届けるため久しぶりに妹の部屋を訪おとずれた。


　タリアの部屋は採光が良いよう、壁の一面を開き戸にした造りになっているため、今は月明かりがいっぱいに降りそそぎ部屋の中は意外に明るい。


　そのすぐ横を黒い縁ふち取どりのセルリアンブルーの羽を持つ蝶ちようが飛んでいく。


　ゆったりとした大きな寝椅子にタリアは横たわっていた。


　鮮やかな青い蝶が、細い肢し体たいにまといつくように舞まうさまは、幻げん想そう的な一枚の絵のようで思わず息をひそめる。


　イルアラに気づいたタリアがゆっくり腕うでを振ふると、蝶は淡い光の粉をふりまいて霧む散さんした。


「姉さま、ちょっとこちらへ」


　呼ばれるままに近づくと、タリアはイルアラのサーレの足元を睨みつけた。


「え、なに？　何があるの？」


　タリアは「しーっ」と合図すると、自らの手の甲こうに息を吹ふきかけイルアラの足元へ風を送る。


　すると突とつ然ぜん、木の実が転がるような乾いた音が響ひびき、イルアラも慌あわてて手のひらの文様フスを伸のばしてみた。


『見つかった』『タリアが一いつ緒しよでは』『まったくまったく。悪戯いたずらこそが精霊チエリツドの生きがいだというに』複数の異なる音が、どこか可愛かわいらしい響きでカラコロと鳴る。


「いらしたばかりで悪いけど、貴方あなた達につき合っているひまはないの。ご退出願いますわ」


　タリアが卓たく上じようの大きな瓶びんを手に取り中から綿を取り出すと、それは見る間に膨ふくらんで一匹ぴきのまっしろな猿さるになった。


　まばゆく白い尾おをふって、猿はにぎやかな木の実を拾うと窓から走り出ていく。


　それを呆ぼう然ぜんと見送りながら、イルアラは思わずため息をついた。妹の能力ナドウルの強さは父であるファラーサをも凌しのぐと言われている。タリアにとってこの世界は、人と同じようにラロヘンガの者達が存在しているのだろう。


　あの猿は用がすめば、結局ただの綿に戻るのだろうかとイルアラは疑問に思った。


「ねぇ、綿が猿になったの？　まさか……猿を綿にして瓶に詰つめてるわけじゃないわよね？」


　自分の怖こわい考えに顔を引きつらせながら、イルアラは綿の入った瓶を見つめた。


「可愛らしいでしょう？」


　しかし真相を明かさぬままニッコリ微笑むタリアに、イルアラは我に返った。妹の能力に感心している場合ではない。丸め込まれてはなるものかと、いきなり本題に突とつ入にゆうした。


「そうよ、猿の話をしにきたんじゃないの。タリアは私の味方なの？　それとも父さまの肩かたを持つの!?　どうして市場にまで、タリアがバラーバルに行くだなんて噂うわさが流れてるの！」


　年よりも大人びて見えるタリアは、呆あきれたように姉を見た。


「姉さま。ああいう席でお父さまを責めたって仕方がないでしょう？　今回のことは私がお願いしておいたのよ。むしろお父さまは姉さまと同じで反対していらっしゃるわ」


　人前ではあれほどしとやかで神秘的な顔を見せる妹は、イルアラといるときは年相応のくだけた顔を見せる。普ふ段だんのたおやかさの裏にはしなうような強さがあり、鮮あざやかな青い瞳は容よう赦しやなく姉を黙だまらせた。


　見た目がしっとりとした美少女なだけに、ぐさっと言われれば何も言い返せない自分を、イルアラは知っていた。だが、今日ばかりは妹に言いくるめられてはいけないのだ。


「……どういうことなの？　まさかタリア……本気でバラーバル国へ行きたいなんていわないでしょうね？　新国王のこと知ってるの!?　ひどいタラシなのよ！　王子の頃ころから女好きで有名で、ああいうのは即そく位いしたからって治るような病気じゃないわ」


　涙なみだ目めで訴えるイルアラに、タリアは苦笑すると小さくため息をついた。


「まさか、私だって行きたいわけじゃないわ。姉さまを行かせるのが嫌いやなだけ。それに新王って言われても顔も知らないもの。姉さまは見た事があるの？」


「あるわよ、三年前だけど。式典に父様が招かれたから、警備に混じってついて行ったの」


「……無断で？」


「？　うん。だって見たいっていっても、連れて行ってもらえないでしょ？」


「相変わらず……後こう継けい者しやとしての意識が薄いようね。お姉さま？」


　タリアが「お姉さま」と呼ぶときは、妙みように声が低くなる。美少女の低音はかなり怖い。


「ほらっ！　三年前の話よ！　今はそんなことしてないから～　ねぇタリア、だから行くのやめようってば……」


　イルアラは必死に泣き落としに出たが、妹はごまかされてはくれない。


「でも姉さま。先方は初めから父さまが出席できない日に、新宮きゆう殿でんお披ひ露ろ目めの宴を予定しているのよ、魂こん胆たんは見え見えですわ。父さまも一度断りの書状を入れたそうだけど、しつこいんですもの。姉さまはタリマレイ国の次期女王だし、後継者をのこのこやれるもんですか」


　まったくもう、とタリアは大きなクッションをあてがった寝ね椅い子すへ体を横たえた。イルアラは慌てて近づくとタリアの額に手を当てる。


「熱は大だい丈じよう夫ぶ？　今日は長く座っていたからくたびれた？」


　タリアの能力ナドウルはあまりに強く、それが妹の体に負ふ荷かをかけているのも事実だ。


　木々や鳥や虫、あらゆる物の姿を借りる精霊チエリツドの囁ささやきですら聞き取れる。自分のように文様フスで触ふれることで、かろうじて意思疎そ通つうがはかれるのとはわけが違ちがう。


「……そうね。半日座っていれば半日横になって。少し歩けばまた横になって。起きている時間と眠ねむっている時間のどちらが長いか、最近自分でもわからないわ」


　少し疲つかれた顔で目ま蓋ぶたを閉じる妹に、イルアラは不安に胸を締しめつけられた。


「絶対に、バラーバルへなんかやらないわ。タリアが目の届かないところで具合が悪くなったりなんて……考えるだけで駄だ目め！　無理よ。だから、お願いタリア行かないで」


　手を握にぎるイルアラに、タリアはすぐに目を開いた。明るい青い瞳ひとみで見つめ返すと、イルアラの頰ほおを優しく撫なでる。


「嫌だわ、姉さまは心配性なんだから。そんな顔しないで。ね？　贈り物が見たいわ。とても楽しみにしてたの」


　明るくふるまうタリアの声に、イルアラは慌てて包みを引きよせ箱を開いて見せた。


「あ、あのね。タリアも十四歳になったし、母さまにも相談して宝石はどうかなって話になったの。私こういうの詳しくないから、気に入ってもらえるかどうか……」


　イルアラはどきどきしながら、細い金きん鎖ぐさりを華奢なタリアの首にそっとかけてやった。


「……まぁ、すごいわ。大きなトパーズ、姉さまの瞳と同じね」


　宝石の見事さに驚おどろいて、首くび飾かざりを眺ながめていたタリアの手がふいに固まる。


「姉さま……これは、お店の方は何かおっしゃってなかったかしら？」


「え!?　何かおかしなところでもあるの？」


「違うの……そういうわけじゃ……ないんだけれど」


　妹の表情にイルアラは不安になり、それが笑いを堪こらえているものだとは気づかない。


「店の人……なんかいってたような気がする。確か御お護まもりみたいなもので、いつも貴方を見ていますって意味があるって」


「まぁ、それはステキね」


　相あい槌づちを打つとタリアはにっこり笑った。その笑え顔がおにイルアラはほっとして話を戻す。


「ね、タリア。バラーバル行きのことは少し待って。このまま相手の言うことを聞いたところで、かえって私達には不利かもしれないわ。地じ震しんのことも、私はバラーバル国が怪あやしいと踏ふんでるの。近々父さまに詳しく報ほう告こくして、島長カテイーブ達にもわかってもらうつもりだから」


「やっぱり不利に……なるのかしら」


　首飾りを見つめてつぶやく妹に、イルアラは勢いづいて立ち上がった。


「当たり前よ！　だいたい相手はシーハン・マウムーンなのよ？　女と見れば即そくくどき、美人のあとをついて歩くような男だって聞いてるわ。宴に招待したいとかいいながら、あそこの後宮に愛あい妾しようが何人いるか知しってる？　出向いたが最後、体ていよくお手つきされてさっさと孕はらまされたあげく、うやむやに後宮に取り込まれて人ひと質じちにされちゃうのが落ちよ！　確かにバラーバルは大国だけど、だからってタリマレイの姫ひめを愛妾にしようだなんて許さないわ」


「孕ませて愛妾……そう言ってしまうと、ミもフタもないですわね」


「それにバラーバルが、うちの港を狙ねらっていることは父さまもわかってるはずよ」


　事実それは、以前からタリマレイの島長カテイーブ会議においても懸け念ねんの声があがっている。新王となったシーハン王は西方ジラート大陸を主として、他国との商売に積極的な政治を行おうとしていた。


　バラーバルは、南方ピリネア大陸の最さい南なん端たんに大きな港を持つ国ではあったが、タリマレイはさらにその先に存在する島国のため、最も南海へせり出した港を持つことになる。


　野心家のシーハン王が、タリマレイを利用したいと考えているのは容易に想像がついた。


　怒いかりが静まらないようすの姉にタリアもため息をつく。


「わかりました。そこまで考えていらっしゃるなら、私も姉さまが代理に立つことに反対はいたしませんわ。ただ、いずれ女王になられる身だってことは忘れないで。自覚をもって無む茶ちやだけはしないでほしいの……それは無理なお願いかしら？」


　青い瞳でまっすぐに見つめられて、イルアラは少し不安そうに答えた。


「出来る限りのことをする……そのとき最善だと思うことを……できるようにするわ」


「姉さまがどんな時でも最善をつくすことは、よく知っていますわ。私はただ、心配していただけですもの」


　めずらしく歯切れの悪いイルアラのようすに、タリアは気づいたようだった。


「姉さまは、何が気がかりでいらっしゃるの？」


「……エンハスが。今回のことに強く反対してるの。地震のことを調べるのも協力してくれてたし、警備軍の海洋演習へいったり、おしのびで出かけるのに反対したこともなかったのに。招待状を見せてから、厳しい顔になって何か変なの。ひょっとして、他国へ行ってまで私のお守もりをするのが嫌に……なったのかな……」


　軽く口にしたつもりの不安が、思いのほか気持ちを重くする。


　言葉をつづけられなくなったイルアラに、タリアは思案気に眉まゆ根ねを寄せた。


「あら、めずらしいですわね。エンハスはいつでも姉さまの味方ですのに。あ、でもバラーバルの国王が、それだけの女たらしだとエンハスが知ってるなら、いい気はしてないはずですわ」


「エンハスって、女たらしが嫌きらいなの？」


　真顔で尋たずねるイルアラに、タリアは笑みをこわばらせた。「女たらし」が嫌いなのではなくて、「女たらしがイルアラに近づく」ことが嫌なのだとどうしてわからないのだろうか。


　あれだけ妹にシーハン王が迫せまることを心配しておきながら、イルアラ自身もその対象になる可能性については頭にないようだ。


　自分のこととなるとどこか抜ぬけている姉に、聡そう明めいな妹は細かく説明する義務を放ほう棄きして、贈られたばかりの首飾りを手にとった。


　宝石をのぞきこみ息を吹ふきかけると、両手の中に石をしばらく閉じ込めるようにする。


「エンハスのことは考えすぎですわ。あの人は姉さまの側そばにいるのが生きがいですもの。姉さまが行くと決めれば必ずついてくるに決まってます。さぁ、今は姉さまがこれをお持ちになって、私からの御護りだと思っていつも身につけてくださらないかしら？　すごく立派な宝石ですもの、かならずご加護がありますわ」


　金鎖を首にかけられ、イルアラは何より心強い味方を得た気持ちでタリアの細い肩を抱だきしめた。














５　バラーバル




　南方ピリネア大陸最さい南なん端たんに位置する大国バラーバルは、海に臨のぞむ大きな入り江えを持った熱帯の豊かな国だ。その港からさらに外海へ出ると、「南海の宝石」とも呼ばれるタリマレイ国の島々が散らばっている。


　バラーバル国の港から道沿いに丘へあがると、見る者の度ど肝ぎもを抜く、圧あつ倒とう的な存在感の宮きゆう殿でんが建てられていた。新国王としてシーハン・マウムーンが即そく位いした際に着工されたものだ。


　新しいもの好きの新国王は、即位からまもなく港の整備に力をいれ、西方ジラート大陸からの船を迎むかえ積極的に貿易に乗り出した。


　堅けん実じつな一方、享きよう楽らく的な面もあるシーハン王が、西方ジラートの建築家を呼び寄せ試行錯さく誤ごのすえ造らせたのがこの宮殿だ。


　新宮殿の三階に造らせた、張り出したバルコニーをとりわけシーハンは気にいっていた。


　日に何度もそこへ立っては、己おのれの領地へと富をもたらす海を眺めている。


　眼下に広がる紺こん碧ぺきの海に、ぽっかりと浮うかぶ珊さん瑚ごの島々は、明るい海に点在するオアシスのように見えた。


　バルコニーの人ひと影かげはそれらを愛めでるように、目を細めてつぶやく。


「『海の星々タリマレイ』とはよくぞ言ったものだな。鮮あざやかな碧あおにああして浮かんでいると、まさに空に浮かぶ星達そのものだ。実に、美しい……」


　国王とは言うもののシーハンはまだ若い。父王であるアッバス・マウムーンが病びよう没ぼつしてすぐの即位となったため、年ねん齢れいもようやく三十に届こうとしているところだ。


　日に焼けた褐かつ色しよくの肌はだに、整えられた巻き毛は鋼はがねのような光こう沢たくがある。


　情熱的な黒い瞳を縁ふち取どる長い睫まつ毛げ。大きな口元は表情を豊かに見せ、女達が放ほうっておかない野性味を放っていた。


　優ゆう雅がさを備え鷹おう揚ようにかまえているが、その目はたえず辺りを睥へい睨げいする鋭するどさもある。


　シーハン王はバルコニーの手すりから勢いよく身をひるがえすと、テーブルに広げた地図に御ぎよ璽じの入った小さな剣けんを突つき立て、背後に控ひかえる男に向かって言い放った。


「空の星は美しいが眺めるだけだ。美しいものは好きだが、手に入らぬは空の星だけでいい」


　話し相手を務めているのは、先王の代からバラーバル国へ出入りをしているジンシー・ラナクスカと名乗る商人だ。


　年もシーハンと変わらぬように見える若さだが、西から東まで各大陸の事情に通じる宝石商であり、自らも大きな商用船を持ち手広く商売をしている。


　ジンシーは厚手の生き地じで作られた外套フエイルをはおり、その下のヴァヒネには商人の印ともいえる、カマルと呼ばれる鈍にぶい金の帯を巻いていた。


　色素が抜け落ちたような真まっ直すぐな銀の髪かみは長く、涼すずしげな顔立ちの左目は、水すい晶しようにカッティングを施ほどこしためずらしいモノクルに覆おおわれている。右手には彫ちよう刻こくが施された金属製の瀟しよう洒しやな杖つえを持ち、どこか奇き異いな風ふう貌ぼうは男が只ただ者ものではないことを感じさせた。


　かつて船の事故に見み舞まわれたという足の不自由なジンシーは、いびつに華はなのある風貌と確かな商品を運ぶことで名を知られていた。


「シーハン様は海に浮かぶ美しい宝石には、すでに手をお伸のばしではありませんか」


「宝石……か。俺は美しいものを愛する主義だ。会ってみたいではないか、タリマレイの星姫とやらに。とてもたおやかで美しい姫君だと聞き及およんでいるぞ」


　子どもっぽく瞳ひとみをきらめかせて、シーハン王は大きな笑みを作った。


　彼が国民から愛されるのは、生まれながらの王者の風格と豪ごう胆たんなところを備えつつも、どこか茶ちや目めっ気けのある性格が魅み力りよく的だからだ。


「この世のあらゆる美にかけて、陛へい下かはたいした目め利ききであらせられます」


「そうだ、お前に頼たのんでいたタリマレイへの招待状に添そえたサファイアは見事だったぞ。あれほどの物は、そう見つかるものではあるまい？」


「光栄にございます。少し特別なルートで入手いたしましたものゆえ。王者たるシーハン様の御名に恥はじないものをと、ご用意させていただきました。さらに陛下の花園が潤うるおいますよう、先ほど皆みな様さまのもとへも参らせていただきました」


　ジンシーの扱あつかう宝ほう飾しよく品ひんは質も良く、貴族達はこぞって品を買い求めるのが常だった。今もまさに、王の愛あい妾しよう達にちゃっかりと宝飾品を売りつけたジンシーは涼しい顔だ。


　視線の先には代々バラーバルの王が通った後宮があった。


　広大な敷しき地ちを持つ後宮の庭園には、数多くの花が咲さき誇ほこっている。そして後宮の中には、広い大陸から集められた美女達が暮らしていた。


　美を崇すう拝はいすると公言し、女性と見れば口説き始めるシーハン王は、先王の残した愛妾へも、花や贈おくり物をこまめに届けさせていた。


「まったく、潤うのはお前の懐ふところばかりだろうが……そうだな、新しい宮殿も手に入れた。私の庭に新しい花を添えるのも悪くはない」


　傲ごう慢まんともとれる国王の言葉には、あらゆる種類の女性を魅み了りようしてきた自信が裏打ちされている。即位の前からシーハン王子の花の愛めで方はところかまわずで有名な話だった。


　身分を問わず、目を惹ひく美しいものには容よう赦しやなく手を伸ばす。市井しせいのものから、異国の娘むすめ、はては未亡人や人妻までと、ひっきりなしである。


　しかし、彼が女性に溺おぼれきることがないのは、バラーバルの民たみには幸いだっただろう。


「タリマレイの姫ひめ君ぎみを、新宮きゆう殿でん披ひ露ろうの宴うたげにお招きされたとお聞きしました。ぜひ姫君がお喜びになる宝石をとりよせましょう」


「まったく、お前の商売っ気はたいしたものだ。それに広く情報を持っているのは助かる。ちょっと、あれだ……風変わりだがな。俺はそういう者が好きだ、面おも白しろい風を連れてくる」


　豪ごう快かいに笑うシーハンに、ジンシーは微笑ほほえんだ。


「発展には、必ず新しい風が吹くものです。あの美しい星々をも陛下が手になされば、バラーバルの港はなお豊かになるでしょうね」


　まるで見み透すかしたようなジンシーの言葉に、若き王も野心的な笑みを浮かべた。


「海を渡わたるお前には実感できることが、元老院の老いぼれにはわかっていない。お前の言うとおりあの島を我が手にできれば、この港の改築や設備も活いかせるというものだが」


「それに、先王が着手されておりましたあの施し設せつが完成しますれば、バラーバルに足りぬものはございません」


　おっとりと言う青年に近づくと、突とつ如じよシーハンは相手の手首をつかみ強ごう引いんに立ち上がらせた。


　杖が乾いた音をたてて石いし畳だたみを転がる。


　先ほどまでの馴なれ合いが一変して、周囲の空気が張りつめた。シーハンは真意を測ろうとでもいうかのように、きつい眼まな差ざしでジンシーのあらわになっている暗く青い右みぎ眼めをのぞきこむ。


　王たる者は、寄せられる甘かん言げんの本質を吟ぎん味みすることが肝かん心じんだとシーハンは考えていた。


　かつての先王が、老いとともに甘いものばかりを好むようになり、神々への信しん仰こうへと傾けい倒とうしていくのを苦々しい思いで見守るしかできなかったこともある。


「金鉱施設はお前の進言だと父上には聞いていた。本当なのだろうな、あの区域にあるのが金鉱脈だというのは」


　唸うなるような声で問いつめるシーハンの腕うでから、ジンシーはするりと逃のがれ再び杖を拾いあげた。


「おや、富を求められるのはいつだって貴方あなたがたではありませんか。貴方のお父様も王として立派なお方でした。常に国を大きくされようと熱心であられた。私は微び力りよくながら助力してさしあげただけです。火山ライマの周辺に石英脈……すなわち金鉱があるのは調査済みでございます」


「だが、金が出たところで、この揺ゆれが酷ひどくなるようでは話にならん。今の状じよう況きようでこれ以上工事を進めるわけにはいかない」


　先王アッバスはジンシーの助言で金きん採さい掘くつ施設の建設を始め、今ではバラーバルの湾岸沿いに、北西から白く高い壁かべが築かれている。


　だが、ここしばらくというもの、ライマ火山の活動が活発になり地じ震しんが増え、国民の間にも不安が生まれている。


　つづく大地の揺れに異様なものを感じ、シーハンはすでに採掘工事を中止させていた。


「火山の営みは自然のもの。金鉱とは関係ございません。それとも金をとることでライマの怒いかりに触ふれるとでも？」


　火山の女め神がみの名を口にし、わずかに挑ちよう発はつを含ふくんだジンシーの声にシーハンは気味の悪いものを感じた。彼は商人としては確かに一流であり、世事にも聡さとく如じよ才さいない。


　だが、時おり見せる表情は、どこか底の知れない畏おそれのようなものを感じさせる。


　まるで根こん拠きよのない感覚ではあったが、シーハンがそう感じるのは、動物が火を恐おそれるのに似た本能だったかもしれない。


「さぁ、タリマレイの姫君をお迎むかえいたしましょう。盛せい大だいにね……」


　ジンシーは楽しそうに囁ささやくと、杖の音を響ひびかせ宮殿の暗がりへと消えていった。














６　出航




　宴の翌日、イルアラは約束していた時間に父の部屋を訪ねた。


　そして入室するなり、手に持っていた袋の中身を床ゆかにぶちまけた。乾いた音を立て、真っ白な固まりが床を転がり、茶器を手にしたファラーサは軽く目を見張る。


「父上、これが何かはおわかりですよね？」


　飛び散った固まりは漂ひよう白はくされたように白く、いびつな形をした骨に見えた。ファラーサは慌あわてることなくしゃがみこむと、一つを拾い上げて娘を見た。


「お前は、気がついていたんだね」


　それはこの国の礎いしずえでもある珊さん瑚ごの死し骸がいだった。イルアラはここしばらく各島を巡めぐっては、海水の温度を調べ、海に潜もぐり珊瑚の状態を見ていた。


「ヴィナリーフ島の漁村では、そろそろ異変に気づいているはずです。ここ一年、海の水温上じよう昇しようは異常です。バラーバルに近い珊瑚礁しようほど白化現象が進んでる……それに、バラーバルがタリマレイうちの港に、色気を出しているという話も耳にしております」


　この二つの理由があるだけでも、自分がバラーバルへおもくには十分ではないかと、イルアラは父に問う。


　タリマレイ国は特とく殊しゆな地形のため、果物くだものの栽さい培ばいとビラマス漁、真しん珠じゆの採取や宝ほう飾しよく加工で産業は成り立っていた。


　基本的に食物や資源物資は、バラーバル国を通して輸入している現状もあり、こちらが強く出られる間あいだ柄がらでもないが、それなりに恵めぐまれた国でもあった。


　なにより、最も南洋に張り出した位置に港があるという地の利を活いかし、タリマレイの港を経由して他国へと流れていく貨物に関税をかけ、大きな収入源としている。


　バラーバルにとって、タリマレイの港は目の前にぶら下げられた甘い果実だとも言えるだろう。だが、イルアラの報告にファラーサは驚おどろかなかった。


「水温上昇の原因は、なんだと思っている？」


「バラーバルは、海岸沿いに火山帯があります。先王アッバス様の治世の頃ころから、その周辺を掘り返しているという噂うわさはありました。水温上昇の時期もこれと一いつ致ちしています」


　イルアラの答えに、ファラーサは満足そうにうなずいた。


「まだアッバス王がご健在の頃に、ライマ火山の麓ふもとに何か作り始めたようだ。公おおやけにはなっていないが、商人の話では金鉱を見つけたらしい。完成前に王は亡なくなられたが、結局シーハン王の代にも施設は継けい続ぞくして建設されたようだ。新王はなかなかのやり手らしいが……あちらの出方をみることも必要だろうね」


　イルアラは、改めて父の顔を見た。タリマレイからめったに出ることのない父だが、王としての務めは全く怠おこたってはいない。


　──私が集めた情報も、父さまにとっては知っていることばかりだったの？


　だが、しぼみかける気持ちを奮ふるい立たせ、イルアラは父に向かってきっぱりと言い切った。


「火山の件と我が国の港に対する状況は、私がこの目と耳で確かめて参りたく思います」


　ここまで話した上で「否いな」と言われれば、決定はくつがえせないだろう。無論、反対されたところでおとなしく引き下がるつもりもなかったが。


　ファラーサは表情を和やわらげると、微笑んでイルアラの肩かたを抱だいた。


「わかっていたよ、全く。止めたところで絶対に聞きやしないだろう？」


　その言葉にイルアラは顔を輝かがやかせた。しかし、気がかりがあるというように父王は言葉をつづける。


「いいかい？　バラーバル国で宴が行われる日は、月と潮の加減で最もラロヘンガが我々の世界に近づく日だ。つまり、神々や精霊チエリツドの力が一番強まる日でもある。もし異変の原因が、ライマ火山にあるのなら、神々のしがらみがからんでいるかもしれない。宴の日は危険になるだろう。いざとなれば、外交のことは気にせず戻もどってきなさい。無理はしないこと、いいね」


　まるで神しん託たくでも告げるような厳おごそかな父の言葉に、イルアラはうなずいた。


　近づくというラロヘンガも神々の力も、自分には何一つ感じ取れないことばかりだ。本当にこの父の後を継つぐことなどできるのだろうかと思えば、心は重苦しくしかならない。


　ファラーサはイルアラの手を優やさしくとると、そこに彫ほられた文様フスを見つめた。


「イルアラ、お前はよくがんばっている。そのことは知っているつもりだ。議会のことで不安もあるかと思うが、島長カテイーブ達にも色々な考えの者がいる。決してお前が至らないという理由で遠ざけているわけではない」


　自分を見つめる父親の瞳ひとみは、タリマレイの深い海の色だ。そこには安らぐような心地ここちよさと暖かさがあった。


「どうも私はお前に甘いらしいがね。タリマレイを代表してバラーバルへ行っておいで。シーハン新王のお人ひと柄がらも見み極きわめてきてほしい。議会のほうは私が話をつけておこう」


「父さま……！」


　感かん極きわまって抱きついてきた娘むすめに、ファラーサはため息を漏もらす。


「まったく、こんなときだけ娘らしくするのだから。ただし、条件はまだまだあるぞ、母さまからもいくつか言いつかっているからな」


　母からも話があったということは、二人共もとからそのつもりだったとしか思えない。


　ならばもっと早くに伝えて欲しかったと思いつつも、穏おだやかな父と商人の娘だったという母は、ほんわかした空気とは裏腹に、意外にぬかりのない夫ふう婦ふであることはわかっている。特に母ナイエレからの伝言は、娘の行動を充じゆう分ぶん把は握あくしていればこその内容だった。





・先方での宴うたげやもてなしは丁てい重ちように受けること。また衣装や立ち振ふる舞まいなど相応であること。（過度の露ろ出しゆつ、槍やりの携けい帯たい厳禁）


・母の選んだ王宮付づきの侍じ女じよを数名同行させること。


・騒さわぎには首をつっこまず、かつ騒そう動どうを起こさないこと。





　準備のいいことに、すでに侍女は選び出され、訪問用の衣装まで仕立てが進んでいるらしい。


「次期女王の来訪となれば、あちらの対応も変わってくる。今回はタリアとして招待されたほうが、動きはとりやすいだろう。だが身分を偽いつわったことが公になれば後々の禍か根こんにもなりかねない、慎しん重ちようを心がけるように。あとは、お前が動きやすいと思える者を同行させればいい。ただし目的はあくまで視察だ、目立った言動は慎つつしむように」


　父にしっかり釘くぎをさされたものの、イルアラの頭はすでに半分バラーバルへと飛んでいた。


　そうと決まれば調査のほかにも、バラーバルの新王に、二度とタリマレイの姫ひめに興味を持たないよう思い知らせてくるつもりだった。





　バラーバル国へ出立の日、王宮のあるエリフシ島の船着場からは二十隻せきほどの小船ドーニが出された。前の五隻に人が乗りこみ、残りはすべて先方への祝いの品が乗せられる。


　小船の列は夕刻の薔ば薇ら色いろに染まった海へと、ゆっくり漕こぎ出した。


「バラーバルに行くのはほんと三年ぶりだし、何が食べられるかなぁ～っと」


　弾はずんだ声を出すイルアラは、タリアをバラーバルへ行かせずに済んだことでずいぶんほっとしていた。何より、公式に父から使命を授さずかったことも嬉うれしかった。


　昔から能力ナドウルがないことに引け目があるだけに、自分にできる何かを頼たのまれたということが誇ほこらしくてたまらない。そんな幸せな姫君に、有う無むを言わさず同行させられているのは、なじみのあるメンツばかりである。


「のんきに食べることばかり考えてる場合か……」


　イルアラの向かいに座っているハヴィールは、呆あきれてため息をもらす。


「当たり前じゃない。バラーバルっていったら、あちこちと地続きなのよ。タリマレイうちよりいいところといったら、食べ物の種類の多さなんだから」


　のんきに話している二人とは別に、船の後方ではテミファがエンハスの足と格かく闘とうしていた。


「ちょっと、そっちに足曲げないでくださいよ！」


「って！　痛いぞテミファ！　折れるっ、指が折れるっ!!」


「もー、大げさなんですからぁ」


「痛ッ──────！！！！……（悶もん絶ぜつ！）」


　人と踵かかとの形が違ちがうエンハスは、足首の少し上にある蹴け爪づめをなんとかごまかそうとテミファに包帯を巻きつけられていた。悲痛な叫さけびを聞き流しながら、ハヴィールはイルアラに釘をさす。


「いいか、バラーバル国ではいつもの調子は控ひかえるように」


　すでに先が思いやられるのか、うなだれ気味のハヴィールにイルアラは笑った。


「どの調子？」


「わかっているのか？　実際はどうあれ表向きはタリア様として招かれるんだ。できるだけ、外套フエイルをひっかぶって顔を出さないようにしてくれ」


「そうね。タリアと私じゃ全然外見が違うんだもの。せめて髪かみでも染めれば良かったかしら？」


「髪の色がどうとかいう問題じゃないと思うんだが……」


　ぶつくさ文句を言うハヴィールを横目に、イルアラはごそごそと胸むな元もとを探さぐると金色の鎖くさりをひっぱりだした。この首くび飾かざりは宝石へと繫つながる鎖が長くとられているため、こうしてつけていても石は衣服の中に入り込み見えないようになっている。御お護まもりだからそういうものなのだとタリアに言われ、そんなものかとイルアラは納なつ得とくしていた。


「見てハヴィール、これタリアから御護りに借りてきたの。綺き麗れいでしょ？」


　手て渡わたされた首飾りを、ハヴィールは怪け訝げんそうに眺ながめた。


「……月契ハンドウ？　これを……タリアさまから？」


「え、なに。ハヴィールこれが何か知ってるの？　タリアも何かいいたそうだったんだけど、はっきり教えてくれなかったのよ。御護りみたいなものだからっていってたけど」


　イルアラの質問に、ハヴィールは間の抜ぬけた顔になった。めずらしく一いつ瞬しゆんだけ笑えみを浮うかべたかと思うと、すぐに首を振ふる。


「いや、これは確かに御護りだな。向こうでもつけておくといい。とくにシーハン王の前では」


　ハヴィールの言葉に首をかしげながら、「結局わけがわからないわよ」とイルアラはぶつくさ言った。それを横目にハヴィールはちら、と後ろをふり返る。エンハスがこちらを見ていることに気づくと、ことさら優しげな手つきで、イルアラに首飾りをかけて返した。


「今年も、宴でのタリアったらもう息を呑のむほど美しかったわよ。元々綺麗な子だったけど、なんだか年々人間ばなれしていくような気がして……」


　自分で言いだしておきながら、イルアラは急に不安になったらしい。


「どうしよう、あの子が美の女め神がみリーティに妬ねたまれたりしたら……一体どんな輩やからが目をつけるか知れないわ」


　いても立ってもいられなくなったのか、そわそわするイルアラにハヴィールが呆れた。


「本当にシスコンだな。少しは自分も女だっていう自覚は？」


　どちらかというと、ラロヘンガの者にモテモテな姉はあまり自覚がない。


「別にいいわよ私のことは。あ、エンハス。足はうまく隠かくしてもらえた？　顔色が悪いわよ？」


　いつから立っていたのか、ハヴィールの後ろにいたエンハスにイルアラは声をかけた。


「……え、あ……うん。大だい丈じよう夫ぶだ、たぶん」


　返事をしつつ片手で額を押さえながら、イルアラの首にかけられた月契ハンドウを食い入るように見つめている。足の包帯が痛いのか、ぎこちなく足を踏ふみ出したエンハスは、躓つまずいた勢いでそのまま後ろのテミファに激げき突とつした。


「ぎゃー!!　だめです！　やめて下さいっ!!　私泳げないんですよっ」


　よろけながら盛大に悲鳴をあげたテミファは、タリマレイ国では非常にまれなカナヅチだった。陸地より海のほうが多い国で暮らしていて泳げないというのは、ある種貴重だとすらいえる。いくら衛生兵とはいえ、本来ならリナヴァル警備軍に入団できるとは考えられないのだが、これもリナヴァル軍七不思議の一つである。


「ちょっと、船から落ちないでよ。子どもじゃないんだから」


　騒ぐ二人に呆れたようすのイルアラに、ハヴィールは同情の滲にじむ視線でエンハスを見た。


「恐おそろしく報むくわれてないな……」


　とつぶやきながら。














７　月の姫




　バラーバル国の港に近づく頃ころにはすっかり陽ひは沈しずみ、船着場に焚たかれたかがり火が辺りを照らし出していた。両国はわずかに海を挟はさんだだけの距きよ離りにあったが、バラーバルは大陸と地続きであるためさまざまな文化が流れ込み、タリマレイ国とはまた違う発はつ展てんを遂とげていた。


　エンハスにとっては初めての大陸だったが、見知らぬ土地や国より衝しよう撃げき的な出来事で頭が回っていなかった。


　──ハヴィールが、イルアラに月契ハンドウを贈おくってた……絶対に見間違いじゃない。


　月契については、最近恋こい人びと同士の間で流行はやっているのだと、王宮の侍女からも現物を見せられたばかりだ。


　相思相愛の恋人同士がお互たがいに石を交かわすか、もしくは男性が意中の女性に贈るのが一いつ般ぱん的な首飾りらしい。自分の目と同じ色の宝石がついた首飾りを贈り『いつも貴方あなたを見つめています』という想おもいをこめるものだとされている。


　月契を贈られた女性は、宝石の部分を身にまとうサーレの中に入れてつけるのが通例だ。


　つまり何色の宝石がついているのかは、女性と深い仲にある贈り主だけが知っているということになる。その意味を思い起こすにつれ、エンハスの握にぎり拳こぶしに力が入った。


　あれにはきっとハヴィールの瞳ひとみと同じ青い石がついているに違いない。





　月契と言えば恋人に贈るもの……やっぱりハヴィールはイルアラを？　イルアラも笑ってた


　……嬉しそうに見えた……まてよ、ほとんど毎日一いつ緒しよにいて、何で俺は気づかないんだ!?





　一人船の奥でぐるぐると頭を回しているエンハスは、勢いよく髪を引っ張られて驚おどろいた。


　イルアラがいつになく深しん刻こくな顔をしている。


「まずいわ。シーハン王じきじきに迎むかえに出てるみたい」


　そう囁ささやくとかぶっている外套フエイルのフードをより目ま深ぶかに引き下げた。


「私は船旅ですでにぐったりってことにしといて。うまく仕切るのよ」


　その言葉を引き取るように、ハヴィールもエンハスの肩かたを叩たたく。


「エンハス、頼たのむぞ」


「え……」


　いつもなら年の功もあり大たい抵てい仕切ってくれるのはハヴィールだったのだが、彼は自分の腕うでにある蛇へびの彫ほり物を見せると後ろへ下がった。


　ハヴィールの両腕に罪人の印しるしがある限り、バラーバルではあまり表立っては動けない。隣りん国ごくであるこの地でも、それが罪人の証あかしであることはよく知られているからだ。テミファは……と一いつ瞬しゆん頭をよぎったが、検討するまでもないことだったため、考えなかったことにした。


　──まったく、ゆっくりと思い悩なやむ時間もないらしい。


　エンハスは無間地じ獄ごくのような迷めい路ろから理性を引っぱり出すと、頭を振った。


「わかった。イルアラ、後ろの侍じ女じよ達にまぎれて小船ドーニに乗れ」


　指示を出して自分も外套フエイルを頭から被かぶる。後続の小船には、王おう妃ひであるナイエレが選びだした侍女が数人乗っていた。


「ナスリーナ、頼む。イルアラを囲んで誰だれも近づかせるな」


「わかりましたわ」


　まだ比ひ較かく的若い侍女頭がしらは落ち着いた声で返事をすると、イルアラを奥へと促うながす。


　やがて、小船は桟さん橋ばしに到とう着ちやくした。


　かがり火の中、数人の侍従をつれてシーハン王らしき人物が近づいてきた。


　厚手に織られた絹のヴァヒネは複雑な金の縫い取りがされ、豪ごう奢しやな艶つやを放っている。手首や足首を飾かざるものはシンプルな金で統一されていた。


　何よりそれをまとうシーハン王自身が、上に立つもの独特の鷹おう揚ようさと威い厳げんを放っている。


　若き王はやわらかな笑みを浮かべ、歓かん迎げいの意を表して両腕を広げた。


「ようこそ。タリマレイからの客人をお迎えできて嬉うれしい限りです。姫ひめ君ぎみにおかれましては船旅でお疲つかれになられたでしょう」


　シーハン王の前に進み出たエンハスは、大地に膝ひざをつき深々と頭こうべをたれた。


　本来ラロヘンガの者が、人を相手に膝を折るなど考えられないことではあった。


　しかし今回イルアラに同行するとなったときから、それは覚かく悟ごしていたことだ。


「この度たびはお招きありがとうございます。タリマレイ国王代理として、第二王女タリア・サリアム様が参られました。バラーバル国におかれましては、シーハン様のご威光にて益ます々ます栄えい華がを極きわめられるごようす。新宮きゆう殿でんの完成、誠まことにおめでとうございます」


「貴殿は？」


「私わたくしは、国王より姫様の護衛を命じられております。エンハスと申します」


　答えて顔をあげたエンハスは、シーハン王の背後から近づく人ひと影かげに気づいた。


　暗青色の外套フエイルを身につけた人物が歩くと、石いし畳だたみがコツコツと乾かわいた音を立てる。右手に杖つえをつき、夜目にもわかる銀ぎん髪ぱつにモノクルをつけた異様な風体の相手が誰であるのか、エンハスにはすぐにわかった。ラロヘンガに通じる者だけがまとう空気を男は放っている。


　エンハスは目の前の存在が、自分が恐れていた名の人物だと確信していた。


　──ジンシー・ラナクスカ……俺の兄だ。


　心のどこかで、同じ名を持つ別人であればいいと思っていた。


　彼はヴァラカンと人の間に生まれた八番目の息子むすこでありながら、ラロヘンガの者をひどく憎にくんでいると聞く。


　歪ゆがんだいで立ちで現れた兄は、暗く冷たい右目に侮ぶ蔑べつの色を浮かべエンハスを見下ろした。


　事態に気づいていないシーハン王は、となりに立つ男を朗ほがらかな声で紹しよう介かいする。


「この者は宝石商人だ。普ふ段だんは西から東へと船で奔ほん走そうしてばかりだが、いましばしはバラーバルで宝石をばらまくつもりらしい。無論、タリマレイの真しん珠じゆに目をつけてもいるだろうからいずれ話をされるといい」


　紹介を受けたジンシーが一歩前へと進みでた。


「初めまして、ジンシー・ラナクスカと申します。お会いできて光栄にございます」


　口調や物もの腰ごしは丁てい寧ねいかつ分をわきまえたものだが、その視線はエンハスの足へと注がれる。


「おや、従者殿どのは足をどうかされたのですか？」


「お気き遣づかいありがとうございます。訓練中の、ささいな怪け我がでございます」


「それはいけません、私どものほうでは西方ジラート大陸から仕入れた薬品なども取り揃そろえております、よろしければ薬くす師しを遣つかわしましょうか？」


　ジンシーの顔を見れば、ほんのわずかだが面おも白しろがるような色が浮うかんでいる。包帯の下に何があるのか見当がついているのだろう。


　ジンシーのような混血の子どもは、どちらの特性が強く出るかで生活の場を選ぶことになる。


　彼はラロヘンガの者として力は出なかったため人界にとめおかれたと聞いていた。警けい戒かい心しんから身構えるエンハスの後ろで、さらりと布の動く気配があった。


「わたくしの従者が何か失礼でも？　ご挨あい拶さつが済みましたらこの者達も休ませたいのですが」


　普段のイルアラとはまるきり違う声こわ音ねに、エンハスはぎょっとしてふり返る。


　そこには、先ほどまでとは装いもまとう空気も全く違ったイルアラが立っていた。


　いつの間に細工したのか、侍女達の手て柄がらだろう。あの短い間に見事イルアラの髪かみを結ゆい、飾り物をつけ、姫君らしく整えている。この化けっぷりは、ある意味ジンシーの出現よりも衝撃的だった。


「いえ、こちらの従者殿のお怪我に、薬を届けさせていただこうかと思ったのですが……この度はお美しさで名高い、タリマレイ国の姫君にお目通り叶かないますこと誠に光栄に存じます。私の扱あつかう宝石など姫君の輝かがやきには遠く及およびませんが、僭せん越えつながら招待状と共にいくつか品も届けさせていただきました」


　イルアラを前にした途と端たん、ジンシーは声音をガラリと変え、やわらかな人当たりを見せた。エンハスがあっけにとられるほどの変わり身の早さだ。


「あの見事な品は貴方が……ご親切にありがとうございます。この者の怪我は大事をとっているだけですの、お心づかいだけいただきますわ」


　小船ドーニから降り立ったイルアラに気がついたのか、抜ぬけ目のないシーハン王が行く手をふさぐように立ちはだかる。


「タリア姫、ですかな？」


　イルアラは微笑ほほえむと、国王の前で軽く膝を折り丁寧に礼をとった。


「この度は、お招きありがとうございます。他国へ参りますのは初めてのことで、少し緊きん張ちようしてしまいました……一度下がらせていただいてもよろしいでしょうか？」


　見れば、外套フエイルからのぞく指先がほんの少し震ふるえている。


「あぁ、申しわけない。ゆっくりおくつろぎいただくためのお部屋もご用意しております。早く、輿こしを持て！」


　シーハンは、輿まで用意させていたらしく慌あわてて呼びつけると、手を差し伸のべた。


「さぁ、姫君お手を……」


「ありがとうございます。おやさしいんですのね」


　囁いたおりわずかな夜風に外套がなびいた。金色の髪がこぼれてかがり火に照り映はえる。蜜みつのような輝きに見とれたのか、シーハン王の動きが止まった。


　炎ほのおに照らされたイルアラの横顔は、金細工のようにまばゆく、エンハスも思わず息を呑のむ。


「どう、されましたの？」


「い……や、失礼した。さぁ、今こ宵よいはゆっくりお休みください」


　うっとりとした表情で、シーハンは名残なごり惜おしそうにイルアラを輿へと乗せた。


「化けるもんだな……」


　背後のハヴィールの囁きに、エンハスも首を縦たてに振るしかなかった。


　イルアラの美しさは知っていたつもりだったが、それは素すの笑顔だったり生まれ持った活発な美しさだ。「しとやか」や「しっとり」まして「色いろ香か」という印象はなかった。


　なかったのだが、飾りつけの成果なのかかがり火の効こう果かなのか、先ほどのイルアラは紛まぎれもなく深窓の姫君に見えた。聞きなれない声や言葉遣づかい、やわらかな物腰はどこか違い和わ感かんがあり心地ここち悪さもあったのだが。


　どことなく、身内のほうが騙だまされたような気持ちになりながら、一行は荷役達について宮殿へと向かった。





　案内された部屋につき、運んだ荷の片づけを指示していると、イルアラ付づきの侍女からお呼びがかかった。


　ハヴィールやテミファと連れ立って、エンハスは扉とびらを開ける。そこには天てん井じようを高くとった、ただならぬ広さの部屋が広がっており、きらびやかな燭しよく台だいがやわらかく辺りを照らしていた。


　大理石がモザイクに貼はられた床ゆか、大きな天てん蓋がいを持つ寝しん台だいは絹でしつらえられている。


　全すべてが質のいい素材で品良くまとめられた、豪奢な造りになっていた。王族の姫君を迎むかえるにあたって、それなりに気をつかっているのだろう。


　タリマレイの自然を活いかした、素そ朴ぼくで居心地のいい部屋とはまた違ちがった内装に、エンハスはものめずらしげに首をめぐらせる。


「すごいな……」


「すごいわよ。ものすごいもてなしようだわ。なんだか一気に疲れがピークよ」


　イルアラは寝台にうつぶせに倒たおれた状態で、正面の壁かべを指差す。


　一同を啞あ然ぜんとさせたのは、ちょうど寝台の真向かいの壁にある巨きよ大だいな肖しよう像ぞう画がだった。


「これって、嫌いやがらせなの……？」


　壁にドーンとかけられているのは、エンハスの背せ丈たけほどもある巨大な金の額がく縁ぶち。そこに先ほど対面したばかりのシーハン王が、白い歯を見せこれでもかと笑顔をふり撒まいている。


「うなされて悪夢を見そうだな」


　こんな男に膝を折ってしまったのかと、エンハスはむかつきを抑おさえられない。となりではハヴィールが、微び妙みように面白がりつつも呆あきれていた。


「新しい国王は阿あ呆ほうなのか……？　これでは民たみも大変だ」


「さすがですねぇ、シーハン王はアピール満々ですよ。あれ、イルアラさまもう飾かざり取られちゃったんですか？」


　テミファのがっかりした声にふり返ると、すでにイルアラは先ほどの飾りつけを台無しにしてしまっている。髪に飾られた真珠のピンから、蜘蛛くもの糸のように精せい緻ちに編み上げられた金きん鎖ぐさりの額飾りも外されテーブルに放り捨てられていた。


「う～気持ち悪い」


「あ、イルアラさま。駄だ目めですよそんなにゴシゴシやっちゃ！」


　うめきながら布で顔を強くこするイルアラを、テミファが慌てて止めた。侍女に塗ぬりつけられた何かが気持ち悪いのか、イルアラは落とそうとやっきになっている。


　テミファはイルアラの頰ほおに顔を寄せると、クンと小さく鼻を鳴らした。


「ココオイルにパールを混ぜた滑石タルクを使ってますね」


　つぶやくと慌ててとなりの部屋へ駆かけ込んでいく。そこからガシャン、ゴトン！　とけたたましく荷物をひっくり返す音がして、テミファは海綿と小こ瓶びんを持って戻もどってきた。


「はい、目をつぶっていてくださいよ」


　瓶の中身を海綿に含ふくませると、そっと押さえるようにしてイルアラの顔に塗りつけていく。


「な、なにこれ……なんかヌルヌルするんだけど」


「これは鮫さめからとったオイルを精製したものです。滑石タルクは無理に水で落とそうとすると、肌はだを傷いためちゃいますよ。はーい、マッサージして……っと」


　テミファの白い指がするするっと、イルアラの肌を撫なでると、洗面用の容器に水を差し絹の布にたっぷり水を含ませて洗い流していく。


「はい、さっぱりしましたよ」


　顔の水気をぬぐうと、イルアラは驚おどろいたように自分の頰を撫でた。


「すっごい、ほんとにすっきりしてる……しかも何かしっとり」


　感動したようすのイルアラに、ハヴィールが苦笑した。


「イルアラは身づくろいに無む頓とん着ちやくだからな。しかし鮫の油とは贅ぜい沢たくなものだ」


　驚いたことにハヴィールは女性のたしなみに詳くわしいらしい。意外そうにエンハスが尋たずねる。


「普ふ通つうは何を使うんだ？」


「塗っているのはしらんが、落とすのにはココのオイルを使っていたぞ」


「あぁ、塗るほうはたぶんパーム油ですよ。でもハヴィールがそういうことを知っているのはちょっと意外ですね？」


　テミファの問いかけに、ハヴィールは少し決まり悪そうに答えた。


「あぁ、妻がいたからな」


「えぇ!?」


　過去形で語られる事実に、テミファとエンハスは驚きの声をあげたが、イルアラは特に顔色を変えることもない。とっくに知っていたようだった。


「お前ら、俺をいくつだと思ってるんだ」


　文句を言うハヴィールの視線が、一いつ瞬しゆん腕うでに彫ほり込まれた蛇へびに注がれたことにエンハスは気がつく。その横顔には、これ以上の追つい及きゆうをためらわせる影かげがあった。


　思わぬハヴィールの過去に驚きながらも、イルアラの首にかけられている月契ハンドウが目に入るとエンハスは複雑な思いが込み上げた。


　だがイルアラは、特にその話題に頓着していないのかテミファに声をかける。


「テミファは衛生兵やめて王宮付づきになったほうがいいんじゃないの？　侍じ女じよ顔負けに色々詳しそうじゃない？」


「いえ……私はどちらかというと、治ち療りようが専門ですので、やはり飾るとなれば侍女殿どのにはかないませんよ。あ、そうそう先ほどナスリーナが、『明日からイルアラ様を徹てつ底てい的にお磨みがきいたしますので！』って意気込んでましたよ。肌も髪かみも傷めつけすぎですって」


「ぅ、うぇ……ほんとに？」


　たしかに侍女の言うとおり、常つね日ひ頃ごろ姫ひめ君ぎみにはあるまじき露ろ出しゆつ度どで島を徘はい徊かいし、さらに警備軍で武術に励はげんでいるようでは、繊せん細さいな女性美とはかけ離はなれてしまっても仕方がないだろう。


　深くうなずきながら、ハヴィールが漏もらす。


「自分で望んで来たからには、多少のことは我が慢まんすることだ。さっきの化けっぷりはたいしたものだった」


　先ほどのイルアラを思い出したエンハスとテミファはそろって首を縦に振ふった。


「まるで、お姫様みたいに見えたぞ！」


　エンハスの素す直なおな感想に、めずらしくハヴィールが笑う。


「そうそう、全くお姫様のようだった」


「あんた達ねぇ……」


　ハヴィールの足を踏ふみつけて、イルアラは客間からバルコニーへと出て行ってしまった。ハヴィールもテミファの外套フエイルの首根っこをつかむと、そのまま部屋を出て行く。


　気を利きかせてくれたらしいのはわかったが、エンハスはどうにも腑ふに落ちなかった。自分に譲ゆずるぐらいなら、どうして船の上でイルアラに月契ハンドウを贈おくったりしたのか。


　悔くやしいことにエンハスは、ハヴィールのことを貶おとしめたくともそのとっかかりすら見つけられない。見目も良く、武術の腕っ節も強く、何より包容力がありそうだ。


　年が離れているとか、罪人であるなどということは些さ細さいなことにしか思えなかった。何よりイルアラがそういうことを気にするタイプだとは思えない。


　ハヴィールはラロヘンガの者が嫌きらいだと聞いていたが、こうして行動を共にしているエンハスのことを気づかうこともできる大人なのだ。


　エンハスは暗あん澹たんたる気持ちでバルコニーへ向かうと、手すりにもたれかかるようにしているイルアラのとなりに立った。


「イルアラ、さっきの男のことだけど」


「なに？　誰だれのこと？」


「あの商人の男だ。あいつにはできるだけ近づかないほうがいい」


「どうして、いい人じゃない。足のことも怪け我がだと思って気づかってくれたんでしょう？　エンハス、知ってる人なの？」


「いや、そういうわけじゃないけど……とにかく関かかわらないようにしてくれ」


　エンハスの言葉をどこまで信じたのかわからないが、イルアラは怪け訝げんそうな顔をしつつもそれ以上食い下がることはなかった。ただ、物もの憂うげな表情で海を見つめるとため息をつく。


「疲つかれたのか？　もう休んだほうがいい」


「平気よ、別に疲れてないわ。ね、あの塀へいの向こう側がライマ火山よ。海岸沿いだとは知ってたけど、こんなに王宮に近いのね。でも、宮殿ここは海からは遠いなぁって……思わない？」


　眺ながめれば今や、夜空のほうが星で明るいほどだった。タリマレイの浜はま辺べであれば、白い砂浜に星明りが作る自分の影を見ることもできるだろう。


　だが明るい夜空の下、闇やみ色いろの水平線は連なる民家のさらに向こうだった。


「海が遠いと寂さびしいか？」


　何年かタリマレイ国で暮らしたエンハスも、ここの景色には微妙になじめなかった。


「いっとくけど、タリマレイが恋しいとかじゃないわよ。来たばっかりなんだから！　ただ……あの、エンハスも結局つき合わせちゃってごめんなさい」


　言いづらそうに、でも思い切りよく謝罪するとイルアラは頭を下げた。


「いいんだ、それはもう。イルアラは王女なんだし、側そばにいるって決めたときから扱あつかいなんて気にしてない。今はちょっと足が痛いけどな」


　テミファにきつく巻きつけられた足首の包帯をエンハスが嘆なげくと、イルアラは笑って手を伸のばした。しかし、エンハスはとっさに身をこわばらせる。


「エンハス？」


「いや、なんでもない。今日はもう休んだほうがいい」


　エンハスも自分の態度がおかしく思われるだろうことはわかっていた。イルアラの手に触ふれたいと思うことこそあれ、こんな風にその手に怯おびえる日がくるとは思わなかった。


　だが、今はダメだ。触れられればジンシーのことを感づかれる。ヴァラカンのせいでイルアラの能力ナドウルが奪うばわれ、さらに兄がまた企たくらみをもって近づいていると知れば、イルアラもさすがにラロヘンガに関わる存在にうんざりするかもしれない。


　兄であるジンシーに害意があるとすれば、それは自分に向けられるべきものだ。イルアラには気づかれずにいたかった。














８　シーハン・マウムーン




　その夜、イルアラはなかなか寝ねつくことができず、何度目かの寝返りを打った。波音のない静かな夜の闇が、これほど重たいものだとは知らなかった。異様な静けさが満ちた闇の中では、意識が尖とがり目は冴さえていくばかりだ。


　エンハスのおかしな振る舞まいが気になる。バラーバル行きへの反対や、初対面のはずの宝石商人に対しての態度もおかしい。彼は確かに変わった風ふう体ていだったが、特におかしなようすもなかった。あまり人を悪くいうこともないエンハスにしては、先ほどの言葉は妙みようだった。


　思えば発ほつ端たんは、贈ぞう答とう品ひんにつけられたカードを見てからだったと思い出す。


　──やっぱり、エンハスはあの商人のことを知っている？


　つらつらと考えこみ意識が朦もう朧ろうとしてきた頃ころ、不気味な地じ響ひびきと共に揺ゆれが襲おそってきた。ふいのことに神経を研とぎ澄すます。


　やはり震しん源げん地ちはバラーバルここなのだ。イルアラは起き上がると、再び真夜中のバルコニーに立った。


　暗い地平が起き伏ふくしている先に見える、黒い山やま影かげをイルアラは睨にらんだ。


　火山の噴ふん火かを見たことはなかったが、それは恐おそろしい自然の力だと父は語った。流れ出す溶よう岩がんは辺りを焼きつくし、そのまま海へと流れ込めば、今までの比ではない珊さん瑚ごや生物が死に絶える。


　自分を信じて送り出してくれた父のためにも、必ず成果をあげてみせるとイルアラは心に決めていた。





　翌朝、イルアラは差しこむ陽光で目を覚まし、なんとか自分が眠ねむったらしいとわかった。


　大きな開き窓から差しこむ明るい朝日は心地ここちよいものだったが、起き上がるなり目の前にシーハン王の顔が飛び込んできた衝しよう撃げきに思わず頭を抱かかえた。


　ベッドの正面がシーハンの肖しよう像ぞう画がだというのは性質たちが悪すぎる。ここがどこなのかを改めて思い知らされる最悪の目覚めだ。


「うー、勘かん弁べんして欲しいわ。ほんとタリアがくるんじゃなくて良かった」


　となりの部屋で待機していた侍女のナスリーナは、イルアラの気配を察して扉とびらを開けると慌あわてて駆かけ寄ってきた。


「おはようございます、イルアラ様。シーハン様からお届けものが……」


「なに？　まだ朝になったばっかりじゃない」


　ナスリーナが扉をふり返ると、両腕からこぼれんばかりの薔ば薇らの花束を抱えて侍女が次々に入ってくる。侍女達は薔薇を置くとまたもどり、置いてはまたもどりを繰くり返し花を運びつづけた。部屋は見る間に薔薇に埋うめつくされ、辺りは花の香かおりでむせ返りそうである。


「何事なのこれ。ここにも精霊チエリツドがいるってわけ？」


「こちらがシーハン様からのメッセージですわ」


　手に渡わたされたカードを見て、イルアラは胡う乱ろんな表情になった。


『──海より来し月の姫ひめに、我が魂たましいは奪われてしまった。ひと時、夜の腕かいなからとき放たれた貴方あなたに、朝日あふれる我が花園で、切ない胸の譚詩バラツドを捧ささげたい』


「……月の姫、ねぇ。しっかし、なんてまだるっこしい手紙なの。ようは『朝の散歩にいきましょう』ってことよね？」


「そうですわね、お誘さそいには違いありませんけれど……どういたしましょう？」


　カードを片手に、寝しん台だいから上半身を落として転がるイルアラに侍女達がかけよる。


「返事をお願い……花のお礼と、お誘いは嬉うれしいのですが…………うーん、私のこと月になぞらえていらしたし、『陽ひの下は歩けませぬゆえ』とでも言って断ってもらえるかしら。それにしても、最終日までもつかなぁ」


　身分を偽いつわっていることもあり、イルアラは祝しゆく宴えんの本番までは体調不良を盾たてに、シーハン王にはなるべく近づかないでいようと考えていた。


　だが、実際のところ逃にげてばかりでは面おも白しろくない。タリアのためにも、シーハンには今後タリマレイ国の姫に興味を持つことを諦あきらめさせなければいけないのだ。


　イルアラは勢いよく身を起こすと、前言撤てつ回かいした。


「ごめんなさい。やっぱり朝の散歩へ行くわ。適当に整えてくれる？」


「姫様……本気ですか？」


　驚おどろく侍女のナスリーナに、イルアラは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような笑え顔がおでうなずいた。


　部屋は、戦場になった。


　侍女が総出で走り回り、テミファまでもが駆り出され、イルアラはさっきの返事を後こう悔かいする勢いで、朝から磨みがきこまれる羽目になったのだった。


　焼けた肌はだにはシアバターを塗ぬられ、髪かみには精せい油ゆを擦すりこまれた。槍やりを持つためにできてしまった指の歪ゆがみをごまかすために、指輪と連なった腕うで輪わをつけられる。たくさんの人に顔立ちを覚えられないためにも、サーレの上に薄うす物ものの外套フエイルを重ねられようやく完成となった。


　その頃には、騒さわぎに気づいたエンハスとハヴィールも部屋を訪ねてきていた。


「イルアラ、散歩なんて断れ！　何かあったらどうするんだ。しかもそんなに着飾って……相手はあれだ！　思うツボだぞ!?」


　勢い込んで壁かべの肖像画を指差すエンハスに、イルアラは呆あきれて苦く笑しようする。


「大げさねぇ……朝の散歩でしょ？　私達だってよく出かけるじゃない」


「それと、これは全然意味が違う。いいか、俺があとをつけるからな、まずくなったら呼ぶんだぞ！」


　となりに立つハヴィールは、添そえられたカードを眺ながめながら本気で感心しているようだった。


「しかし、『月の姫』とは……これまた騙だましたものだな」


　タリマレイでは、タリアとは対照的にイルアラは『太陽の姫』と言われていたのだ。


　これほどずれたイメージを植えつけられたのはいっそ幸運だったのだろう。今はそれを利用して、か弱いふりで侮あなどらせておけば、あれこれ聞きだしやすいかもしれない。イルアラは身み支じ度たくが整ったところで使いを出し、シーハン王を出で迎むかえた。


　満面の笑みを浮うかべた国王は、自らも薔薇の花束を持って現れた。


「自じ慢まんの庭園を、ぜひ貴方あなたの手をとり案内したいと思っていた。また後日、宴は盛大に執とり行うつもりだが、朝日を浴びた美しい庭を麗うるわしい貴方と歩きたい」


　気き障ざったらしくウインクをよこして、シーハンがイルアラの手をとる。


　あっけにとられている間にも、手を引かれどんどんエスコートされていってしまう。イルアラは慌てて外套フエイルで顔を覆おおうと少し遅おくれて歩いた。


「星のような輝かがやきの姫君だと聞いていたが、貴方はまるで月の光を束ねたようにまばゆい人だ。昨夜はゆっくり休まれましたか？」


　朝も早くからシーハン王の舌は非常に滑なめらかに動くようだ。二人きりということもあってか、口調もわずかながら砕くだけたものに感じられる。


「えぇ……素す敵てきなお部屋を用意していただけたおかげで。とても休まりましたわ。ですが、わたくし陽の下にはあまり長くいられませんの。すぐに熱がでてしまって」


「おや、ではお誘いは朝か黄昏たそがれどきにしよう。まさに貴方は月の姫というところだ」


　楽しそうに笑うシーハン王は、自分があらゆる女性に好意的に迎えられるはずだという自信に満ち溢あふれていた。男らしく彫ほりのはっきりとした顔立ちに、黒い瞳ひとみは情熱的だ。クセは強いものの、女性に好まれやすい顔立ちだとは思う。


　だが、普ふ段だん女性としての扱いをほとんどされていないイルアラにとって、シーハンの振ふる舞いはどうにもなじめない。


　だいたい眠る前にもシーハン王、目を覚ましてもシーハン王の肖像画が飛び込んでくる部屋にいて、今は本物に手をとられている。何の暗示をかけるつもりなのかと勘かんぐりたくなるほどのシーハンづくしだ。


　──でも、いくら女好きでもごまかされないわよ。港のことがある限り、きっと裏があるはずなんだから！


「あの、シーハン様。庭園にも心こころ惹ひかれますけれど、お噂うわさではこちらの神しん殿でんはとても変わった異国の趣しゆ向こうを凝こらしているとお聞きしました」


　父であるファラーサからは、ライマ火山に近い位置に神殿が建てられていると聞いていた。さらにライマ火山の付近に金鉱はあるのだ。


「おや、変わった姫君だ、花よりも神殿に興味がおありか」


「いえ、そのぅ……あれですわ！　こちらには精霊チエリツドの彫ちよう刻こくや、神話を綴つづったレリーフがあるとお聞きして、タリマレイではそうしたものがとても身近なんですの」


「ほぅ、そういえばタリマレイ国は、神代の地ラロヘンガに通じているという伝説があるとか」


「え、えぇ……本当に神々に祝福された美しい場所ですのよ？　ホホホホ……コホンッ！」


　不自然さを隠かくそうと愛あい想そ笑わらいにむせながら、礼れい儀ぎ作法の講義で教わった通り、イルアラはできるだけ高い声で話しつづける。そして、「今まさにそのラロヘンガの関係者が城の中にいて、あとをつけてきていると思います」とも言えず、思わず回かい廊ろうの柱の陰かげからエンハスがはみ出したりしていないか確かめてしまった。


　そのとき、ふいにシーハン王に腰こしを抱だき引き寄せられ、イルアラは驚いたはずみで拳こぶしを握にぎり締しめると、慌てて背中に隠した。


　──あ……っぶなかった！　思わず殴なぐっちゃうところだったじゃない！


「では麗しの姫君、わが国の守護を司つかさどるといわれている女め神がみライマの神殿へ共ともに参ろう。ライマのことはご存じかな？」


「ぃ、いえ。あまり知らな……存じあげませんわ」


　苦笑いで答えつつも、腰を抱かれているためとても歩きづらい。だが、突つき放そうにもシーハンはあくまで穏おだやかな声こわ音ねのため、イルアラは怒おこるタイミングを失ってしまった。


　もつれる足にまかせて、相手の足を思い切り踏ふんでやろうかと何度も思ったが、自分は今タリアなのだと言い聞かせ「おしとやかに」を何十回と唱となえ必死にこらえる。


　イルアラのようすなどまるで意に介かいしていないのか、シーハンは朗々とした声でつづけた。


「女神ライマは火山を司る女神で、この大陸を産み、焼きつくした神だとも伝えられている」


「ずいぶん、物ぶつ騒そうな女神さまを祀まつっていらっしゃるんですのね」


「火山は生命の象しよう徴ちようだ。たぎる大地の命を持ち、死の灰を降らせる。我が国もライマの生命力のごとくあらねば、と思っているのですよ」


　そう告げる若き王は、女に色目を使うばかりのお調子者の影かげはなりをひそめ、どこか鋭するどいものを抱いだく支配者の顔を見せた。


　──ただの女好き、というわけではなさそうね。


　イルアラは女神ライマのことは名前ぐらいしか知らなかった。もともとヴァラカンを毛け嫌ぎらいして育ってきたこともあり、周囲もイルアラに気を使ってか、ラロヘンガの神話が語られること自体あまりなかったのだ。


　シーハン王に連れられ、宮きゆう殿でんの一階へ降りると小さな門をくぐり外へ出る。


　内門の一つを抜ぬけると、そこには不思議な光景が広がっていた。


　足元には綺き麗れいに並べられた深い緑と白の大理石が、複雑な模様を刻んでつづいている。


　屋根のない回廊は、右側に一列に細い柱が立てられ、不規則な高さの柱にはまた不ぞろいな形をした石の細工が施ほどこされていた。


「もう少し陽が高くなれば、これらの影が波にも似た模様を見せてくれる」


「柱の影で波が作られるなんて、とても面白いですわ。こちらではこういったものは多いんですの？」


「いや、これが初めてだな。今回の宮殿も神殿も、昨夜の迎えに同行した商人の紹介で西方ジラートの建築家が考案したものだ。年のいった重臣ほどライマへの冒ぼう瀆とくだと嫌いやがったが、なに、姿形で女神が信しん仰こうを疑うとも思えない。そもそも私にとってはラロヘンガ自体があるのかどうだか、おとぎ話のようにも思える」


「おとぎ……話、ですか？」


「あぁ、タリマレイの姫ひめ君ぎみには失礼でしたね。だが、この国に精霊チエリツドなどいない。私は見たことはないし、ましてや神の存在など遠い異国の物語だ」


「それなのに、神殿をお建てになられましたの？」


「あぁ、それは父が……先王はラロヘンガをずいぶんと信仰しておりましてね。街にはいたるところに像や小さな祭さい壇だんがある。バラーバルの民たみにとっては生活に密着したおとぎ話にもなっているだけに、宮殿を建て直すにあたってそれをないがしろにするわけにもいかなかった」


　不思議な形の道を歩き、イルアラはラロヘンガを信じないという王が建てた神殿に入った。


　中はまだひんやりとした朝の空気を残し、静せい謐ひつな空気が満ちている。


　神殿の中央には円を描えがく軌き跡せきで列柱が綺麗に建ち並び、その中心に滑らかに彫り上げられた石像が立っていた。


　胸当てのついた衣ころもをまとい、戦士のような格好をした背の高い女性像だ。両手を腰の位置で開いているが、その手はこわばりを感じさせ、いかめしく見える。威い厳げんや神こう々ごうしさというよりは、猛たけ々だけしい、抑おさえきれぬ何かを秘ひめた力強い石像だった。どこか不ふ吉きつでありながら、惹ひきつけられるものを感じてイルアラは目が離はなせなくなる。


「まるで、生きているようですね……」


　ライマの石像の奥にはさらに大きな祭壇があり、そこへとつづく壁にも細かなレリーフが彫り込まれていた。祭壇に駆かけ上がったシーハンは、よく通る声で話し掛かけてきた。


「いかがです？　私は信仰にのみ生きることはできないが、古き良きものも重んじていきたい。それらと共にバラーバルをさらに大きく強固にするつもりです」


　その確信に満ちた声にイルアラはカチンときた。思わず祭壇に歩み寄って声を荒あらげる。


「あら、それではわたくし達タリマレイの民を、古き良きものだとでも申されるおつもり？　国をより大きくすべく導かれるのは王として大事な心がけ、でも……」


　しかしイルアラの言葉は遮さえぎられ、シーハン王にぐいと手を引かれ体を抱きこまれてしまった。


「何するの、放して！」


　暴れたはずみでイルアラの外套フエイルは床ゆかに落ち、シーハンの黒々とした瞳が迫せまる。


「あんまり調子に乗るとぶん……」


「殴るわよ！」とつづけそうになり、イルアラは我に返った。しまったと思うものの、もう遅おそい。腹が立ったあまりつい地がでてしまった。再び「おしとやかに」の呪じゆ文もんを繰くり返す。


「ほぅ、これ以上貴方に近づけばどうなされると？」


　明らかに面おも白しろがっているシーハンに、イルアラは怒いかりでこめかみを引きつらせながら答えた。


「無礼は……許しません。腕うでが痛みますわ、放してくださらない？」


　怒りに震ふるえる声と腕が、か弱い姫君らしく見えますように……そう願いながら。


「これは失礼した。怖こわがらせてしまったなら申しわけない。誤解です、私はタリマレイの人々とも、さらに絆きずなを深めていかなければと申しているのです。何より貴方のような美しい人が愛する国だ。つまり、我々の願いは同じことではないか？」


　イルアラの今の願いは、目の前の男を「思い切り殴り倒たおしたい！」ということなのだが、女好きもここまで徹てつ底ていされると、ある意味スゴイと呆あきれるばかりだ。


　仕方なく、いまだにしっかりと握られている自分の手に力を込める。


「わたくしこそ、声を荒げたりしてお恥はずかしい……そろそろ陽が高くなります。戻もどらねば侍じ女じよが心配いたしますわ」


　にっこりと微笑みながら、イルアラはシーハン王の手をぐい！　と開かせると自由を取り戻した。あまりの怪かい力りきにシーハンが驚おどろいた顔で立ちすくんでいるのをいいことに、形だけの会え釈しやくをすると回廊へ走り出た。


　神殿を出ると、まだ小さいが伸のびた柱の影が不規則な波を作っている。


　足元に伸びる影が描き出す黒い波は、明るい陽の下で大地を浸しん食しよくするように見え、イルアラの不安をかきたてた。先ほど見たライマの像が忘れられない。あの両手にあるのは怒りではないだろうか、と。





　与あたえられた部屋に戻るなり、仏ぶつ頂ちよう面づらのエンハスに出で迎むかえられてイルアラは居い心地ごこち悪く椅い子すに腰掛けた。


「だから反対したんだ！　イルアラが変な声でお愛想なんかするから……調子に乗ってあの男べたべた触さわりすぎだ！　俺は神殿に裁きの雷いかずちでも落としてやろうかと……」


　怒りに拳を震わせてエンハスが非難する。


「仕方ないでしょう。国王を殴っちゃったりしたら外交問題になりかねないんだから。だいたいあの喋しやべり方は、礼儀作法の講義でティリースに教わったの。たぶん……あれでいいはずなのよ。文句をいうならそのとき助けてくれればいいじゃない」


　言い返しつつもやつあたりだな、とはイルアラは自覚していた。あそこでエンハスに飛び出してこられても、結局台無しになっただけだ。


「とにかく腕わん力りよくでこられても、あのぐらいの力ならなんとかなるわよ。いざとなったらグーで殴るわ。あ……そうだ、エンハスは女神ライマのこと何か知ってる？」


　突とつ然ぜん方向の違う話を振ふられてエンハスがきょとんとする。


「ライマ？　火山の女神のことか」


「あの神しん殿でんはライマ神のために建てたそうなんだけど、中にあったライマ像って妙みようにけわしくて怖い感じなの。表にある変わった柱の彫ちよう刻こくも、あの宝石商人の紹介で西方ジラートの職人に作らせたっていってたけど、少し気味が悪くて。なんだか気になるんだけど……」


　突然の問いに、エンハスは天てん井じように視線をさまよわせて首をかしげた。


「ライマは、俺の生まれる何百年も前から眠ねむってるっていう女神だ。詳くわしく知っているものも限られる……また、この辺りをあたっておく」


　誰だれに、とは言わなくてもイルアラにはわかっていた。


　ラロヘンガの者は本来ならどこにでもいる。寿じゆ命みようの長い大樹や昔からある滝たき、海にも昔語りができるものはいくらもいるだろう。だが、エンハスはそれきり黙だまりこんでしまい、しかつめらしい顔をしていたかと思うと、何も告げずに城下へと出て行ってしまった。


　イルアラは朝の散歩で気分的にどっとくたびれた上、陽の下を歩けないと言ってしまった以上、日中は部屋でおとなしくしているしかなかった。


　皆みなを下がらせ一人になると小さく息をついて、大きな寝しん台だいに体を横たえる。


　精神衛生面を考えて、シーハン王の肖しよう像ぞう画がには外套フエイルをひっかけておいた。これ以上この男と対面しつづけていては、休まるものも休まらない。


　美しい鳥や草木を刺し繡しゆうであしらった天てん蓋がいを見つめたとたん、ぐらりと視界がゆらいで慌あわてて体を起こす。突然の揺ゆれにあたりをうかがうと、横揺れがしばらくつづいた。


　部屋の外をのぞけば不安なようすの侍女や侍じ従じゆう達が、足早に行きかっていた。


　地じ震しんがつづくこの不安定な時期に、他国の賓ひん客きやくを迎むかえるなど正気の沙さ汰ただろうかと呆れつつ、自分もそれを承知で乗り込んできた酔すい狂きようなクチだったと思いだす。


　地震の原因を突き止めるには、やはりライマ火山へ直接乗り込まなければいけないと、イルアラは先ほど歩いてきた城内の経路を思い返し始めた。














９　アディ・バッダルヴァマ・エデン




　エンハスは宮きゆう殿でんを飛び出したあと、城下へとつづく道を歩いていた。


　バラーバル国は人口が非常に多いため、宮殿を中心にほとんどの土地が人の住居で埋うめつくされている。


　砕くだいた珊さん瑚ごと漆しつ喰くいで作られた民家は、どれも低いヤシ葺ぶきの屋根を持ち、外がい壁へきは明るい青や、薄うす緑みどり、やわらかな桃もも色いろなどに塗と装そうされ石いし塀べいをめぐらせてあった。その外壁と白い石いし畳だたみが強い日差しを照り返して、めまいを覚えるほどのまぶしさだ。


　風を通すために開け放たれた門、屋内では吊つるし寝台や寝ね椅い子すで涼りようをとっている住人の姿が見えたりもする。時おりバシャッと音がするのは、庭で水浴びをしているのだろう。


　街かい道どうを歩いてみるものの、神話を語ってくれるほどの大樹を見つけるのは難しいと諦あきらめて、エンハスは海へと足を向けた。


　イルアラの言う、火山の女め神がみライマが地震に関かかわっているというのは、大いにあり得うる話だった。長き時を眠っているライマに影えい響きようを及およぼしたのが何であるのか、目の前に現れたジンシーと切り離しては考えられない。


　だが、兄にはラロヘンガの者としての力はないはずだった。ジンシーがどういった手段で女神に影響を与え、何を企たくらんでいるのか見当がつかない。


　民家の並びを抜ぬけ、ひと気の少ない道に出るとエンハスは足を止めた。背後をつけてくる影かげに気づいていたが、このまま連れて行くべきかどうか迷ったのだ。


　──何者だ？　まさかもう俺の正体が知られているのか？


　シーハン王の手のものかもしれないと考えて、エンハスは通りからそれると、海岸へ向かう一本道へと出た。


　距きよ離りがせばまるにつれ、ついてきている相手が何者なのかは確信に変わった。


　かつて溶よう岩がんが流れてできたのであろう、黒々とした岩場は太古の火山活動の名残なごりがあった。ところどころに隆りゆう起きした岩のオブジェは、まるで奇き怪かいな生き物の姿のように不気味だった。


　まばらに生えているシダがときおり見える以外、まったく生き物の気配はない。


　その大地の中ほどまで歩くとエンハスは背後へ向き直った。


「お前は、アディエデンだな？」


　問いかけにするりと落とされた外套フエイルの下からは、砂色の髪かみが流れ深い夜空色の瞳ひとみが現れた。


「やぁ、ヴァラカンの息子むすこ。何番目かな君は」


　まったく悪びれず、にこにこと笑え顔がおを浮うかべた青年を、エンハスは威い嚇かくするように鋭するどく睨にらんだ。ただでさえやっかいな状じよう況きようで、この男にまといつかれるハメになるとは頭が痛い。


　トリックスター、『アディ・バッダルヴァマ・エデン』その名前は『やっかい者』と同義語だ。


　ラロヘンガに属さず人の刻ときに生きることもできず、ただ漂ひよう泊はくしているのだと聞いている。


　半はん端ぱ者もので騒がせ屋トリツクスターのアディ・バッダルヴァマ・エデンを、ラロヘンガの者は問題ばかりを呼び寄せる存在として嫌きらっていた。


　もちろんそれはエンハスにとっても例外ではなく、目の前の人物にうんざりする。


　しかしアディエデンは全く動じることなく、青い目を楽しそうに輝かがやかせ近づいてきた。


「実は知ってるんだ、お前は九番目だろ？　あっちラロヘンガで見るのと全然雰ふん囲い気きが違ちがうから一いつ瞬しゆんわからなかった。ずいぶん丸くなったなぁ、あの姫様の影響か？　戦いくさではチリ一つ残さない殲せん滅めつ兵器と呼ばれたお前がねぇ」


　クス、と小さく笑みを浮かべる青年の言葉に、エンハスは右手を空へと伸ばした。


　翼つばさを封ふうじられていても、母親から継ついだ雷を打ち下ろす力は失っていない。


「なんなら、実じつ践せんしてやってもかまわないが？」


　だが、アディエデンは相変わらず笑みを絶やさず、重みを感じさせない体をくるりと返した。


「おやまぁ、僕にいらだちをぶつけるのも見当違いってもんさ。お前に恨うらみがあるわけじゃないが……僕はヴァラカンが嫌いでね。奴やつはいつでも僕のお気に入りをさらっていくからさ、つい僕もおせっかいで兄弟の再会に力を貸しちゃったってわけだ」


　エンハスは顔をしかめた。


　──出た。ここでもヴァラカンは恨みを買っているらしい。


　ラロヘンガ一の嫌われ者にまで嫌われているなら、実はこの世で最も嫌われているのがヴァラカンってことじゃないのか……？


　自分にもその血が流れている事実に呪のろわしさを覚えつつ、エンハスは尋たずねた。


「一体、ジンシーに何を吹ふき込んだ」


『トリックスター』彼が人間からそう呼ばれるのは、愛あい称しようも込こめられている。気のおもむくままに幸も不幸ももたらす、気まぐれな存在。


　ジンシーにすれば、自分と同じくどこにも属せないアディエデンの言葉に、耳を貸したとしてもおかしくない。


「僕は、お前より先にイルアラに出会ってたのに、ヴァラカンに邪じや魔まされてしまってね……お前達ときたらさっさと血の誓せい約やくで結ばれちゃうんだからさ。だったら僕は僕で楽しまなくちゃと思って、お前の兄に知らせてやったのさ。憎にくい弟が人の世界にのこのこ降りてきたってことをね。そもそもお前は、ジンシーがどれほどヴァラカンを憎んでるか知っているか？」


　軽い口調ながらも聞き流せないアディエデンの言葉に、エンハスは戸と惑まどった。


「お前みたいに、あっちで戦いに明け暮れてばかりじゃ何も知らないだろうなぁ。不幸なのはお前ばかりじゃないってことを」


　アディエデンの口から語られたのは、呪わしい昔話だった。





　ジンシーの母親はバラーバル国の商家に生まれた人間の娘むすめだった。


　西方ジラート大陸の貴族へ輿こし入いれが決まっていたが、ヴァラカンに見み初そめられ婚こん儀ぎを前に子を宿してしまったため、政略結婚はご破算となってしまった。怒おこった両親は何度も腹の子の父親を問いつめたが、娘は空の神様に頂いた子だと言うばかりで埒らちがあかない。だが生まれた赤子には不思議の力や特別な加護はなく、普ふ通つうの赤子にしか見えなかった。


　父てて無なし子など外聞が悪いと娘は不義を責められつづけたが、ヴァラカンが助けに現れることはなかった。


　両親が赤子を里子に出し、再び縁えん談だんをまとめようとしている思おも惑わくに気づいた娘は、慌あわてて息子を抱だいて家をでた。もとより市井しせいの暮らしなどしたこともない娘はすぐに体調をくずしがちとなり、まだ幼いジンシーを残して世を去った。


　残された息子は父親を恨んだ。母がおとぎ話のように語る、顔も知らない父親ではあったが、母をたぶらかし自分の存在も知らずのうのうと暮らしているであろう男を憎んだ。





「だが皮肉なことに、あいつは自分が純じゆん粋すいなただ人びとでもないと知る」


　歌うように告げるアディエデンの言葉に、エンハスはそれがジンシーに流れる時間のことだと気がついた。ラロヘンガの者と地上の人では、流れる時間や肉体の強度が全く違う。人に比べると、ラロヘンガの者は老いや衰おとろえは何倍も遅おそく、また肉体の回復力はすさまじい。怪け我がだけでなく、臓ぞう腑ふを冒おかされる病からでも回復するほどだ。幼いジンシーが、人々の奇き異いの目から逃のがれ、一人で生き延のびるためにどれほど苦労を重ねたのかは想像に難かたくない。


「ヴァラカンがどうしてジンシー親子を助けにいけなかったかわかるか？　別にあいつが薄はく情じようだったわけじゃない。原因は、お前がジンシーの弟だってことかな」


　言われてエンハスは理解した。


　ヴァラカンと自分の母親との政略結婚だ。翼つばさ持つものの王として、風の眷けん属ぞくの中でも高位にあるヴァラカンが絶対に逆らえない相手がいる。姿なき風の大神ワイバラニーだ。


　その娘にあたる、雷いかずちの女神カランティアとの婚こん姻いんを迫せまられていたヴァラカンは、一時的にラロヘンガに監かん禁きん状態にあったと聞いたことがある。つまりエンハスが生まれたのはその間のことだ。


　ラロヘンガでの時間を人の世になぞらえても、ジンシー親子に手を差し伸のべるにはあまりに長い時間が過ぎたはずだった。


　ジンシーがラロヘンガやヴァラカンを恨む気持ちはわからないでもないが、エンハスとて自分が望んで起きた過去ではない。しかし、不安があるとすれば、眷属としての力が薄いジンシーが人としての権力と人脈を得ていることだ。


「ジンシーが俺を憎むのはわかる。だが、バラーバル国の王室にまで入り込んで何をする気だ」


「なぁに、ジンシーは以前からあちこちの王室に顔が利きく。あれでなかなかの野心家だからな。まぁ、今回こうして足を留めているのはお前のことがあるんだろうが。翼を封じられているとはいえ、まだ雷を従えるお前だ。ジンシーがいくら疫闇ダハルと取り引きしたとはいえ、そう簡単に手出しはできないだろうさ。だが、あれはお前が何のために地上にいるのかも知っている……僕としては楽しくなるなら何だってかまわない。しばらく見物させてもらうさ」


「疫闇と取り引きだと？」


　表情を険しくしたエンハスに、アディエデンは「あっ」と声を漏もらし口を押さえると、決まり悪そうに苦笑いを浮かべた。


「あ、ぁ～あ。つるっと口が滑すべったね。まったくまったく、僕の得意技だ」


　どうやら、アディエデンにとって疫闇のことは秘密のつもりだったらしい。


　あまりの迂う闊かつさに、エンハスは間に入ったのが騒がせ屋トリツクスターであることを改めて実感した。


　結局この男は敵でも味方でもない。


　どちらにとっても、有利にも不利にもなる状況をもたらすだけの存在だ。


「もういい、お前にまともに取り合っても仕方がない。ジンシーが何を企もうと、イルアラには近づけないからな」


「さすがヴァラカンの息子、ずいぶんと自信があるらしい。けど僕だってあの子が気に入ってる。イルアラはこれからもきっと僕を退たい屈くつさせないだろう。ここの王様もずいぶんお気に入りのようだし、楽しいことになりそうじゃないか？」


「まさか、お前がシーハン王に何か吹き込んだのか」


　エンハスの右手が伸ばされた空は、厚く暗い雲が垂れこめ不気味な轟とどろきを響ひびかせた。


「言いがかりだなぁ、金鉱脈についてはジンシーにちらっとこぼしたかもしれないが。国王の女好きは本物さ。僕が教えるまでもなかったね、とっくにタリマレイの姫ひめ君ぎみの噂うわさを聞きつけて使いを出していた。いずれ時がたてばライマが目覚めることもあるだろうが、少なくとも今の目覚めは不快を伴ともなうだろうね」


　楽しげに謎なぞかけをすると、アディエデンは砂色の髪で身を包み、溶とけるように大地に沈しずんだ。


　アディエデンが消えた辺りの岩を蹴けりつけて、エンハスはライマ火山を睨にらんだ。














10　灯されし暗い炎




　めずらしく昼日中にシーハン王から声がかかり、改めて宝石商人を紹しよう介かいしたいという名目で、イルアラはお茶に招かれた。


　エンハスが贈おくられた宝ほう飾しよく品ひんを見た時のようすを思い出し、ジンシーにまつわる妙みような言動も気がかりだったイルアラは招待に応じた。


　日差しを気にしたのか、テラスから奥まった広間に西方ジラート風の脚あしの高いテーブルと椅い子すが配されている。その上にはところ狭せましと焼き菓が子しが並べられ、花が生けられていた。


　バラーバル原産の香かおり高い紅茶、甘く煮につめた果肉の入ったパイはバター生き地じもしっとりとしている。だが、イルアラは普ふ段だん食べている、甘すぎるぐらいのキルサイや揚あげたバジャが恋こいしくなった。


　目の前にはジンシーが座り、初対面のときと同じく微笑ほほえみを浮うかべている。


　──親切な人なのに、どうしてエンハスはあんなことを言ったのかしら？　ちょっと冷たい感じもあるけど、顔が整ってるせいでそう見えるのかもしれないし……


　イルアラが物思いにふけっていると、ジンシーのとなりに座ったシーハンが笑顔に白い歯を添そえながら、キメ角度なのだろう妙に傾かたむいた姿勢で紹介を始めた。


「改めてになるが、彼は宝石商人のジンシー・ラナクスカだ。この若さで、大型商船を持ち西から東まで忙いそがしく駆かけ回っているうえ、各地の王室へも顔が利きく。宝石だけでなく鉱脈についてもとても詳くわしい。そこで、タリマレイ国の真しん珠じゆは見逃せないというわけだ」


　軽く会え釈しやくするジンシーにイルアラも礼を述べた。


「改めまして。タリマレイの第二王女イ、……タリア・サリアムと申します。このたびは結けつ構こうなお品を頂ちよう戴だい致いたしました。宝石も見事なものでしたが、箱の意い匠しようも素す晴ばらしかったですわ」


「さすが姫君はお目が高い。あれは北の職人の手で特別な塗ぬりを重ねて艶つやを出し、細工彫ぼりをさせたものです。そうそう、姫君のいらっしゃるタリマレイは真珠の産地と聞き及およんでおりますが？」


「えぇ、希少種がとれることも多いんですの。ずいぶん遠方から買いつけにいらっしゃる方も多いかしら。黒真珠をはじめコンクパールなど質が良いいと評価をいただいております。一度ご覧になっていただきたいですわ。貴方あなたが鉱脈にも詳しいとおっしゃるなら、バラーバルに滞たい在ざいなさっているのもそのせいですの？」


　イルアラはちょっと強ごう引いんだったかと思いつつ、微笑んで紅茶に口をつけた。


「姫君は鉱脈にも興味がおありですか？　私は長年あちこちへと流れているものですから、色々なことが耳に入って参りましてね。いずれ、タリマレイへもお邪じや魔まさせていただきたい。海の星と呼ばれるほど美しいところだと聞き及んでおります。タリア様も、まるで金細工で作られたかのようにまばゆくお美しい」


　商人は往々にして口が上手うまいものだが、どさくさで答えをはぐらかされてしまったあたり、この青年のしたたかさがうかがえる。お茶の時間もお開きとなり、回かい廊ろうへ出たところでイルアラはジンシーに声をかけられふり返った。


「ご一いつ緒しよにいらっしゃった、従者殿どのの怪け我がの具合はいかがですか？　よろしければこちらの塗り薬をお持ちください。薬草を原料にしたものです」


「え……ぁ、あの者のことですか。ご親切に、お気づかいありがとうございます」


　一いつ瞬しゆん、誰だれのことを言われたのかわからずイルアラは慌あわてた。


　陽ひの傾いた回廊は夕暮れの赤い光に照らされて、青年の銀の髪かみが朱しゆ色いろの艶を帯びる。光の一部がジンシーのモノクルに反射して、その奥に赤い光が見えた気がした。


　青年は身をかがめ、イルアラの耳元に唇くちびるを寄せると声こわ音ねを抑おさえてささやく。


「お美しい姫君。一つだけご忠告がございます。無論これは私の胸のうちですから、あくまでも姫様の胸にお納めいただければ、と。シーハン様は南洋の星をお求めです。もちろん、貴方のことも。大波に攫さらわれぬうちに、ご用心なさることです」


　耳元に落とされた言葉にイルアラの顔がこわばる。


　かねてからのバラーバルへの不安が現実となった瞬間だった。王室に深く関かかわる商人が口にすることだ、何らかの確証があってのことに違ちがいない。


　わかってはいたが、イルアラは改めてシーハン王への警けい戒かい心しんを募つのらせた。


　憂ゆう鬱うつな思いで部屋へ戻もどる回廊から見渡せば、バラーバル国の街並みが雲間から漏れるオレンジやピンクの入り混じった光に照らし出される。美しい光景に、ふいに寂さびしさを覚えて原因に思いあたった。エンハスはここしばらく、イルアラの側そばにいない。


　シーハン王のアプローチに苛いら々いらしていたエンハスが、ここ数日自分の側を離はなれていることになんとなく違い和わ感かんはあった。


　だがそう考えだすと、自分がエンハスに頼たよりきりのような気がしてイルアラはあえて知らぬ顔をしていた。三日前、ライマのことを調べるといって出て行ったエンハスは、戻ってきたときには妙に思いつめたような顔をしていた。


　──やっぱり、エンハスは変だわ……シーハン王には、単純に腹を立てているだけみたいに思えるけど。どうしてジンシーに近づくななんていいだしたのかがわからない……


　彼はイルアラに忠告をくれた。それも不安を裏づけるような言葉で。シーハンに知れれば、彼自身の立場が悪くなるだけの忠告だ。親切心こそあれ、害意があるとは思えなかった。


　イルアラは自分の手のひらを見つめ、そこにある太陽花を握にぎりこんだ。


　──エンハスに、触ふれられたらいいのに。そうすればこんな不安も寂しいのも……


　思い至ってイルアラはため息をつく。そもそも反対を押し切ってバラーバルへきたのは自分だ。それだけに、ようすがおかしなエンハスの隠かくし事を問いつめるのは気が咎とがめるのだ。


　せめて火山の調査ぐらいは自分で動かなければと、イルアラは自らを奮い立たせる。


　宴うたげの日も迫せまり、ファラーサから聞かされたミアヒ島での儀ぎ式しきの日も近い。


　何より、身分を偽いつわっての来訪であるため、できるだけ早くバラーバルを出なければならない。逗とう留りゆうが長引けばシーハン王に手をつけられる可能性も高くなる。地じ震しんの間かん隔かくもせばまっており、イルアラはナスリーナに頼たのんで城の侍じ女じよ達のようすを探さぐってもらっていた。


　城内の噂では、現在はライマ火山一帯の採さい掘くつ場じようは建築工事も中止された状態であり、地震についての地じ盤ばん調査がされていることまではわかった。工事を止めさせていること自体、シーハンも金鉱施し設せつと地震を結びつけているという証しよう拠こになる。


　部屋に戻ったイルアラは、寝ね椅い子すの上で転がりながら地震のことを考えて、アレのことを忘れようとした。夜になるとアレがくる。


「あーぁ、もうやだな。部屋でくさくさしてるのは性しように合わないったら。槍やりの稽けい古こがしたいわ！」


「……イルアラさま？」


　扉とびらの外で、侍女のナスリーナに呼びかけられ、思わず顔がこわばった。


「今日も……来たのね。今度はなんなの？」


「本日はドレスの贈り物ですわ、よろしゅうございました」


　開かれた扉から、三人の侍女がそれぞれドレスを運び込んでくる。


　西方ジラート風のデザインである、首から肩かたがあらわになるタイトに絞しぼったドレスは、膝ひざから下に赤いシフォンが重ねられ、ボリュームを作りだしている美しいものだ。


　他にも、絹で作った花を繫つないで仕立てられた凝こった意匠のもの、また黒絹に金糸銀糸を使い、花や蝶ちようを縫ぬい取っためずらしい北方ニクルのドレスなど、バリエーションも豊富に届けられる贈り物は、決して趣しゆ味みは悪くない。が、趣向を凝らすほどに、シーハンが今までどれほどたくさんの女性に贈り物をしてきたかがうかがえて、イルアラはそのことがおかしかった。


　宝飾品の類たぐいから、孔く雀じやく、芸をする猿さる、物語を語るオウム、遠方から取り寄せた希少な菓か子し。イルアラの部屋の下に楽人を呼んだのか、演えん奏そうが聞こえてきたこともあった。


　この時期にもなれば、宴に招かれた各国の賓ひん客きやくも大勢到とう着ちやくしている頃ころだろう。少なくともシーハン王に暇ひまなどないはずなのだが、本人が動けなくともこうして贈り物はできるらしい。


　女好きならではの恐おそろしいマメさだった。


「姫ひめさま……大変ですわ」


「これ以上なにがあるの？　今度は鯨くじらでも贈ってくださるってわけ？」


　ぐったりと聞き返したイルアラに、ナスリーナは困こん惑わく顔でカードを差し出した。


「今日の贈り物についているカードが……」


　何事かと受け取ってみると、そこには短いメッセージが綴つづられている。





　──乞こうる月の光は厚い雲の彼方かなたに。月光を求め、私の心は闇やみ夜よを彷徨さまよう。


　その女め神がみのようなまばゆさで、どうか哀あわれなしもべを救すくいたまえ──





「これが、なに？」


　受け取ったカードを見てイルアラは首をひねった。昨夜もおとといも別に月が隠れていた記き憶おくはない。ナスリーナは顔をひきつらせながらバルコニーに出ていく。イルアラもつづいてナスリーナと空を見上げると、今日は月のない暗い夜空だ。


「意味がわかりますか？」


「あぁ、今日は新月なのね。でも、たとえ能力ナドウルがあったって雲なんて動かせないもの。月まではどうにもならないわ」


「わけがわからないわよね」と笑うイルアラの前で、ナスリーナが絶望したように床ゆかにへたりこんでしまった。


「ちょ、大だい丈じよう夫ぶ!?　一体どうしたのよ」


「……今夜シーハン様は……こちらへ忍しのんでこられますわ」


　青ざめて泣き出しそうなナスリーナの声に、イルアラはよくよく事態を考え直してみた。


　そういえばシーハン王は自分のことを『月の姫』などと呼んでいたのだ。『月＝自分』と考え直してイルアラはカードを再び眺ながめた。


「えぇー……と。これはつまり、夜よ這ばい予告……ってこと!?」


　それはなんともありがたくない話だ。


　シーハン王はそれほどにタリマレイとの繫がりを作っておきたいのだろうか、かといって実力行使で物理的につながれるのは御ご免めんこうむりたい。


「姫さま、もう日は沈しずんでいますわ。時間があまりございません」


　言われてイルアラもさすがに慌てた。このままおとなしくシーハンを待つわけにはいかない。


「私が身代わりに……」


　健気けなげに申し出た侍じ女じよ頭がしらに、イルアラは血相を変えた。


「何いってるの冗じよう談だんじゃないわよ！　ハヴィールとテミファを呼んで！」


　ただちに呼びつけられたハヴィールとテミファは、事情を聞くと呆あきれつつも深刻な顔つきになった。


「相手は隣りん国ごくの王女だっていうのに、呆れた男だな」


「向こうは私を第二王女だと思ってるんでしょ。どうせ手て籠ごめにしてから、愛ゆえのことだったとか、月の光に逆らえず……とか言い出すに決まってるわよ。それでタリマレイうちがごねれば、何番目かの妃きさきにでも迎むかえるかもしれないわね。あちらにとっては一石二鳥なんだろうけど。させるもんですか、外交問題にしてやるわ」


　シーハンにしても相手が第一王女だとわかっていれば、さすがに手出しは控ひかえたであろう。


　タリマレイは女王も立つ国だ。


　先王である二十二代目国王の座には、イルアラにとっては祖母にあたる女王フォニベリィがついていた。第一王女であるイルアラも、いずれ王座につき夫を迎えるであろうことは、国交のあるバラーバル国側は知っているはずだった。


　しかし身分を偽って潜せん入にゆうしたのはこちら側という状じよう況きようだけに、事情を説明してお帰り願うわけにもいかない。


「とにかく、おとなしく押し倒たおされるわけにもいかないし、とっとと逃にげることにするわ。今夜は月もなくてちょうどいいし、ライマ火山へ調査に行ってみたいの」


　無む謀ぼうな意見に、ハヴィールはしぶい顔になった。


「俺に供をしろと？」


　イルアラは首を横にふると、ハヴィールのとなりに立つテミファの外套フエイルをはぎ取った。


　淡あわい水色の瞳ひとみが驚おどろきに見開かれる。


「……え？」


「悪いわね、テミファ。貴方あなたの髪かみの色だったら、寝しん台だいに多少もぐりこんでもらえば見み間ま違ちがえてくれそうじゃない？」


「あの……イルアラさま？」


　状況が飲み込めていないテミファに向かって、ハヴィールがおもむろにうなずく。


「なるほど、テミファの見てくれがこういう風に役立つこともあるわけだ」


「あの、私……男ですよ？」


　おどおどと申告するテミファに、二人は「そんなことはわかってる」とばかりにうなずいて、テミファの肩をぽんと押し寝台に座らせる。


「ほら、シーハン様は同性に興味はないと聞いているし、触さわってるうちにでもわかってもらえるわよ」


「えぇぇぇ……触る!?」


「まぁ、泣くな。何とかなっちまう前には俺が止めに入るから」


「何とかなる!?」


　錯さく乱らんしたまま寝台に押し込まれて悲鳴をあげるテミファに、ハヴィールが「なる前だ、前」と適当になだめつつ、イルアラを部屋から追い出そうと背中を押した。


　だが、ふとその手が止まる。


「あの鳥坊ぼう主ずはどうしたんだ？」


　こんなときにこそ側そばにいるはずのエンハスが見えないことに、ハヴィールは不ふ審しん気げな顔だ。


「いいの、頼んでることが別にあるから」


　あやふやに答えてごまかすと、それ以上追つい及きゆうされないよう急いで部屋を出た。





　イルアラは着慣れたサーレを身につけ外へと滑すべり出る。母の用意した衣い装しようでは思うように体が動かせないだろうと、火山調査のことを考え、荷物に入れておいたものだ。


　テミファには気の毒なことを押しつけてしまったが、相手が侍女だったぐらいではシーハン王のことだ、めげることなく口説き直してそのままことに及およびかねない。自分のわがままの巻き添ぞえとなった侍女達を、そんな目に遭あわせるわけにはいかなかった。


　宮きゆう殿でんからつづく回かい廊ろうへと抜ぬけ出てイルアラは安あん堵どの息をつく。


　幸い採さい掘くつ施し設せつは城じよう壁へきの中にあるため、ここからさほど離はなれてはいない。


　ふと、となりに慣れた気配を感じた気がして、イルアラは自分がエンハスを探したのだと気がつき自己嫌けん悪おする。一人でやってみせると誓ちかったそばからこれだ。


　──あぁ、やだやだ。エンハスの馬ば鹿か。こういうときこそ側にいなさいよね。理由もわからず側を離れるからこんな風に思っちゃうのよ……


　やつあたり気味にエンハスへの文句を思い浮うかべながら、イルアラは暗い夜空の下もと、ライマ火山へと一人足を進めた。


　金鉱施設の入り口にはイルアラの背せ丈たけを越こえる塀へいがつづいていたが、金鉱自体が稼か動どうしていないだけに警備も見回り程度なのだろう。周囲に人ひと影かげはなかった。


　動きやすいサーレに着き替がえてきて正解だったと思いながら、門もん扉ぴの柵さくに足をかけよじ登る。


　降り立った場所から先は、黒々としたカルデラの大地が広がっていた。溶よう岩がん石の隙すき間まに細々と草が見えるだけの殺さつ伐ばつとした風景だ。


　月が隠かくれていることもあり、境界もあやふやな夜空の下でイルアラは乾かわいた石を足で転がしたり、手にとってみる。時折掘ほられた井い戸どから蒸気が噴ふん出しゆつする不気味な音が聞こえた。


　あたりには硫い黄おうが混じったような匂においも漂ただよっており、調査隊を入れるまでもなく、この火山が活動し始めているのは感じられた。


　さらにここでは、ミアヒ島でも味わったことがある不思議な空気を感じる。気配をたどるように足を進めると、蒸気で晴れない視界の中にチカチカと光るものがあった。


　光の粒つぶに見えたのは、虫のように飛ぶ火の精霊チエリツド達だ。


　小さな光は舞まうように、イルアラの胸むな元もとにある月契ハンドウに引き寄せられ近づいてくる。サーレの下にあるトパーズが、共鳴するようにオレンジの色を強く輝かがやかせた。


　胸元の光に手のひらを近づける。イルアラの能力ナドウルでは、こうした小さな存在達と意思疎そ通つうをすることは難むずかしい。手のひらの花は、相手に密着させることでより鮮せん明めいに意思を伝えるからだ。精霊達の光で、太陽の名を持つ花が夜目にも明るく照らし出される。


　燐りん粉ぷんのように舞う小さな火花に意識を集中すると、断だん片ぺん的な小さな囁ささやきが伝わってきた。





「危険」　　　「逃げて」　　「闇やみと……」


　　　「ライ　マ」　　「怒いかり」　　　　　「あの男」　　　「穢けがれ」





「なに？　これだけじゃわからない……」


　やはり自分の能力ではどうにもならないのかと、イルアラはため息をついた。こういうとき父や妹であれば、精霊を実体化して話すことだってできただろう。


　さらに先へ進もうとするイルアラに、危険を知らせようというのか、周囲を舞う光の明めい滅めつが激しくなる。


「一体何があるの？　ちょっと待って……わからないわ、自分の目で確かめたいの」


　精霊から悪意は感じられないが、イルアラも何かつかめるまで帰る気はなかった。採掘用の井戸の連なった一角を抜ける。


　そのとき、前方に人影が見え慌あわてて岩いわ陰かげに身を潜ひそめた。


　黒い影が向かった先には、石を組んで造られた小さな建物がある。しかも開かれた間口の建物の前には、ライマ神殿にもあった不思議な柱が建てられていた。


「なにかの……祭さい壇だん？」


　工事の無事や成功を願うための祭壇だろうかと、イルアラはそっと建物に近づく。さして間をおかず、人影は建物から出てきたようだった。近づくにつれ、耳慣れない硬かたい物音が聞こえてくる。それは男がもっている杖つえが、岩いわ肌はだを叩たたく音だった。


「あれは……ジンシー？　どうしてここに」


　暗い空の下でもわかる銀の髪に、裾すその長い外套フエイルを引きずるようにして歩いている。


　右手にした杖のせいか不自然に左ひだり肩かたが上下していた。


　足場の悪い場所をあぶなげに歩くジンシーは、カルデラの大きな段差で杖を滑らせた。岩の転がる音が聞こえ、イルアラはとっさに飛び出していた。


「大だい丈じよう夫ぶ!?」


　岩場の窪くぼみにすべり落ちたジンシーに手を伸のばし、その体を抱かかえるように支え起こす。


　はずみでジンシーの銀の髪がゆれ、左ひだり眼めを覆おおっていたモノクルがずれた。のぞいた真しん紅くの眼にイルアラは息を呑のみ、とっさに手のひらの文様フスに意思をこめた。


　──あなたは、何者？


　今度はジンシーのほうが驚いたように目を見張った。


「お前は、能力ナドウルを持たないはずでは……」


　言いかけたジンシーは小さく舌打ちして顔をそむけた。イルアラの思おも惑わくにまんまと引っかかったのが腹立たしいのだろう。イルアラは自分が助け起こした男が、普ふ通つうの人ではないことを確信した。


「ここで何をしてるの？　貴方は……ただ人びとではないのね」


　ジンシーはイルアラの手を乱暴にふり解ほどいて向き直ると、ヒステリックな声で笑った。それは王宮で見せていた商人の顔とはまったく違う、醜みにくく歪ゆがんだ笑え顔がおだった。


「人じゃない？　あぁ、それも聞き飽あきた質問だな。ただの人だと失望しておいて、今度は人ではないと化け物あつかいだ。だとしたらどうする？　石でも持って私を追うか、殺すか？」


　ジンシーの狂きよう気きを孕はらんだ毒々しい言葉と声に、イルアラはひるんだ。


　禍まが々まがしい左眼は硝子ガラス玉のように虚うつろな光で、緋ひ色いろから黒へと揺ゆらめき色を変える。ジンシーは唐とう突とつに笑い止やむと、凪ないだ笑みを浮かべてイルアラに顔を寄せた。


「タリマレイの姫ひめ君ぎみ。太陽の名を持つ力なき娘むすめよ、無力がゆえに何を失うかよくよくその目に焼きつけるがいい。存分に、宴うたげの日を楽しむことだな」


　耳元で囁かれた声は呪のろいの響ひびきを持ち、ジンシーの顔にかかる影が長い歳さい月げつを重ねたようにその顔を年老いて見せた。状じよう況きようが飲みこめず呆ぼう然ぜんとするイルアラをおいて、ジンシーは宮殿につづく外門へと消えていった。














11　姫君の意地




　部屋へ戻もどってみると、テミファが着くずれたサーレから白い肩をのぞかせて、半べそをかきながら寝しん台だいに座っていた。思わず足を止めたイルアラは、しばし涙なみだをためた水色の瞳ひとみと見つめ合ってしまい真顔で尋たずねた。


「……されちゃった？」


「そんなわけはない」


　テミファが答えるより先に、ハヴィールが壁かべにもたれた姿勢のまま教えてくれた。


「ひ、ひどいんですよ！　ハヴィールったら、もっと早くに助けてくださってもいいのに」


　だが、ハヴィールはその訴うつたえが心外だというように首をひねった。


「ま、夜よ這ばいの輩やからとはいえ一応相手は国王だからな。どう止めたものかと思案していたんだが、あまりに情熱的だったんでつい、止めどころを見計らってるうちに……な」


「つまり、いつ気づくのか面おも白しろくなって見てたんでしょ」


　イルアラが呆あきれたようにつっこむ。ハヴィールは堅かた物ぶつそうに見えて実際堅物なのだが、それと同じぐらい面白がりなところがある。普段が仏ぶつ頂ちよう面づらなだけにわかりづらいが、つき合いの長いイルアラはハヴィールの性質たちの悪さもよくわかっていた。


「ん……まぁ、ご自身で過あやまちに気づいてくだされば、と思いはしたんだが」


「あんまりです──っっ！」


　ハヴィールの適当な言いわけに、テミファの号ごう泣きゆうが重なる。


「とりあえず、相手が違ちがうと気づいた時点で『わが国の姫君は、とても恥はじらい深い方ゆえ、国王の偉い大だいな愛に畏おそれ多いと雲くも隠がくれされてしまわれました』といっておいた」


「シーハン王はなんて？」


「『さほどに恥はじらうとは可愛かわいらしい方だ。雲から顔をのぞかせたなら直ぐにでもさらってゆこう』と、寒いほどの情熱でぬかしてたぞ」


　イルアラの問いに律りち儀ぎに声こわ音ねまでまねてみせたハヴィールは、そんな男に弄もてあそばれかけたテミファに憫あわれみの視線を投げた。


「うーん、どこまでもめでたい人ね。しかし本当にテミファと間違えられるっていうのも……どうなのかしら」


　感心しつつテミファの衣服の首もとを整えてやっていたが、イルアラはふと手を伸ばすとそのまま相手の体をぎゅうっと抱だきしめる。厚い生き地じを使った外套フエイルに、腕うでを差し込まれる形で抱きつかれ、その密着具合にテミファは激しく動どう揺ようした。


「い……ィィィィ、イルアラさま？」


　語ご尾びが裏声になりつつも、驚おどろきと嬉うれしさで身をこわばらせ、頰ほおを染めてハヴィールを見た。「良かったな、頑がん張ばったご褒ほう美びだ」と言わんばかりにハヴィールもうなずく。


「う～ん？　私とテミファを比べたら、肩かた幅はばとか筋肉の加減で勝てる自信はあるかも」


　どうやら体格を計っていたらしいイルアラの言葉にテミファは再び寝台に深く身を沈め、しくしくと泣き出す。ハヴィールは慰なぐさめる言葉も出てこなかった。


　こうしてなんとかシーハンの襲しゆう撃げきをかわしたイルアラは、二人に礼を告げるとエンハスを探して隣りん室しつを訪ねた。


　明かりのない部屋で、エンハスは衣装箱にもたれ座っている。普段は気配に敏びん感かんなエンハスが、イルアラの入室にも気づかないのか深く考え込んでいるようだった。


　窓から入るわずかな星明りに、髪かみに混じった銀の房ふさが光って見える。額から鼻筋へと優美な曲線を描えがく横顔に、思わず目を奪われ声をかけそこなった。


　エンハスは戸口に立つイルアラに気づいたかと思うと、戸と惑まどうような、怒おこっても見える顔で立ち上がる。


「どこへ行ってたんだ。ハヴィールに聞いても、部屋に入るなって言うばかりだし……」


　我に返ったイルアラは、エンハスの小言を聞き流しずかずかと部屋へ入った。


「いい、黙だまって！　聞きたいことがあるの」


　そのままつめ寄ると、エンハスの顔をじっと見あげる。


「ラロヘンガの人が失礼なのはお国くに柄がら？　なんなのあの男！　エンハスの言うとおり、確かにあの人おかしいわ。今思い返しても腹が立つ。人が親切で助けてあげたってのに……なんで私があそこまで言われなくちゃなんないのよ！」


　怒ど濤とうの問いかけに、エンハスは目を白黒させつつ聞き返してきた。


「ちょっとまってくれ。一体何の話をしてるんだ？　何があった」


　怒いかりが収まりきらないイルアラは、二度ほど深呼吸をするとゆっくり口を開く。


「今日の夕刻にシーハン王から、夜這いをかけるっていう予告状が届いたわ。それでテミファを身代わりにおいて、ライマ火山へ偵てい察さつにいったの」


　エンハスは口を開きかけたが、どこからつっこんだものかわからなくなったらしく、再び口を閉とざした。


「火山帯に入ったところで……たぶん火の神アリフアーンに連なる精霊チエリツド達だと思うんだけど、たくさん集まってきたわ。でも何をいっているのかわからなくて先へ進んだら、そこに小さな神しん殿でんみたいな建物があったの。人ひと影かげが見えたと思ったら、そこからジンシーが出てきて」


　エンハスの顔が一いつ瞬しゆんこわばる。


「あの男が、ライマ火山に？」


「間違いないわ。それであとをつけたら、あの人の杖つえが岩にぶつかって倒れて、助け起こしたはずみでモノクルがずれたの……下には真っ赤な目があった、まるで硝子みたいな……「貴方あなたは何者なの？」って考えたら文様フスを通じて伝わったみたいで……」


　言いながら、イルアラは手のひらの花を見せた。


「で、ただ人びとじゃないのか？　って聞いたら、急に人が変わったみたいに怒り出して。すごく嫌いやな感じの悪態をついて立ち去ったの。考えられないような豹ひよう変へんぶりだったわよ。それにあの人、私のこと第一王女だって知ってるみたいだった」


　話しているうちに再び腹が立ってきて、イルアラは拳こぶしを握にぎった。


　ジンシーのあまりに一方的な怒りにあっけにとられ、言い返すこともできなかった自分がふがいない。だが、いきなりすごい勢いでエンハスに肩かたをつかまれイルアラは驚いた。


「それだけ……他ほかには何もされなかったか！」


「それだけ？……それだけっていうような問題じゃないわよ!?　だいたいなんなの、人が助け起こしてあげたのにあの態度。胡う散さん臭くさい時間にあんなところを歩いてたのはお互たがいさまよ！」


　イルアラの答えに脱だつ力りよくしたエンハスは、大きなため息をついて腰こしを下ろす。どさくさなのか、イルアラは腰にすがられるようにして引き寄せられてしまった。


　腕を引かれるまま、エンハスの上に座りこむ形で抱き込まれてしまう。普ふ段だん着ぎのサーレは生地も薄うすく、エンハスの鼓こ動どうや体温がそのまま伝わってくる。


　どこか懐なつかしい気配と匂においに、そういえば側そばにいるのも久しぶりだと気づいたとたん、妙みような気恥ずかしさに襲おそわれ、イルアラは離はなれようともがいた。


「ちょっと！　調子にのらないで、殴なぐるわよ」


「頼たのむ、イルアラ。これ以上あの男に近づかないでくれ」


　だがエンハスの腕は緩ゆるむどころか、イルアラを閉じ込めるように抱きしめてくる。その心しん臓ぞうの音が妙に速く感じられて見上げれば、どこか怯おびえたような顔があった。


「……エンハス？　ほんとにどうしたの、変よ」


　その心細そうな表情に、イルアラは心配になりエンハスの頰に手を伸のばす。けれどエンハスは、苦しそうに目を閉じるとその手から顔をそむけた。すぐに自分の手のひらの文様フスに触ふれたくないのだとわかった。昔から喧けん嘩かや隠かくし事があるとエンハスは決まってこうだった。


「ね、エンハス。何を隠してるの？」


「別に……隠してない」


「噓うそ。ずっとようすが変だもの」


　近い距きよ離りで話しているせいか自分の声がエンハスの体に響ひびき、小さな振しん動どうとなってはねかえってくる。これほど近くにいるのに、エンハスの気持ちがわからない。


　もどかしさと苛いら立だたしさに、イルアラはエンハスの腕を押しのけて身を起こすと告げた。


「どうしても言いたくないならもう聞かない。でも、私は必要があればジンシーにだって近づく。自分にできることなら、何でもしたいの」


「イルアラ……」


　エンハスの暖かな腕は、いつでも自分を守ってくれる。だが、足りないものをいつも誰だれかに補ってもらうような、そんな自分にうんざりするのも本当だ。


「火山が噴ふん火かしようがしまいが、すでに問題はおきてるの。海水の温度もあがって珊さん瑚ごはどんどん死んでいってる。何より、タリマレイうちは土地を耕せないんだもの。バラーバルここからの輸入物資が途と切ぎれて魚も獲とれなくなれば、食べるにも事欠くのは目に見えてるのよ。だから、私はじっとしているわけにはいかない」


　国の死活問題の前に、自分の身の安全など気にかけていられない。ただ守られているわけにはいかないと、イルアラは言い残して部屋から立ち去った。





　翌日から、イルアラは外套フエイルで顔を隠すこともやめ、積極的にシーハンの誘さそいに応じるようになった。取り繕つくろって距離をおいていては、肝かん心じんの話に近づくことが難しいからだ。


　つねづね外交マナーの講師に言われていたように、自分の容姿が有効に使えるかどうかを試ためすいい機会だと思うことにした。


『女王である強みの一つに、女性であるがゆえに事を優位に運ぶやり方もございます』と祖母のことを良く知る講師は教えてくれた。


　だが神殿のことを聞き出そうにも、シーハンはもとより熱心なラロヘンガ信しん仰こう者しやというわけではない。そのかわり先王アッバスが集めていたという、ラロヘンガにまつわる文ぶん献けんや物語を綴つづった書がある書庫への出入りを許可された。


　神殿の中に設けられたこぢんまりとした一室は、壁かべ一面が書物に埋うめられている。


　この世の始まりから今にいたる、数々の神話や奇き跡せき、災さい厄やくについて記されている書物を前に、イルアラは神殿のレリーフにもあった図ず柄がらと同じ表紙の本を開いた。


　そこには、かつて多くの精霊チエリツドを引き連れ、神代の地ラロヘンガから始まりの地へと降り立った四人の神の名が記されている。


　大地の神ファス、水の神シャンナム、炎ほのおの神アリファーン、風の神ワイバラニー。世の起源にまつわる四神それぞれの系図を辿たどっていく。


「火山の女め神がみライマは、炎を司つかさどる大神アリファーンの眷けん属ぞく……ね。これだけじゃなぁ」


　膨ぼう大だいな書物の量を前にイルアラはため息をついた。調べたいことはまだまだあったが、今日は気に入りの景色を見せたいと言うシーハンにバルコニーへと招かれている。


　イルアラは部屋に戻もどるとナスリーナの手を借りて身み支じ度たくを整えた。


　島国の姫ひめは粗そ野やなものだと印象づけてしまうのは、侮あなどられるようで望ましくない。


　こうなってみて初めて、母であるナイエレがドレスや装そう飾しよく品ひんを多量に持たせた意味がわかった。タリマレイの代表として招かれた以上、自分の行いで国の文化や品格も計られるということなのだ。ましてや今、自分はタリアを名乗っている。


　新宮殿披ひ露ろうの祝しゆく宴えんともなれば、諸外国の客人達とも顔を合わせることになるだろう。


　今後を考えると宴うたげ自体もつつがなく終えなければならない。


　着き飾かざること自体、イルアラにはただ面めん倒どうだと感じるが、それが武器になるのであれば別だ。宴の場においては「槍やりの替かわりにドレスで武装なさいませ」とナスリーナにも言われていた。


　イルアラは戦せん闘とう準備を万ばん端たんに整えると、シーハンが気に入っているという宮殿の最上階にあるバルコニーへと向かった。


　明るい空の下、瑞みず々みずしいグリーンの蔦つたでゆったりと編みこまれたイルアラの髪かみは、陽ひの光を受け蜜みつのようにまばゆい艶つやを放っている。ナスリーナの力作だ。


　イルアラの金の髪には宝石をごてごてと飾るより、さりげないあしらいで充じゆう分ぶん美しくなると嬉うれしそうに侍じ女じよは笑っていた。


　手すりにもたれて海を眺ながめるシーハンにイルアラは尋たずねた。


「先日お茶にお招きいただきました、あの宝石商人はいつからこちらへ？」


「ほぅ、姫君はああした者がお好みか？」


　シーハンが大きな口で笑えみを作ると、必ず白い歯がセットになる。


　──うぅ……そろそろこの顔にも免めん疫えきができてきたわよ。私だって！


　イルアラは妙な対たい抗こう心しんにかられ、負けてなるものかとめいっぱいの微笑ほほえみを返した。


「まぁ、違ちがいますわ……寂さびしかったんですの。バラーバルとわが国は長きにわたっておつき合いいただいておりますのに、いつのまに西方ジラート大陸へも手をお伸ばしになられていたのかと。つまらない嫉しつ妬とのようなものですわ」


　声を裏返しつづけるのが辛つらくなったイルアラは、そっぽを向いて軽く咳せき込む。ふと衣きぬ擦ずれの気配があってシーハンが近づいたのがわかった。


　ふり向いた時には、髪の一ひと房ふさをシーハンの手に取られ、軽く口づけられる。


　イルアラは驚おどろきのあまり、目をひんむきそうになるのをかろうじてこらえた。


「なんと可愛かわいらしい。若草をあしらわれた今日の貴方はまるで花の精だ。貴方がいらしてくだされば、ここは年中花が咲さき乱れ、香かぐわしい風が吹ふき、さながら楽園のようでしょうな」


　力強い瞳ひとみでぐっと迫せまられて、イルアラは負けを悟さとった。しょせん踏ふんできた場数が段違いなのだ。この圧あつ倒とう的な押しの強さと、垂れ流される女性賛歌。生まれながらの女好きに対抗するには、自分はあまりにも未熟だった。


「シ、シーハン様ったら……本当にお上手ですわね」


　どんどん体の距離をつめてくる国王から逃のがれようと、イルアラは寝ね椅い子すの上をあとずさった。


「花の精霊チエリツドを前にしていれば、日が沈しずもうとも言葉がつきることなどありません。いつまでも私の情熱を囁ささやきつづけたい気持ちだ……もっとも言葉ばかりでなくとも、貴方あなたを愛めでるには数多あまたの術すべがありますが？」


　ばさばさと音がしそうな濃こいまつげが近づいてきたかと思うと、シーハンに肩を抱だかれぐっと引き寄せられてしまった。


　イルアラはパニックを起こしつつ、なんとか殴らずに相手の気をそらせないか必死に考える。


「ち、ちなみにシーハンさまは、どのような女性がお好みですの？」


　シーハンは思案気に空を見上げると、褐かつ色しよくの頰ほおに小さく笑みを浮うかべた。


「そうだな、たおやかなのも……激しいのも私は好きだ。花にはそれぞれの美しさがある、海も空も美しい青だがそれは決して同じものではない。実にさまざまな表情を見せる、たくさんの女性を愛してしまうのもそれ故ゆえだろうな。私の愛は尽つきせぬ泉、だからこそ多くの花へと愛の雨を降りそそぐ。蕾つぼみから散るものまでいずれも皆みな、美しい」


「ずいぶんと欲張りでいらっしゃるのね」


　呆あきれるイルアラに、若き王は執しつ政せい者しやの顔を見せた。黒い瞳は野心をたたえ、熱く潤うるんでいる。


「そう、私は欲張りだから、あの美しい海の星にも手を伸ばさずにはいられない。そこに輝かがやく貴方あなたにも……」


　シーハンはイルアラの手首をさらに引き寄せようとしたが、その腕うではびくともしなかった。


　逆にイルアラは、自分の手をつかむ男の腕ごと自らの方へシーハンを引き寄せる。両腕の手首をつかまれたまま、手を伸のばしシーハンの頰に手のひらで触れた。


「美しい花は手た折おるのも易やすくはないのです。海の星は、空の星よりなお遠いことをご存じない？　海は死者の国スフアルゲへの門。危険も多く、シーハン様がお伸ばしになられた手にお怪け我がをされないとも限りません。ですが、小船ドーニを寄よ越こされるのでしたら、港に迎むかえられることもありましょうね」


　にっこりと笑みを浮かべ、イルアラは優やさしく言い聞かせるように告げた。


　声こわ音ねのせいで物ぶつ騒そうな発言だとわかりづらいのか、それともただイルアラの怪かい力りきに驚いたのか、シーハンはしばしの間ぽかんと見つめ返してくる。だが一いつ瞬しゆんあとには楽しそうに破顔した。


「面おも白しろい、そなたは本当に楽しい姫君だ。賢かしこく、そして強い」


　精せい悍かんな笑みを浮かべたシーハンに、イルアラはとうとう寝椅子の背に追いつめられてしまった。椅子に縫ぬいとめられるように押さえ込まれ、もはやお互たがいの体の間にはそれぞれが身にまとう衣服だけしか隙すき間まがない。


　濃のう密みつな花の甘さとわずかなアンバーの香かおりがして、体温がわかるほど近づいていることに気づきイルアラは慌あわててもがいた。


「私は強くて美しい女性を、ことのほか愛してしまう」


　いよいよ口づけられそうになり、イルアラは渾こん身しんの力をこめて膝ひざを曲げるのに成功した。


「っ……私などには、もったいない、お・こ・と・ば・です！」


　後半かなり力の入った返答ではあるが、曲げた膝でじりじりとシーハンの体を押し返す。


　一国の王を相手にあんまりな態度ではあったが、男の本気の力に対抗するには仕方がない。


　さすがのシーハンも、女性から膝ひざ蹴げりで拒こばまれたことはなかっただろうが、暴れるイルアラのようすに何か気づいたようだった。


「おや、姫君それは……」


　シーハンの目が、自分の胸むな元もとに向けられていることに気づいてイルアラはぎょっとしたが、彼が見ているのは首から下がっている首くび飾かざりだった。


「どなたかから月契ハンドウを贈おくられていらっしゃる？」


「え、えぇ。タ……大切な人からもらった御お護まもりです」


　とたんにシーハンは苦く笑しようともつかないため息をつくと、残念そうな顔になった。


「大切な人……ね。確かに貴方のような女性には、熱心な信しん奉ぽう者しやがいても不思議はない。なんとも口くち惜おしいことだが、月の運命さだめに阻はばまれようとも私のこの気持ちは変わらない」


　何を一人で納なつ得とくしたものか、妙みように芝しば居いがかった調子で語るシーハンの腕の力がゆるむ。イルアラはその隙をつくと、退出の言葉も告げずにバルコニーから駆かけ出した。


「な、なんだかよくわかんないけど、これって……男よけの御護り？」


　首をかしげつつ、結局逃にげ出してきてしまった自分に、あれだけエンハスに大おお見み得えを切っておきながらこのありさまだと情けない気持ちで顔をしかめた。














12　ハヴィール




　エンハスは夜のライマ火山へ足をのばしていた。黒い岩ばかりがつづく不毛の土地に、大きくため息をつく。


　──畜ちく生しよう……！　ここへ足を運んだところで、今の俺に何ができる!?





　あの日、イルアラとジンシーが接せつ触しよくを持ったと聞かされ、エンハスは青ざめる思いだった。


　もう黙だまっているわけにはいかないと、姫君の従者という立場を利用し、言こと伝づてを預かってきたと告げジンシーを呼び出してもらうと暗い回かい廊ろうで対たい峙じした。


　改めてみる兄の顔は、どこにも近しいものは感じられず、酷こく薄はくさと向けられる嫌けん悪おばかりがにじんでいる。冴さえ冴ざえとした容よう貌ぼうも身にまとう空気も、まるで毒どく蛇じやを前にしたような気持ちにさせられた。だが、それはお互い様でもあるのだろう。


　ジンシーは底冷えのする目でエンハスを見ると、唇くちびるをゆがませた。


「みっともないことだな。高こう慢まんなラロヘンガの者が、人の足元にひれ伏ふすとは。いつからお前は小こ娘むすめの犬になりさがった？」


　挑ちよう発はつには乗せられないとばかりに、エンハスは核かく心しんだけを低く問いただす。


「ライマに何をする気だ。どういうつもりでイルアラに近づく」


「お前には関係のないことだ。ライマの穢けがれは今さら取り返せない。女め神がみの怒いかりは、神代の地ラロヘンガの力が満ちる夜に頂点を迎えるだろう。どうしても手を打ちたいというのなら……」


　コツ、と杖つえの音が石いし畳だたみに響ひびき、寄せられた口元から愉ゆ悦えつを含ふくんだ声音で告げられた。


「あの娘を女神に差し出せ」


　エンハスが顔をこわばらせ身構えると、ジンシーは体に不自由があるとは思えない素す早ばやさで身を離はなした。浮かべられた笑みは、エンハスの危き惧ぐする不安を楽しんでいるかのようだ。


「なに、国ひとつ救えるんだ、尊い犠ぎ牲せいってものだろう？　小娘が惜しければ、噴ふん火かを見過ごせばいい。国がひとつなくなる、それだけのことだ」


　エンハスは怒りにかられ拳こぶしを握にぎったが、回廊を向かってくる人の気配に、ジンシーはその背をひるがえすと杖の音とともに姿を消した。





　火山へとつづくひび割れた黒いカルデラの上で、エンハスはひどいジレンマに陥おちいっていた。


　──イルアラを女神に差し出すか、噴火を見過ごすかだと？　そんなことは考えるまでもない。この国がどうなろうと知ったことか！　俺にはイルアラの無事が全すべてだ。あいつの言う事など気にする必要はない。イルアラが笑っていてくれさえすれば……


　だが、思う側そばからエンハスは歯をギリリと食いしばった。自分がどういうつもりだろうと、イルアラがその事態を望まないだろうこともよくわかっている。


　彼女は決して、女神が招く惨さん事じを見過ごそうなどと思わないだろう。被ひ害がいはバラーバルだけに留まらないのだ。


　エンハスは、けわしい大地を蹴けりつけるとふたたび息を吐はく。


「どうしろってんだ、くそっ」


　結局イルアラともあれ以来、まともに口もきいていない。


　なんの解決も見み出いだせないまま、火山をあとにしたエンハスが宮きゆう殿でんに戻もどると、入り口で待ち構えていたのかハヴィールの姿が見えた。


「どうした、めずらしい……」


　声をかけて気づく。ハヴィールの眉み間けんにはくっきりと三本の皺しわがある。


　つまり『ただいま絶賛不ふ機き嫌げん中』の札がかけられているも同然だった。


　ふいに、そのがっしりした腕が後ろへふり上げられ、エンハスは思い切り殴なぐり飛ばされた。


　勢いよく地面に叩たたきつけられ、したたか背中を打ちつける。歯こそ折れなかったものの口の中を切ってしまい、エンハスは血の混じった唾だ液えきを吐き出した。


「……っ痛いてぇ」


「お前は、何のためにここにいる？」


　ハヴィールの声音は、鍛たん錬れんをするときの口調に近い。淡たん々たんとした声は静かだが、本気の怒りがにじんでいる。有う無むを言わさず暴力をふるわれたあげく、詰きつ問もん調ちようの声音にエンハスは身構えながらふてくされて答えた。


「イルアラの護衛だ」


「で、護衛が役目のお前がイルアラの側そばを離れて、ふらふらと毎日ほっつき歩いてるのはどういうわけだ？」


　エンハスは言い返そうとしたが、理由を話せるわけもなく口を閉ざす。


「毎日イルアラが嫌いや々いや着き飾かざって、シーハンに近づいている事は知ってるか？」


　その言葉に驚おどろいて顔をあげる。


　あれほどシーハンに近づくのを嫌がっていたのに、先日一人でやるといったイルアラの言葉の意味を知って、エンハスはショックを受けた。しかし動どう揺ようのためか、喉のどをついてでるのは驚くほど子どもっぽい本音でしかなかった。


「そんなに心配なら、ハヴィールが守ってやればいいだろう」


　エンハスの口答えに、一瞬何を言われたのかわからなかったのか、ハヴィールは間の抜ぬけた顔になった。


「……は？　何を言ってるんだお前は。そういう問題じゃないだろうが」


「そういう問題だろう！　行きの船で……イルアラに月契ハンドウを贈ってたじゃないか。イルアラだって嬉うれしそうだった」


　言葉が口をついて、エンハスは自覚した。そうだ自分は嫉しつ妬としていたのだ。


　思えば月契という形を見る前から、薄うす々うす不安はあった。幼い頃ころから世話になっているとはいえ、イルアラは何かあるとハヴィールを頼たよりにすることも多い。


　船の上で二人の間に月契を見たときには、足元が真っ暗になるほどショックを受けた。


　しかし、ハヴィールは一向に気にしたようすもなく、険しい顔をしている。


「お前……俺のことはいいから一度イルアラとちゃんと話をしろ」


「なんだよ、関係ないとでもいうのか？」


　怒ど鳴なり返した勢いで、ハヴィールの顔に血が飛ぶ。


　ハヴィールはため息をつき、それをぬぐうとエンハスの肩かたに手を置いた。がっしりとした腕うでをつたうように彫ほられた黒い蛇へびが目に映り、ハヴィールの「妻がいた」という発言が甦よみがえる。


「イルアラが誰だれを思っているかが大事なのか？　お前は見返りがなければ愛せないか？」


　諭さとすように問われてエンハスは仏ぶつ頂ちよう面づらになる。


　だが、ハヴィールは苦笑を浮うかべるとエンハスのとなりに座った。


「俺が、ラロヘンガの者を嫌きらっていることは知ってるな？」


　何を言い出すのかと目を見張ったエンハスに、ハヴィールはぽつりと漏もらした。


「俺の妻は精霊チエリツドに殺された」


　ラロヘンガの者全すべてを憎にくんでも仕方がない告白に、エンハスは息を呑のんだ。


「俺に心を寄せた精霊の嫉妬で妻は殺された。もちろんその精霊に報復はした。だから俺の両腕には蛇がいる。今もそのことを後こう悔かいはしていない」


　エンハスはハヴィールの腕から思わず目をそらした。『祝福から見放されし者』を示す炎ほのおに身を焦こがす黒い蛇は、ラロヘンガの者全てに忌いまれる証あかしだった。


「ただ、後悔があるとすれば、どうして妻が生きているうちに精霊を追い払はらえなかったのかということだけだ。俺の甘さが彼女を殺したも同然だ……誰かを想おもうのに見返りを期待するのが悪いとは言わん。それが当たり前だって考えもあるだろう。だが、お前がイルアラの手を握れるうちに、やれることはまだたくさんあるはずだ。つまらない意地や矜きよう持じに逃にげてたって仕方がないだろう？」


　落ち着いたハヴィールの声に、エンハスは悔くやしく思いながらもうなずいた。


「海から離れて日も経たっている。イルアラもかなり参ってきてるからな。お前が責任持ってなんとかするんだ」


　ハヴィールはそう言うと、エンハスの頭を軽くこづいた。


「……なにすんだよっ」


「俺の昔話はさっさと忘れてくれ。トリ頭なら簡単だろ？」


「俺をエダニーと一いつ緒しよにすんな！」


　ハヴィールは建物の中へ入る前に、小さくふり返るとつけ足しのように言った。


「それから、お前のことはそう嫌いじゃない」


　エンハスは目を丸くしてハヴィールの背中を見送ると、自分の黒い髪かみに覆おおわれた背中をのぞき見た。そこには封ふう呪じゆを示す、翼つばさを根元からちぎったような黒い影かげが走っているだけだ。


「俺だって、情けないって思ってるよ……ッテェ」


　切った口の端はしをぬぐって、エンハスは月の明るい夜空を見上げた。














13　神々の祝宴




　バラーバル国新宮きゆう殿でん完成の宴うたげは、太陽が傾かたむく頃、シーハンが最も気に入っている庭園を皮切りに始められた。


　この日のために方々から招かれていた賓ひん客きやく達が、こぞってわが身を飾かざり立て祝いの口上を述べに集まってくる。庭木は隅すみ々ずみまで丁てい寧ねいに剪せん定ていされ、サンダンカやホウオウボクを中心とした華はなやかな造りとなっていた。


　赤い花々が咲さき乱れ影を作るなか、時おり白いプルメリアが清せい楚そな姿を見せている。


　その中央に用意された大きな卓たくには、ところ狭せましと料理が並べられていた。


　屋外に設置された焼き場では、羊肉が炙あぶられる香かが立ちのぼり、巨きよ大だいな氷をオブジェのようにくりぬいた器うつわには、こぼれんばかりに果実が盛りつけられていた。


　噴ふん水すいの側を放し飼いの孔く雀じやくが羽根を広げて歩き回り、ところどころに弦げん楽がつ器きを奏かなでる楽人が座っている。


　華やかな眺ながめの中、西方ジラート大陸からの客人が連れ立ち、果実酒を片手にものめずらしげにそぞろ歩いていた。趣しゆ向こうと贅ぜい沢たくの限りを尽つくしたドレスを身にまとい、貴婦人達が庭にきらびやかな彩いろどりを添そえていく。


　イルアラは、シーハンから贈おくられたシフォンの裾すそが美しい赤いドレスを着て出席した。


　髪を複雑に結ゆい上げ、前髪を長く落として顔が半ば隠かくれるようにする。妹姫だと身分を偽いつわって出席しているため、あまり人の印象に残るのもまずいと考えてのことだ。


　もとより西方ジラート大陸の人々に近い容姿のイルアラに、このドレスはしっくりとなじみ、上手うまい具合に周囲の客達に溶とけこめていた。


　今日は、父であるファラーサがミアヒ島に渡わたっているはずだった。この日最も人の世に近づくという神代の地ラロヘンガも、ここにいる人々にとっては関かかわりのないおとぎ話も同然だろう。


　──でも、そうも言っていられないはずだわ。地じ震しんは増える一方だし、ここが原因なのは間ま違ちがいない。今朝は妙みように鳥が静かだった……なんだか嫌な予感がする。


　イルアラは、お披ひ露ろ目めとなった新宮殿を改めて仰あおぎ見る。


　青空を背景にそびえる宮殿は三階建だ。


　基き礎そに大理石の列柱を使った西方様式が取り入れられ、上部にある重層の屋根から空に向かって突つき出ている飾り塔とうには緻ち密みつな彫ちよう刻こくが施ほどこされている。金きん箔ぱくが施されたまばゆいそれは、バラーバルの伝統的な意い匠しようが踏とう襲しゆうされていた。


　一見すると異様な折せつ衷ちゆう建築ではあるのだが、不思議と陳ちん腐ぷには見えない。


　力強さを備えた美しさがあると人々は褒ほめ称たたえていた。


　食事や広間の内装は西方風ではあったが、楽団が奏でている楽器は南方ピリネアのものだ。深みのある弦の音とともに、リズムを取って打ち鳴らされるダルブッカ。


　イルアラは改めて、シーハン王の奇き抜ばつさに呆あきれつつも趣味は悪くないと思った。


　人々が庭を堪たん能のうし日が沈しずむ頃には、宴の場は宮きゆう殿でんの中へと移された。


　宮殿の大広間中央は、吹ふき抜けの大きな丸まる天てん井じようになっていた。ラロヘンガの神話を描えがいた美しい天井画を見上げた人々は、口をあけたまま感動している。


　イルアラは天井画を眺める暇ひまもなかった。「夜会用のドレスに着き替がえを」と迫せまるナスリーナに連れ戻もどされ、白いサーレを着せられた。大きく開いた背中や胸むな元もとには金粉を混ぜ込んだシアバターを塗ぬりつけられる。


　淡あわい光こう沢たくを持つ絹で仕立てられたドレスは、螺ら鈿でんを砕くだいた粉末を練りこんだ糸が使われており、光が当たると微び妙みように色合いを変化させる美しいものだ。


　体に沿わせたラインは、裾の辺りで重ねられたオーガンジーが後ろへ長く尾おを引き、波にも似た複雑な動きを見せるとても優ゆう雅がなドレスだ。


　イルアラの首にかけられたままの月契ハンドウが、ナスリーナは気になるようだった。


「姫ひめ様さま、それはつけていかれるのですか……？」


「変かな、ドレスに合わない？　でもこうして中に入れちゃえば目立たないでしょ」


　イルアラにしてみれば、タリアから借りてきた御お護まもりは、今こそ身につけていたかった。


　ここ数日、丁寧なブラッシングとハーブを調合したオイルを擦なすりこまれつづけたおかげで、金の髪も今は本来の艶つやを取り戻している。


　波打つ髪を背に流し、小さなバロック真しん珠じゆを繫つないで作られた精せい緻ちなヴェールが髪にのせられると、ようやくナスリーナは納なつ得とくしたようだ。


「イルアラ様、本当に……とても素す敵てきですわ。どうぞ広間にて楽しんできてくださいませ」


　陶とう然ぜんとした表情で、己おのれの作り出した力作に満足げなナスリーナを見ると、侍じ女じよが常つね日ひ頃ごろ自分に呆れ返る気持ちもわからないでもない。『姫君』とは本来はこういうものなのだろう。


　嬉うれしそうなナスリーナに送り出されたものの、イルアラは裾の開かないサーレに四苦八苦しながら広間へと戻った。


　会場の入り口に立つ侍従が、大きな両りよう扉とびらを押し開き、中へと招き入れられる。


　途と端たんに何百という人々のざわめきが体を覆い、出された食事や香こう水すいの匂におい、灯あかりにきらめくドレスや装飾品の輝かがやきに圧あつ倒とうされた。案内係が声こわ高だかにイルアラの到とう着ちやくを人々に告げる。


「タリマレイ国より第二王女タリア・サリアム様、おつきです！」


　周囲からは感かん嘆たんのため息あがり、小さなどよめきに包まれた。


「おぉ……美しい。どちらの姫君だといったかな？」


「タリマレイ、あの島国の？　西方ジラートの方のようにも見えますけど……」


　ひそひそと交かわされる会話を遮さえぎるように、人の群れを抜ぬけてシーハンが現れた。


　イルアラの前に跪ひざまずくとその手をとり軽く口づける。


　周囲のさざめきが一層大きなものとなり、悪目立ちしたくないというイルアラの気づかいは一いつ瞬しゆんで無む駄だになった。


「シーハン様……」


「し、……このまま前へ、来賓席へまいられよ」


　シーハンに連れられて、仕方なく一段高くなった壇だん上じようへとイルアラはあがった。


　若き国王は人々へ向き直り杯さかずきを高く掲かかげると、朗々とした声をあげる。


「今こ宵よいお集まりの皆みな様さま方は、戴たい冠かん式しきにもお越こしいただいたばかり。何度もご足労で申しわけなかったが、この芸術と呼ぶべき宮殿をぜひ目に焼きつけていただきたかった。今日は特別に隣りん国ごくともいえる海の楽園タリマレイから、麗うるわしい姫君も祝いに駆かけつけてくださった。どうか存分に楽しんでいかれてほしい。ハ・レース光あれ！」


　シーハンが掲げた玉ぎよく杯はいに、広間中の杯が持ち上げられシャンデリアの灯りにきらめいた。


　祝杯の余よ韻いんが消えぬうちに屋内の照明が落とされると、闇やみが落ちた広間は足元にあるわずかばかりの蠟ろう燭そくが照らすだけとなる。


　人々の不安げなざわめきが広がる中、入り口の両扉が勢いよく開かれた。





　ドン!!


　ドン　　ドン


　ドン　ドンドンドンドンドンドンドンドンドン…………!!





　暗闇に大きく轟とどろき響ひびき渡った太たい鼓この音に、誰だれもが驚おどろき口をつぐむ。


　つづけさまに大きく速く鳴る音は地を伝い、腹の底を突き上げ、力強く原始の荒あら々あらしさを伝えてきた。


　やがて屋内の照明が完全に落とされると、辺りは真の暗闇に包まれる。そこへ突とつ如じよとして、燃え盛る松明たいまつに照らし出された、大きな仮面が滑すべり込んできた。


　女性客は小さく悲鳴をあげるものもいたが、イルアラはそれらがさまざまな装束を身につけた踊おどり手て達だとわかった。


　昔から南方ピリネア大陸に伝わっている、ラロヘンガの神話を伝える伝統舞ぶ踏とうだ。


　猿さるのように身軽に宙返りを繰くり返しながら、駆け込んできた男女は松明をかざし、投げまわしつつ太鼓のリズムに合わせて足を踏ふみ鳴らす。


　巨大な木き彫ぼりの仮面をつけたものや、木の葉を編あんだ衣装を身につけたもの、獣けものの皮や骨をかぶったものから、鳥の羽根をまとったもの。


　恐おそろしげな姿をした異形達は、まるで精霊チエリツドのように異質な空気を放っていた。これほど見事な演舞を見せるのは『雨夜の月』旅団かもしれない、とイルアラは舞まいをよく見ようとした。


　だが、群舞から踊り出たメインの舞手を見て思わず足を踏み出す。


「……エンハス？」


　顔の半分が飾りで隠されているため表情まではわからないが、イルアラがエンハスを見間違えるはずがなかった。


　銀細工の目隠しに、半はん裸らの胸元に重ねられた銀の飾りが涼すずやかな音を立てる。右手にはフィンガーシンバル、左手に刀身の反り返った象ぞう嵌がんの飾り剣けんを持っていた。


　広がる黒くろ髪かみに混じる銀の房ふさとあいまって、まさに美しい鳥の化け身しんの降臨に見えた。


　切れのいい剣舞は、うねるように滑なめらかで激しい動きを見せる。音楽に合わせ舞が激しくなるにつれ、引き締しまった体に汗あせが浮うかび松明がそれを照らし出す。


　周囲には薄うす物ものをまとった乳ち房ぶさもあらわな女達が、その腕うでに、腰こしに絡からみつき身をふるわせた。四神が人の地に降り立たったという、創世をなぞらえた舞は、厳おごそかにときに激しくコミカルさも交え展開していく。


　ダルブッカが激しく打ち鳴らされるのにあわせて、舞手達が大きく体を仰あお向むけに反らせたかと思うと、床ゆかにほとんど身を這はわせる姿勢でひれ伏ふした。


　その中央でエンハスは床に膝をつくと、剣を頭上にかざしそのまま上体を真後ろへと倒たおしていき、滑らかに姿勢を変えた。強きよう靭じんな筋肉とやわらかな肉体で、人々を魅み了りようすると剣を宙へと投げつける。


　そのまま、体を床に仰向けに横たわらせると、落ちて来る剣が首の真横へと突き立った。





　ドンッ！





　飾かざり物の剣が立てるにはあまりに大きな音が宮殿を包みこむ。一瞬にして、人々は凍こおりついた。


「地震だ……」と不安げな囁ささやきはさざ波のように広がり、直後、それをかき消す轟ごう音おんを伴ともなった大きな揺ゆれが襲おそってきた。とたんに、悲鳴があがり人々は右往左往し始める。


　イルアラは人波に呑のまれぬよう、とっさに脇わきへと身を寄せた。


　──……大きい！　これはいつもの揺れじゃないわ。


「揺れはすぐに収まります！　この建物はそう簡単にはくずれません！」


　シーハン王を始め、近この衛えの者が客人をなだめに走った。今は揺れそのものよりも、出入り口に殺さつ到とうした人でけが人が出そうな混乱状態になっている。


　やがて、足元を左右に揺する不気味な振しん動どうは、徐じよ々じよに地鳴りと共に収まっていった。


　青ざめる人々を安心させようと、広間にはあらん限りの明かりが灯されていく。


　煌こう々こうと照らし出された広間の客人達は、恐きよう怖ふが興奮にすり替かわったのか、先ほどの揺れも催もよおしの延長であったと思い込むことにしたのだろう。


　驚きと不安をまくし立てる男性や、嬌きよう声せいをあげて酒しゆ盃はいを手にする婦人も見える。


　しばらくは身を寄せ合うようにざわめいていた人々が、再びフロアへ広がっていくと、飲み物を手にしてのおしゃべりが再開された。


　混乱と興奮の余韻が漂ただよう広間には、踊っていた舞手達もちらほらと見える。


　イルアラは背中にぶつかった舞手に声をかけられた。


「やぁ姫君、いい夜だね。エンハスをおさがしかい？」


　爬は虫ちゆう類るいの瞳ひとみを持つ青年は、ぺロリとその青い舌を見せた。


「あなた達……」


　イルアラは確信した。彼等は異形に化けた者達ではなく、全すべて本物の精霊だ。


　ラロヘンガが近づくことで、精霊チエリツド達の力も人型を保てるほど強まっているのだろう。


　イルアラはエンハスの姿を探すために、壇上から降りるとフロアへ紛まぎれ込んだ。


　幸いシーハン王は、状じよう況きようを落ち着かせるため広間中を移動しており、賓ひん客きやくに捕つかまっては話をしている。


「エンハス……エンハス！」


　目がくらむ装そう飾しよくと灯りのなかで着飾った人々が談だん笑しようし、先ほどまで踊っていた精霊チエリツド達がそこここで小さな悪戯いたずらを仕し掛かけているのがわかる。


　明めい滅めつする燭しよく台だいの光。走りだす鳥の丸焼き。婦人達の腰の部分を膨ふくらませたスカートがその何倍にも膨れ上がっては悲鳴があがる。


　周囲の景色が、趣しゆ味みの悪い悪夢のように目まぐるしく視界を過ぎ、目が回りそうになった。


「イルアラ？」


　行き過ぎそうになったのか、後ろから手首を引かれて驚く。


　そこにはまだ汗を浮かべたエンハスの姿があった。


　向き直ったイルアラは、エンハスの目元を覆おおう銀細工の目隠しを毟むしり取る。


「痛っ！……乱暴にするなよ」


　見慣れた黒い瞳が現れたことにほっとしつつ、イルアラは叫さけんだ。


「どうしてここにいるの!?　それにそれ……」


　イルアラは思わず口元をおさえた。人々は装飾の一部だと思っただろうが、エンハスの髪に混じる銀の房はふくらみ、髪が半ばから羽う毛もうへと変化していた。


　黒い蔦つたのように見える文様がエンハスの背中から、腕や足へと伝いだしているのを見てイルアラは青ざめる。エンハスは自力で封ふう呪じゆを退けようとしているのだ。


「エンハス、どういうことなの？」


「ここへ紛れ込むのに精霊を呼んで、正規の舞ぶ踏とう団だんとすり替わった。とにかく時間がない。そこの階段から上のバルコニーへ出られるから」


　慌あわただしく広間の奥にある階段を上がろうとするエンハスに、イルアラは混乱していた。


「まって、どうして文様フスが浮き上がってるの？　封呪が……」


　エンハスに手をひかれ、螺ら旋せん状になっている階段を駆け上がる。裾すその狭せまいサーレのため、イルアラはついていくのがやっとだ。


　前を急ぐエンハスの背を、明り取りの窓から漏もれる月明かりが照らしだす。


　褐かつ色しよくの肌はだの上、不ふ吉きつな影かげが黒い触しよく手しゆを伸のばすのが見えた。


　三階にある広いバルコニーへと連れ出され、月光を浴びたエンハスの髪が、月明かりを弾はじいて銀色に輝かがやく。


「さっきの揺れ、ライマ火山で何か起きたのね。エンハス……羽根は」


　不安げなイルアラの声を遮さえぎるとエンハスは告げた。


「本当は黙だまっていようかと思ってた。このまま何も教えないで、火山に何があっても……イルアラが無事ならそれでもよかった」


　言い放つエンハスは、どこか寒々として心細そうに見えた。


　その背後に広がる眺ながめの先、火山のある方角の空が妙みように明るい。夜だというのに、空は大きな炎ほのおに炙あぶられているかのように赤く染まって見えた。


「エンハス……そんなことは」


「わかってる、イルアラがそう望まないことは知ってる。だから俺も決めた。ライマの怒いかりを鎮しずめるには火口へ向かわなくちゃならない。翼つばさを解放するための言葉は覚えてるか？」


　その言葉に、封呪を退けることで文様に痛々しく苛さいなまれるエンハスを思い出し、イルアラは青ざめた。


「ヴァラカンの言っていたあれは、完全に封呪が解けるわけじゃないんでしょう？　あのときだって……」


　封呪を無理に退ければ、エンハスは翼を再び封じる痛みにみまわれる。もし封呪が発動しつづければ、翼は腐くさり落ち文様が全身を絡めとり、いずれは死を招くかもしれない。


　イルアラは言葉につまった。まさかそうした決断を迫せまられるとは思わなかったのだ。


　自分の国を思う気持ちに噓うそはない。だが、心のどこかで迷う声がする。


　いずれ自分は女王となる。だが国の指導者になるために、欠けたところがあるとわかっていても、免めん罪ざい符ふになるものなどなにもない。


　能力ナドウルのない自分への後ろめたさ。対立する議会の勢力や、送り出してくれた父の顔。


　自己満足ではないと言い切れるだろうか？　何もできない自分がただ不安で……周りが見えなくなっているのかもしれない。


　その気持ちのために、エンハスの身を危険にさらしてまで？　だが、それら全てを包むように、穏おだやかにエンハスの声が響ひびいた。


「イルアラ、時間がない。できることをするんだろう？」


　かけられた言葉にはっと顔をあげる。


　そうだ、あの日自分はタリアにも誓ちかった。「そのとき最善だと思うことをするのだ」と。


「わかった……でも私も一いつ緒しよにいくわ。翼をできるだけ早く封じ直すには、そのほうがてっとり早いもの」


「……止めたいところだが、たぶんイルアラの力が必要になる。女め神がみライマが目覚めれば、命はないかもしれない。それでも？」


　イルアラは力強く笑えんで答える。


「死ぬつもりで行くんじゃないわ。一緒に戻もどるために行くの」


　エンハスは黒い瞳を静かに閉とざすと、イルアラの手のひらの花に触ふれた。


「俺はイルアラを護まもる……いつまでも、この命つきても。誓いはそれだけだ。お前が望むなら俺の全てを与あたえよう」


　厳おごそかに告げられたエンハスの言葉を受うけて、イルアラは解放の言葉を口にした。


「ランゲあなたの　ワラドゥ風を　クラニー解放する」


　とたん、繫つないだエンハスの手に力がグンとこもった。背中で膨れ上がる髪の束たばが大きくうねり影を増すと、みるみる翼が形作られていく。メキメキと骨の軋きしむ嫌いやな音が響くと、背の黒い影を中心に、銀の混じった黒くろ髪かみが絡み合いながら伸びていった。


　だが、同時に翼の形成を妨さまたげる黒い蔦も全身にひろがり、血を滴したたらせていく。


　封呪を無理に退け翼を維い持じすることが、エンハスにとってどれほど負担になるかは目にも明らかだった。


　せめて痛みを分け合えればと強く願いながら、イルアラはつないだ手をひくと、バルコニーの端はしへと向かう。舞ぶ踏とうのときとはまた違ちがう、苦しみから滲にじむのだとわかる汗あせを額に浮うかべ、エンハスは息を整えるように喘あえいだ。


「い……ぃか、ここからライマまで一気に飛ぶ」


　実際喋しやべるのも苦痛なのだろう。エンハスは浅い息の下で歯を食いしばると、黒い蔦をふり払はらうように両りよう翼よくを大きく広げた。黒と銀の羽毛があたりに舞まう。


　翼はゆうにエンハスの背せ丈たけの二倍はあり、羽ばたきが風を呼んだ。


　そのときバルコニーの入り口に慌しい足音が響くと、シーハン王と衛兵が駆かけ上がってきた。


「姫ひめ君ぎみ、ご無事ですか!?」


　侍じ従じゆうからの報告で、王女が舞まい手てと姿を消したとでも聞かされたのか、慌あわてたようすのシーハンはイルアラのとなりに立つ影に気づくと空気を険しくした。


「姫君への乱暴は容よう赦しやせぬぞ……」


　腰こしに佩はいた剣けんを構えようとしたが、イルアラはエンハスの前に出ると髪かみ飾かざりとヴェールを取り、シーハンに向かって投げ捨てた。


　ドレスについている長い飾かざりをちぎり、サーレの裾を握にぎり締しめると乱暴に引き裂さく。


「タリア姫!?」


　驚おどろくシーハンに、イルアラは笑いかけた。


「心配はご無用です。ここにいるのはシーハン様もご存じの者です。私はこれから貴方あなたに大きな貸しを作るでしょう。貴方はそれをどう返されるおつもりか、考えていてくださればいい」


　イルアラは凛りんとした声で言い捨てると、エンハスの首に腕うでをまわした。


　封呪によって流れ出た血が、白いドレスを見る間に赤く染めていく。


「エンハス、お願い」


　イルアラがしがみつく腕に力をこめると、体の周りを大きく風がうずまいた。エンハスの両腕がしっかりとイルアラの腰を抱だくと勢いをつけて手すりを越こえた。


　初めは重力のままに落下する衝しよう撃げきがあり、イルアラは恐きよう怖ふで顔が引きつったが、翼が大きな風切り音を立てると、再び体は弧こを描えがきふわりと持ち上げられる。


　月明かりを浴びて銀色に光をはじく黒い翼を、シーハンは呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで見送った。














14　ライマの怒り




　ライマ火山の火口へ近づくにつれ、強きよう烈れつな熱気と蒸気を伴ともなう噴ふん煙えんが上がる。


　岩の割れ目には、赤くぎらついたマグマがのぞいていた。辺り一面に胸が悪くなる硫い黄おうの臭においが立ちこめているため、イルアラはドレスの裾を口にあてがった。


　徐じよ々じよに高度を落としたエンハスは、黒い大地に滑すべるように着地する。


　イルアラを降ろした途と端たん、くずおれるようにして倒たおれこんだ。


「エンハス!?」


　イルアラは翼を封じるために己おのれの血が必要だと気がつくと、足元に転がる尖とがった石を拾い腕にあてがったが、エンハスの手に止められる。


「まだ、だ」


「でも！　血がそんなに……」


「まだ翼は必要だ。……封じるのはもう少しあとでいい」


　エンハスは首を振るが、文様フスによる出血は止まらず顔色は悪くなる一方だった。足元の大地も立っているだけでひどく熱い。赤い光に照らされ、肌を炙られる熱気の中でイルアラは泣き出したいほどの不安にかられる。宮きゆう殿でんからここまでに失った血の量も少なくない。


　地面に力なく落ちた翼を見ても、エンハスが大だい丈じよう夫ぶだとはとても思えなかった。


　けれど、その苦しみも痛みも、全すべては自分が望み選んだ結果だ。


　火口へと向き直ると、あまりの高熱に開いている目が溶とかされてしまう気がしたが、その向こう側に人ひと影かげを見てイルアラは息を呑のんだ。


「ジンシー……」


　見覚えのある暗い色の外套フエイルをまとったジンシーが、熱気のなか杖つえをつき立っている。涼すずやかに見えるその顔は、熱さをまったく感じていないようにも見えた。左目を覆おおっていたモノクルも今はなく、異様な輝かがやきを持つ赤い瞳ひとみがこちらへ向けられている。


　ジンシーが浮かべた冷たい笑みは、侮ぶ蔑べつと嘲あざけりに満ちていた。


「エンハス、まったくお前ときたら。うす汚ぎたない羽根をぶら下げた瀕ひん死しの鳥だな、みっともない。その醜みにくい羽根をいっそ引きちぎってやりたくなる」


　ジンシーがエンハスの名を呼んだことに驚いて、イルアラはふり返った。


「あの男は、俺の兄だ」


「あに……って、あの人が？　エンハスの!?」


　返された答えにさらに驚きながらも、エンハスのようすがおかしかった原因はこれだったのかと思い当たる。


「どうして……もっと早く言わなかったの？」


「父につづいて兄までこれだと、イルアラもさすがにうんざりするだろ？」


　その言葉を聞いて、今までのわだかまりがすっと胸に溶けた。


　痛みに耐たえるエンハスの頭を、イルアラは優やさしく撫なでる。


「ね、これを隠かくしててようすが変だったの？　言っておくけど、こんなことでうんざりしたり嫌きらいになったりするわけないでしょ。ただ、あの人がエンハスのお兄さんでも……好きになれそうにないけど」


　以前、ヴァラカンのエンハスに対する態度にも腹を立てたものだが、この男からはむき出しの悪意しか感じられない。イルアラはエンハスを庇かばうように前に立つと笑ってみせた。


「あんな二重人格男とエンハスが、全然似てなくて良かった」


　火口の反対側に立つジンシーが、あざけるような笑みを浮かべた。


「ラロヘンガがもっとも近づくこの日を待っていた。ライマの力が最も増すこの機会を！」


　ジンシーは、あらわにしていた己の真しん紅くの左目に手をかけると、なんの躊ちゆう躇ちよもなくえぐりだしてしまった。


　啞あ然ぜんとするイルアラの前で、ジンシーは痛みを感じていないのか、哄こう笑しようしながら手にしたものを火口へと投げこみ朗々とした声で叫さけぶ。


「疫闇ダハル！　病やみし災わざわいをもたらす者達よ。火の神アリファーンに連なる女神ライマを穢けがし、その力を歪ゆがめよ！」


　ジンシーの言葉が終わるや否いなや、激しく大地が揺ゆれたかと思うと、爆ばく音おんを立てて噴煙が高くあがった。大地の底を走る不気味な地鳴りの先で爆発がおきる。金鉱の入り口付近に見えるライマ神殿そのものからも、どす黒い炎ほのおが天に向かって噴き上がっていた。


　背後のエンハスに腕を引かれ、イルアラは火口から引き離はなされる。


「な、に。どうなっ……ゲホッ！」


　熱波を吸い込んでしまい、咳せき込みながらイルアラはあたりを見回したが、すでにジンシーの姿は消えている。ただの煙けむりには見えない黒い影を睨にらみエンハスは大きく舌打ちした。


「くそ！　あの列柱は疫闇ダハルを増ぞう幅ふくさせるための……最初からそのつもりか」


「なに、ダハルって……」


　イルアラの問いに、背後から流りゆう暢ちような説明が返った。


「神代の地ラロヘンガで今最も忌いむべき存在であり、四神に連なる者達が戦いつづけるはめになっている、病と滅ほろびをもたらすものさ。本来の性質を侵おかし歪め捻ねじ曲げてしまう……まぁ、諸悪の根源みたいなもんかなぁ」


　聞き覚えのあるその声に、二人は驚いて振り返った。


「やぁ、奇き遇ぐうだね。二人揃そろって噴ふん火か見物……にきたわけじゃないよねぇ」


　そこには、微かすかにイルアラの記き憶おくに残る面おも差ざしの青年が、ひらひらと手を振り立っていた。砂色の髪かみを揺らし、楽しげな笑えみを浮かべている。


「アディ……エデン」


「おや、光栄だ。君に覚えていてもらえたとはねぇ。ずいぶんと育ったじゃないか、ナリはボロだがちゃんとお姫ひめ様さまに見えるよ」


　どこかおどけた調子で、アディエデンはイルアラの手をとった。


「どうする？　火山の女め神がみはそうとう寝ね起おきが悪いようだけど」


　人ごとだと言わんばかりの、能天気なアディエデンにエンハスが石を投げた。


「元はといえば、お前が鉱脈のことをジンシーに吹き込んだのが発ほつ端たんだろうが、この世迷星のひま人！　お前が諸悪の根源だ！」


「ふーん、言うじゃないかヴァラカンの息子むすこ。そもそもは、お前がこちらへきたことが発端だ」


「お前こそ、暇ひまつぶしと嫌いやがらせで国をつぶそうとする大おお馬ば鹿かだ」


　延々と言い争いがつづきそうになり、イルアラは険悪な二人の間に割って入った。


「とにかく！　今はそれどころじゃないでしょ。ライマをどうやったら鎮しずめられるのか教えて」


　一刻も早く事態の収拾をつけなければならない。先ほどからアディエデンのたわごとに言い返してはいるが、エンハスの顔色は悪くなる一方で文様フスの侵しん食しよくも進んでいる。体を起こしているのも辛つらそうなエンハスの肩かたを、イルアラは抱きかかえた。


　そんなイルアラの気持ちに気づいたのか、アディエデンは不思議な笑みを湛たたえた。


「いいかい、手のひらに太陽花を持つ姫君。できることといったら、ライマをお前の身に招まねき入れ、直接女神に鎮まるよう説得するぐらいだ。ただ人びとであるお前だけが、ここではライマに体を差し出せる存在だからね。姿を持たぬ神の眷けん属ぞくは、器うつわを通すことで意思疎そ通つうが易やすくなる、お前の能力ナドウルでも追いつくだろう。だが、しくじればライマはお前の体をのっとり完全に目を覚ます。どうする？　覚かく悟ごが決まれば、今すぐにでも火口へ突つき落としてあげるけど？」


　イルアラは思わず頰ほおを引きつらせた。


「火口へ……ね。他に手はないのね？」


　鳥の王とは、しょっちゅう言い争っているイルアラだったが、形のない神となると勝手がわからない。


「そうだねぇ。ジンシーときたら金鉱にかこつけて、周しゆう到とうに柱を建てて疫闇ダハルを呼びこみ、極きわめつけが、疫闇の穢れを直接火口に投げ入れた。ここまで念入りにライマの聖域を侵して逆げき鱗りんに触ふれちゃってる状態で、聞く耳もってくれるといいけどね？」


「……ずいぶん、ご丁てい寧ねいにありがと。つまり、ひたすら分の悪い話ってことね」


　イルアラは眉み間けんに皺しわをよせつつも、己を奮い立たせるとエンハスを抱だく腕うでに力をこめた。


「いいわ！　ここまできて引き返す気はないもの」


　だが、覚悟を決めて立ち上がろうとしたとたん、腕を強くつかまれてイルアラは立ち上がりそこなった。


　思わず手を伸のばしたのだろう、エンハスの黒い瞳にはイルアラを止めようとする必死の色がうかがえる。だが、ものいいたげな唇くちびるが開くことはない。他に手が無いことは、エンハス自身よくわかっているのだろう。


　イルアラは笑みを浮うかべ、その手に自分の手のひらを重ねた。


　いつも父が見せるような、周りを安心させる笑みを作れているといいと思いながら。


「いかなきゃ。早くかたづけて、一いつ緒しよに帰ろう？」


　エンハスが痛みに耐えるように細く息を吐はき、腕をつかむ手の力がゆるむ。


　イルアラは立ち上がると、楽しそうに手招きするアディエデンに向き合った。


「どうすればいいの？」


「いい覚悟だ、ではここへ立って」


　まだ溶よう岩がんこそ溢あふれ出してはいないものの、火口の間ま際ぎわの高温はすさまじく、蒸気とガスに炙あぶられ背の焼ける痛みにイルアラは歯を食いしばる。


「では、僕からも祝福を。輝く姫君の無事を祈いのって……」


　アディエデンは相変わらず涼しい顔で火口へ近づくと、腰こしを折りイルアラの両の手のひらにある花それぞれに口づけた。


「また会おうイルアラ」


　見上げてくる深い瞳は死者の国スフアルゲの色。


　アディエデンが立ち上がり、暗い藍あいをのぞきこめてしまいそうなほど瞳が近づく。


　吐と息いきも間近に微笑ほほえみが近づいたかと思うと、イルアラはおもいきり突き飛ばされた。





　悲鳴をあげることさえできない。死を覚悟するしかない落下の途と中ちゆうで、ふいに肌はだを焼く熱気が霧む散さんする。体が岩場にたたきつけられることもなく、イルアラは熱く湿しめりけのある暗くら闇やみにねっとりとからめ捕とられた。地じ響ひびきのような、脈動にも似た音が全身に響く。圧あつ迫ぱく感かんに息が苦しくなる中、周囲の音も感覚も一いつ切さいが失うしなわれていった。


　全身が心臓になってしまったような鼓こ動どうの中で、黒い波が足元からせりあがってくる。


　──何？　なに……か、聞こえる。


　だが、意識を尖とがらせようとすればするほど、拡散し自分が頼たよりなくなっていく。





　アディエデンはエンハスの傍かたわらに立ち、吹ふきつける熱風から身を守るために髪を広げてのんきに見物を決め込んでいた。


「イルアラ!!」


「う～ん、思ったとおり。やっぱり賢けん者じやの文様フスがあっても、ライマに取り込まれちゃったかなぁ。あ、疫闇ダハルにかな？　どっちにしろ、正気の沙さ汰たじゃないよね？」


「お前、のんきにいってる場合か、力を貸せ！」


　エンハスは立ち上がることもままならない状態だったが、怒ど気きにまかせてアディエデンの衣ころもの裾すそを強く引いた。


「うーん、一応僕もねぇ、手は貸してあげてるわけよ。さっきからお前に岩が降ってこないようにはしてやってるだろう？　ヴァラカンの息子なんかに」


　火口にイルアラが突き落とされてから間もなく、激しい揺れとともに爆発が起きると大きく蒸気が噴き上げられた。そのもやの中に人ひと影かげが見える。


　やがて蒸気を霧散させる光が放たれると、イルアラが火口上空に浮かんでいた。


　全身を炎に包まれたように輪りん郭かくはぼやけ、金の髪は熱風に舞まい炎の揺らめきそのものに見える。瞳ひとみは赤い光を帯びて見え、意識がないのか視線が定まらない。


　火山はますます活性化し、溶岩がのろりと噴ふん火か口こうを赤く染め炎に包まれた岩石が流星のように赤い尾おを引いて飛ばされる。にじり寄り流れる溶岩は、荒あれ地に生えているわずかな雑草をも炎に変え迫せまっていた。


「貴様っ……！　イルアラをそそのかして何が目的だ」


「目的があるのは僕じゃなくてジンシーだろ。お前を傷つけられる方法を、意地悪く探した結果がこれじゃないのか？　僕はイルアラの質問に答えただけだ。ライマに人として意思を伝えたければ、依より代しろを与あたえるしかない。半神なんてのは人の肉に留め置けば人に近く、自然の摂せつ理りに近ければその理ことわりのまま力を振ふるうだけだ」


　険しいエンハスの視線に、アディエデンは意地悪な笑みを浮かべた。


「僕はただ興味があるだけさ。力がなくとも性しよう根ねが歪ゆがみきった兄と、血統はご立派だがそれが疎うとましい弟っていうのは見ていて楽しいからねぇ。いつかあの男が復ふく讐しゆうを遂とげるのも一興。お前が翼つばさを失うならそれもまた見ものだね」


「最低だな！　お前のしていることは性質たちの悪い神々の気まぐれと同じだ」


「そいつは光栄だ。だって仕方がないだろう？　気まぐれってものに器を与えてできたのが僕だとしたら、人が時として「運命」なんて呼ぶのは結局僕のことかもしれないしね」


「ふざけるな！」


　エンハスは唸うなりながら片かた膝ひざをついて身を起こし、声をふり絞しぼってイルアラに呼びかけた。


「イルアラ!!　イルアラ、ライマに体を渡わたすな！」


　わずかな会話にも息がもたず、エンハスは大きく息を吸い込もうとして血を吐き出した。


　すでに文様フスは細かく枝分かれし、エンハスの頰にまで達している。


　その声に反応したのかイルアラの赤く染まった瞳が揺ゆれ、一いつ瞬しゆん人間らしい表情がのぞいたが、すぐに痛みに歪んだ顔になった。





　イルアラは意識を保とうとしつづけるほどに、頭の芯しんがくずされるような痛みに苦しんでいた。強大で圧あつ倒とう的な力が自身を押しつぶすように身の内で重圧となり膨ふくらんでいく。


　沸ふつ騰とうしそうな痛みの中で、己おのれの無力さに打ちひしがれた。


　黒い波は暗い炎ほのおとなり、イルアラの気持ちをどす黒く焼いていく。


　あとには不安と絶望がじわりじわりと身の内を満たしていくのがわかった。


　いつのまにかイルアラは、薄うす暗ぐらく長い回かい廊ろうを歩いていた。


　沈しずんだ色しき彩さいで描えがかれた天てん井じよう画がや、壁かべにかけられた肖しよう像ぞう画がが見える。天井をあおげば、絵の人々は動き、それぞれが何事かを口にし険悪な表情で口論している。





　──知ってる、あれは議会の反対派の面々だ。力のない私より、王位をタリアにって動きが一時期あった……ずっと国を守ってきたものが私にはないから、女王にふさわしくないって。私はどちらが女王になっても、側そばで助けになれればいいと思っていた。


　けど父さまが……あのとき父さまは本当に悲しそうな顔で、タリアに公務を任せるようなことがあれば、命は保証できないって……それが恐おそろしく怖こわくて、しばらくのあいだ、毎日タリアの部屋へ通った。





　辛つらい思い出にイルアラは耐たえがたくなり、逃にげるように足を進める。


　壁へき面めんの肖像画はどれも見覚えのあるものだ。初代女王から始まる、代々のタリマレイ国王達が描かれた絵は、イルアラが大だい嫌きらいなものだった。ここに描かれている人は、誰だれももう生きてはいない。死人の瞳から逃のがれようとイルアラは回廊を走った。


　突つき当たりの扉とびらを思い切り両手で押すと、扉の向こうに血ち塗まみれのエンハスが倒たおれているのが見える。衝しよう撃げきに思わず息をつめて目を閉じた。





　──これは現実じゃない！　……本当じゃないはずよ……島長カテイーブの話も、肖像画も噓うそじゃない……でも、これは本当のことじゃないの。だから大だい丈じよう夫ぶ……エンハスがいてくれるから大丈夫。





　必死に自分に言いきかせ、震ふるえる足で踏ふみとどまる。


　だが、思うそばから血の気は下がり手足が冷え、暗くひんやりしたものに蝕むしばまれていく。





　──父さまだったら？　タリアだったら？　能力ナドウルがあれば違ちがった？


　私がラロヘンガの住人に認められるほど能力が強ければ、ライマは耳を傾かたむけてくれた？


　力があれば、力が……





　イルアラは、はっとして握にぎり締しめていた両手を開いた。


　ここに、力はあった。


　幼い日に刻まれた両手の太陽花。それは微び力りよくだけれど、まるで今の自分そのものだ。


　イルアラは手のひらの花を、ゆっくりと目の前で重ね合わせる。


　足りないかもしれない力を差し出すのは、伸のばした手を払はらいのけられる恐れにも似て、勇気のいることだった。だが、ライマは己の身のうちにいるのだ。ならば、自分に与えられた能力ナドウルを自らに流し込めばいい……


　あわせた手のひらの間から微弱な振しん動どうが伝わると、頭の芯を苛さいなみつづけたどす暗い闇やみの圧力が晴れていく。地鳴りに似た脈動が収まり、無限に膨らむかと思われた暗い力が、急速に意思を持つ何かへと変へん貌ぼうを遂げていくのがわかった。


　姿なき神の力はあまりに圧倒的だった。威い圧あつされるようなその気配に、器うつわを持たぬということが、これほど違いを感じさせるものなのかとイルアラは畏い怖ふにかられた。





　───……娘むすめよ……虚うろの子よ。炎の石に護まもられし者。それは我が一族の加護だ。





　頭の中にこもるように響くライマの言葉に、イルアラは自分の胸むな元もとで光を増すトパーズの鮮あざやかな光を見た。


　タリアが月契ハンドウを渡してくれたときのことを思いだす。確かにこれは何よりの御お護まもりだ。


「……ライマ、お願いです。怒いかりを鎮しずめてください！」





　────　娘、だが我とて不快だ。疫闇ダハルの全すべてを焼き払わねばこの怒り収まらぬ。





　イルアラは、胸にあるトパーズを必死に握にぎり締しめて言いつのる。


「恐れながら、貴方あなたの力では全てのものが焼きつくされてしまいます、どうか！」





　──ほぅ、お前はその手に面おも白しろいものを隠かくしているな。なるほど、我を受け入れられたのはそのせいか。……はるか昔にも、お前のような娘がいた……強い目をした……





　ライマの言葉が終わりきらないうちに、ふいに手の中のトパーズが熱を持ち、胸の内に灼しやく熱ねつ感かんが湧わき上がる。イルアラは思わず息をつまらせ体を二つに折った。


「っ！……ふっ……ぅ」


　驚おどろいて目をやると、胸元の石から金色の淡あわい炎が生まれ、腕うでや足へと走っていく。


　おぼつかなかった手足の感覚が戻もどると、そこには炎を象かたどった曲線の美しい手てつ甲こうがあり、胴どうにはトパーズの輝かがやきを持つ胸当てがあった。炎がまといつくような美しい武具は、神しん殿でんで見たライマの装いだということがわかる。





　────　ならばその方の体を借りるまで。汝なんじが虚うろの者であれば、のまれもすまい。


　だが、娘。虚の者が現れしとき、その力に世界は乱れる。吉きつ兆ちようとも思えぬな……





　ライマの言葉が終わるより早く、突とつ然ぜん視界が戻ってくる。


　眼がん下かには黒い大地と蒸気が拡ひろがり、赤い溶よう岩がんがそこここにたぎっていた。宙に浮うくアディエデンと、エンハスの姿も見える。


　イルアラが右手を空に掲かかげると、炎をまとった銀ぎん槍そうが出現した。女め神がみの意い志しによりかまえられた槍やりが、どこへ向けられているのかがイルアラにはわかった。





「ふぅん、説得に成功したかな？」


　アディエデンの言葉にエンハスが目を凝こらすと、イルアラを強く包んでいたまぶしい炎の勢いが落ち着くのがわかった。そこに、炎をまとう金色の武具に身を包んだイルアラがいた。


　夜目にもまぶしく燃え上がる槍が、黄金の髪かみを明るく照らしだす。


　今のイルアラは、怒れる火山の女神そのものだった。


　高く掲げられた槍の炎がひときわ強くゆらめくと、ふり下ろされたそれは炎の尾を引いて、光が流れるように夜空を裂さいて飛ぶ。


　暗くら闇やみのなか、光の落ちた先で大地が震えると大だい爆ばく発はつが起きる。


　噴ふき上がる溶岩と蒸気で、辺りはさながら地じ獄ごくのありさまになった。


　アディエデンが遮さえぎってくれなければ、確実に消し飛んでいたであろう衝撃にエンハスはふり返った。炎の槍が破は壊かいしたのは、鉱脈施し設せつに建てられていた小さな神殿らしきものだ。


　エンハスはさらにその先にあるものを見て、イルアラ（──いや、ライマ神？）が示したかったことに気がついた。


「神殿……この先の大きな神殿の、柱……」


　ジンシーが疫闇ダハルを投げつけたとき、黒い炎を噴き上げたのはあの神殿の柱に違いない。


　エンハスは力をふり絞しぼると、二度三度と羽ばたいた。ねばつき締め上げてくる影かげをふりほどき、自ら中空へ飛び上がると右手を大きくふり上げた。


　封ふう呪じゆを退けているうえ、ラロヘンガが最も人の世に近づいている。


　力が何倍にも増ぞう幅ふくされているのがわかった。


　黒雲が異様な速度で空を覆おおいつくすと、雷らい鳴めいが轟とどろき辺りは嵐あらしのような荒れ模様となった。


　暗黒の空の下、火を噴く大地だけが煌こう々こうと明るい。


　エンハスの頭上の雲が渦うずを巻くと、伸べられた腕に向かって暗闇を裂き稲光が集まる。青白い光は蛇へびのように腕にまといつき、大きくうねるように増幅されていく。


　ビリビリと空気を震わせる音が耳みみ障ざわりなほどになると、エンハスは腕を思い切りふり下ろした。電でん撃げきは鋭するどい白はく刃じんとなって放たれる。


　視界がゆれるほどの轟ごう音おんを伴ともない、すさまじい雷いかずちが落とされた先には、ライマのために建てられた神殿があり、そこには疫闇ダハルを呼び込むための黒い柱があった。


　エンハスの落とした一撃により、昏くらき神殿は鈍にぶい音を響ひびかせ崩ほう壊かいした。


　重なる瓦が礫れきの隙すき間まから、黒い霧きりが立ち上り空へと舞まい上がる。


　それと同時に、空にあったイルアラの体から炎の輝きが消えたかと思うと、ふいに脱だつ力りよくし火口へと落下した。


「……くっ！」


　エンハスは再び羽ばたき飛び出すとイルアラの体を抱だきとめ、火口からギリギリ離はなれた岩場に滑すべり落ちるように着地した。熱をもった岩がん盤ばんで羽根と肉が焼ける嫌いやな音があがる。


「……ぅうあぁぁああ!!…ぐぅっ……」


　耐たえ切れず喚わめきながらも、イルアラを落とすまいと自分の体の上へ必死に抱き上げる。


　アディエデンがひらりと移動すると、エンハスの傍かたわらにつま先立った。


「これぞ焼き鳥ってね……」


　つぶやいてイルアラの腕をつかむと、無造作にその指に嚙かみついた。


「お前……つっ」


　アディエデンは、怒ど鳴なるエンハスを小こ馬ば鹿かにしたように眺ながめると「うるさいなぁ」と言うなり、イルアラの手でその口をふさいでしまった。


「ほらほら、シーハンの差し向けた衛兵もこっちに向かってる。さっさと起きて封呪しないと、君の彼氏は焼き鳥だけじゃすまないよ～」


　のんきな口調で語りかけながら、イルアラの頰ほおを軽く叩たたく。


　やがてそのまぶたが震えると、蜜みつ色いろの瞳ひとみがのぞいた。イルアラは、目の前にエンハスの顔を見つけると、顔をくしゃっとしかめて腕を伸ばした。


「エンハ、ス…………ドゥニ……ネティ」


　小さく耳元でつぶやき、エンハスの体を強く抱きしめた。


　見る見る引いていく影とともに、その体が翼を失う痛みにこわばる。


　鈍く響く嫌な感かん触しよくは、羽根なのか骨なのか硬かたいものが折れる音を腕に伝えた。


　悲鳴を堪こらえ、嗚お咽えつ交まじりに息を吸い込む音がエンハスの喉のどを鳴らす。


　これが自分の望みの代だい償しようなのだとイルアラは唇くちびるをかみ締めた。


　痛みも辛つらさも肩かた代がわりすることは許ゆるされない。誰だれかの負担にはなりたくないと願いながら、結局エンハスを傷つけ守られた自分が情けなくてたまらなかった。


「ごめんなさい。本当にごめんなさい……エンハス」


　こわばるエンハスの体が弛し緩かんするまで、イルアラはその体を抱きしめつづけた。


　エンハスが呼んだ雷雲が豪雨スコールをつれてくる。激しい雨に溶岩は蒸気をあげ、あたりは霧に包まれた。














15　帰郷




　噴ふん火かに落雷と立てつづく異常事態に、シーハンの差し向けた衛兵によって、イルアラとエンハスは直ちに宮きゆう殿でんへと運びこまれた。


　イルアラは火口に突つき落とされた際背中に火傷やけどを負い、エンハスは満身創そう痍いといっても大げさではなかったため、しばらくの間は二人ともうつ伏ぶせで安静にしているよりほかなかった。





　臥ふせっている間にも月は一つ進み、空には八番目の月シヤウマーンが姿を現わしている。


　イルアラと比べて、エンハスは岩盤で負った背中の火傷と、右みぎ腕うでの裂れつ傷しようが酷ひどかったため、いまだ熱が下がらず寝しん台だいを出られないでいた。


　不安になったイルアラが、タリマレイへ使いを出した夜、窓辺にヴァラカンが訪おとずれた。


　寝ね込こんでいるエンハスの部屋へ案内すると、鳥の王は金色の目を見開く。


「これはまた……人の世界で暮らすうちにずいぶん甘ったれたものだな」


　寝台の傍らで暴言を吐はくヴァラカンを、イルアラは殴なぐりつけないようにぐっとこらえた。


「甘ったれてなんかいません！　エンハスの火傷は本当にひどいの。右手の裂傷も骨まで見えてるし。ラロヘンガの者に効く特別な薬や治ち療りよう法ほうっていうのはないの？」


「ん～……あぁ、ラロヘンガが近いと力が増ますからな。肉はもろいし、雷をめいっぱい使って腕のほうがもたなかったんだろう。ちなみに特別な治療なんてものはない」


　しげしげと息子むすこを眺めるヴァラカンは、月明かりだけの暗闇に立っていてさえ、わずかな光を浴び淡く金色に輝いて見えた。


　相変わらず傲ごう慢まんさと尊大さが滲にじむ横顔に、ほんの少しだけ情を宿した微笑ほほえみを浮かべている。


　イルアラは初めて、ヴァラカンが自分の息子を優やさしい目で眺めるのを見た。


「エンハスは寝ていれば治る。我々の体は外傷にとても強いからな。回復も人の速度とは違ちがうから、今がちょうど回復の境だろう。あと二日もすれば起き上がれるはずだ。それよりお前のほうが問題だ。そのままじゃ背中のあいたドレスを着るにも支障があるだろうに」


　何とかできるとでもいいたげに、ヴァラカンの手が伸のびる。だがイルアラは身をよじった。


「いいの、このままで。別に私はどこかへ嫁とつぐわけでもないし、かまわないわ」


　意地になっているわけでも自じ虐ぎやく的になっているわけでもなかったが、イルアラはこの傷をなかったことにはしたくなかった。


　自分の愚おろかな、でも大切なことを教わった傷だ。選んだ道を貫つらぬこうとして、大事な人を傷つけた証あかしでもある。二度と忘れないためにも残しておきたかった。


　ヴァラカンが部屋のバルコニーへと歩み寄り窓を開く。してやれることもないと判断したのか、鳥の王は来た時と同じく窓から立ち去ろうとしていたが、急にふり向いた。


「ジンシーが現れたそうだな。あれがエンハスをつけ狙ねらうのは俺のせいだが、かといって奴やつの気の済むようにもさせてはやれん。行方ゆくえを追わせてもいるが……どうだか……」


　エンハスの兄であるなら、ヴァラカンにとっては同じく息子であるはずだった。実の息子に憎にくまれ害を加えられるというのは、あまりに穏おだやかでない話だ。


「まぁ、何事も取り返しがつかないということもある」


　ヴァラカンはつぶやくと、苦く笑しようしてつけくわえた。


「しかもアディエデンまで現れたらしいが、お前もあれに見こまれたとあっては先が思いやられるぞ。物事を引っ搔かき回すのだけが趣しゆ味みの、悪趣味で迷めい惑わくな生き物だからな」


「なんだか……誰かさんにそっくりね」


「口の減らない娘むすめだな……」


　イルアラにとっては、ヴァラカンもアディエデンも変わらない。どちらにせよやっかいの種を自ら蒔まいているという点では同じだ。イルアラはヴァラカンの背に舌をつき出して見送った。








　黒い海うな原ばらを商用船が進む。


　星明かりもなく雲に覆われた空の下だというのに、船は導かれるように航海をつづけていた。


　船首に立つジンシーの視線の先にはもうバラーバルの影もない。


　杖つえをつき夜風をうける横顔には、相変わらずクリスタルのモノクルが輝かがやいていた。その下にある冷たい面おも差ざしにも、傷一つなく憮ぶ然ぜんとした表情を浮うかべている。


　ジンシーはライマ火山の噴火騒さわぎが静まらないうちに、停てい泊はく中ちゆうの船せん舶ぱくの避ひ難なんに乗じて、船を出航させていた。シーハン王が、自分をいぶかしんでいることが分かっていただけに、いつでも船を出せる手はずは調ととのえていたのだ。


　ジンシーにとって商人という立場は、どこの国へも身軽に出入りできる便利さと、身分にかかわらず国の中ちゆう枢すうへ踏ふみ込めるチャンスがあることから選んだにすぎない。


　出自を問われることもなく、己おのれの手にした金と力だけがものをいう世界は、ジンシーにとっては明解で都合のいいものだった。身分や立場に興味はないが、権力は有用な力になる。


「しかし、バラーバルは計画が狂くるったな。あの老いぼれが、あれほど早くに死ぬとは計算外だ。しかも新王は鼻が利ききすぎて使えないうえ、お前までもが邪じや魔まをする」


　ジンシーは苛いら立だたしげにいうと、杖でマストを叩いた。


　先王アッバスをそそのかしタリマレイへ圧力をかけるつもりが、事態は思わぬ方向へと転がってしまった。情報をもたらした気まぐれ者は、いまだに敵とも味方ともつかない。


「まぁまぁ、僕は楽しいものの味方だからねぇ」


　能天気な声で手を振ふるのは、マストに腰こし掛かけたアディエデンだ。


　その指がすっと夜の海原に伸ばされる。


　先には船に並ぶように、黒い影かげが二つ三つと翼つばさをはためかせ飛ぶのが見えた。夜空にあってなお黒く見える大おお柄がらな鳥の一羽わが、ジンシーに向かって飛来した。鋭するどい嘴くちばしを突き立てるように襲おそってきたが、ジンシーは杖を一いつ閃せんさせ鳥を叩き落とした。


　鳥が濁にごった悲鳴をあげるのにも頓とん着ちやくせず、首をつかみあげ目をのぞきこむ。


　そこにラロヘンガの痕こん跡せきを認めると、ジンシーはうっすら笑みを浮かべ、躊ちゆう躇ちよすることなく両手をそれぞれ反対側へとひねった。


　硬かたい音をたて、ダラリとたれた鳥の首に軽く唇で触ふれる。すると息絶えたはずの鳥は、目に赤い光を宿し翼をばたつかせて暴れた。ジンシーの手から再び放たれると、狂ったように鳴き声を立て、他の鳥に襲い掛かる。騒そう々ぞうしい鳴き声と漆しつ黒こくの羽根が夜の海に激しく散った。


「追わずとも……いずれ再会するものを」


　夜の波間に消えようとしている、鳥の亡なき骸がらを愛いとおしげに見つめながら、ジンシーは冷やかに笑えんだ。








　数日後、エンハスの意識がもどったと知らされたイルアラは部屋へと走った。寝台では、エンハスが上半身を起こしている。


「よか……った……なかなか起きないから……」


　久しぶりに見る黒い瞳ひとみに安あん堵どすると、張りつめていたものがどっと押し寄せ、イルアラは涙なみだぐんだ。寝台に腰を下ろし、わずかに熱の残るエンハスの額に触れ、そのまま手のひらで頰ほおを包んだ。


　うっとりした表情で目を閉じたエンハスは、心地ここちよい音楽でも聞こえるかのように、その手に自分の手を重ねて頰に押し当てる。


　こんな風に文様フスを使って自分の気持ちを伝えるなど、久しくしていないことだった。


　全すべて隠かくすことなく、丸まる裸はだかの無防備さで相手に心を伝えるのは、恐おそろしく照れくさい。


「そんなに、心配してくれたんだ？」


　嬉うれしそうに笑みを浮かべたエンハスの表情はやわらかく、イルアラはほっとしてその首を深く抱だきしめる。


「目が覚めて良かった。ごめんね……本当に私……」


「いいんだ、イルアラが無事なら」


　イルアラはエンハスの背に手を伸ばした。背中にはもう火傷の傷すらなく、残るのは翼がちぎられた跡あとにも見える　黒い文様フスの影だけだ。


　自分のためにエンハスが二度も翼を失う痛みを味わったのかと思うと、いたたまれなくなり胸が締しめつけられた。


「俺はイルアラのものだから。この翼を自由にできるのもイルアラだけだ。だから……もう泣くなよ？　笑っていてくれればそれでいい」


　言い聞かせるようなエンハスの声に、イルアラは途と方ほうにくれて泣きたい気持ちになった。


　昔から泣き虫ではなかったはずなのに、エンハスには「泣くな」とばかり言われている。


「ありがとうエンハス……拾った命、無む駄だにはしないわ」


　腕うでをゆるめると、急に力強い声を出したイルアラに、エンハスが不安げに顔を上げた。


「イルアラ？」


「そーよ。こんなに苦労したんだもの。せっかくだから、この恩はシーハン王に高く売りつけてやらなくちゃ！」


　力ちから拳こぶしを握にぎるイルアラに、エンハスは力なくうなだれた。


「……そうこなくっちゃー……だな」


「やぁね、冗じよう談だんよ？　あ、でも高くは売りつけてやるつもりだけど」


　ようやくいつもの調子を取り戻もどして、イルアラはがぜんやる気になっていた。


「あ……あのな、イルアラ聞いてもいいか？」


　突とつ然ぜんエンハスに改まって切り出され、イルアラは首をかしげる。


「なに？」


「……その、月契ハンドウなんだけど」


　あの炎ほのおの中でも金鎖は切れることなく、月契は今もイルアラの胸にあった。


「あぁ、これ？　タリアから御お護まもりに持たせてもらってたの。炎の加護をこめてくれてたみたいなんだけど、さすがタリアよね！　ほら、誕生日のお祝いを買いにアンサラの市場にいったでしょ。そのときのよ」


　胸むな元もとから引き出して月契を揺ゆらして見せると、エンハスの顔のこわばりが溶とけ、眉まゆ尻じりが下がって情けない顔になる。口がへの字になったかと思うと掛け布にもぐりこんでしまった。


「なーに？　変な顔して。どうして拗すねるの」


「いいんだ、どうせ俺は変な顔だよ……」


「ちょっと、わけわかんないわよ。でてきなさいったら！」


　掛け布を引き剝はがされ、エンハスは開き直ったように、イルアラに向き合った。


「イルアラ、そもそも『月契ハンドウ』がなんだか知ってるのか？」


「エンハスまで……なんなの？　タリアもハヴィールも何か知ってそうなのに、二人して教えてくれなかったし」


　今度こそ聞き出そうとつめ寄ると、エンハスは侍じ女じよから聞いたという月契のことを話してくれた。自分の胸にあるものが、恋こい人びと同士の約束の御護りだと知ったイルアラは呆ぼう然ぜんとした。


「これ……男よけの御護りじゃなかったんだ」


　どうりでタリアやハヴィールの含ふくんだような笑えみと、シーハンのおかしな態度もうなずける。自分のタリアに対する気持ちは、月契を贈おくっても一向に構わないぐらいなのだが、確かに一いつ般ぱん的に考えると姉が妹に贈るものではないだろう。店での店主の思わせぶりな発言と、微笑ほほえみの謎なぞも解けた。


　しげしげと首くび飾かざりを見るイルアラに、エンハスはふてくされた声を出した。


「行きの小船ドーニで、ハヴィールがイルアラの首にそれをかけてただろ。だから……俺の勘かん違ちがいっていうか……うぅ、ハヴィールの奴やつわざとだ。絶対見えるようにやってたんだ！　だいたいイルアラが自分で買ってて……意味も知らないなんて……」


　頭が痛いとばかりに額に手をあてたエンハスは、ぼそぼそと聞き取りづらい言いわけをつづける。船で見たエンハスの妙みような態度を思い出して、イルアラはようやく勘違いに思い当たる。笑ってはならないと唇くちびるの端はしを引き結ぼうとして失敗した。


「……笑い事じゃない」


　憮ぶ然ぜんとふてくされるエンハスに、イルアラはとうとう笑いだす。


「だって、まさかハヴィールと私のことそんな風に思ってたなんて」


「ほんとは……イルアラが稽けい古こつけてもらいにいくのだって嫌いやなんだからな」


　ついでとばかりに不満を口にするエンハスに、イルアラは呆あきれた。


「あのねぇ、何年警備軍に出入りしてると思ってるのよ。それにいくら腕が良くても、エンハスが鍛たん錬れんの相手なのはごめんだわ」


「なんでだよ」


「絶対、手加減するに決まってるもの」


　エンハスがどんな風に自分を大切にしてくれているのかはわかる。大切に傷つけないように、ただ優やさしくしたい、そんな気持ちは自分もタリアに感じるものだ。


　だからこそ今回、イルアラの無む茶ちやを許し助けてくれたことが、エンハスにとってどれだけ辛つらい決心だったかも想像がつく。


「大体、なんでそんなにハヴィールを気にするわけ？」


　イルアラの言葉に一いつ瞬しゆんで赤面したエンハスは、もたれていた寝しん台だいからずるずると体を沈しずめると、再び上掛けにもぐりこんだ。見ていたイルアラがつられて赤面するほどの、見事な恥はじらいぶりである。


「なんなのよ、もう」なんだか分からないまま、妙な気恥ずかしさに襲われたイルアラは、頰の熱を感じながら掛かけ布から見えているエンハスの額に手を置いた。


「じっとしててよ」


　助けてもらったお礼や、エンハスがいなかった間の心細さ、胸にあるごちゃまぜの感情を、手のひらの花に込こめると触さわっている額の熱があがった気がした。


「シーハンと何もなかったんだろうな」


　照れ隠しのようなエンハスの声に、イルアラは小さく吹ふきだした。


「あったり前でしょ！」


　急にエンハスが可愛かわいらしく感じられて、イルアラは掛け布からのぞいている額に口づけた。





　後日、シーハン王により改めて会談の席が設けられ、イルアラが招かれた。


　あの日エンハスと共に飛び立ったバルコニーで、用意された椅い子すにシーハンと向かい合って座る。会談にあたっては、己おのれの正式な身分も明らかにし名を偽いつわっての来訪も謝罪した。


「なに、第一王女だとおっしゃるのなら、それこそなんの不都合がありましょう？　祝いの席にタリマレイの第一王女が駆かけつけてくださるとは光栄なことです」


　あくまで余よ裕ゆうを装よそおって笑いかけるシーハンに、イルアラは苦く笑しようした。


「私が第一王女だとご存じでしたら、数々の贈り物でご苦労なさらなくともよろしかったのに」


　確かに、次期女王としての訪問は失礼にはあたらないが、初めからわかっていればシーハンとてあれほどアピールはしなかっただろう。


　しかし国王は白い歯を誇こ示じするように微笑みを強くした。


「何をおっしゃられます。私は身分で女性への讃さん美びを惜おしむような、狭きよう量りような男ではありません」


　真顔でそう言い切るこの若い王が、イルアラは嫌きらいではなかった。


　広い視野を持ち適度に野心もあり、何より思考が柔じゆう軟なんだ。


　自分を小こ娘むすめだと見てとり侮あなどるような、愚おろかな王ではないと信じたかった。


「さぁ、気取った会話はもう結構ですわ。あの日伝えました通り、私は貴方あなたに大きな貸しを作りました。いただきたいお約束がございます」


　言い切っては見せたものの、イルアラは緊きん張ちようしていた。疫闇ダハルに穢けがされたライマの神しん殿でんや祭さい壇だんはすべて溶よう岩がんで押し流され、ジンシーも行方ゆくえをくらました今、バラーバル側にしらを切られる可能性もあるのだ。


　シーハンは「困りましたな」とでも言いたげな微び苦く笑しようを浮うかべる。


「まったく、何を根こん拠きよに貸しなどとおっしゃられているのやら。あの事態はわが国に火山があるが故ゆえの単なる自然現象でしょう？…………と言い逃のがれるほど私も卑ひ怯きようではない。なに、証しよう拠こはある。貴方のお連れになった従者殿どの、あれは人ではありますまい？」


　毅き然ぜんとした態度でうなずいたイルアラに、シーハンは降参とでもいいたげに両手を広げた。


「父がラロヘンガを盲もう信しんしていたわけではないとわかったことは、私にとっては嬉うれしいことだ。人の世ならぬ者に出会えたことも嬉しく思う。ただ、どういった約束であるかは……聞いてみなくては。お恥ずかしい話だが、私もまだ王宮内では派は閥ばつに手を焼いている部分もある。内容によっては元老院を黙だまらせる必要があろう」


「難しいことではありませんわ。タリマレイに対して『不ふ可か侵しん条じよう約やく』をいただきたいのです」


「ほぅ」


　眼光を鋭するどくしたシーハンに、イルアラは笑みを浮かべる。


「お互たがいの発はつ展てんのためにも、港の商業利用は今まで通りにしていただきたい。ですが、タリマレイの港はあくまでわが国のもの。今までと同じく、規定通りの税を支し払はらっていただければ十分にございます」


　シーハンは笑顔のまま小さく唸うなったあと、大きく破顔した。


　イルアラの要求は、バラーバルにとって呑のまざるを得ない条件とも言えたからだ。


　先王時代の派閥がまだ幅はばを利きかせている元老院は、シーハンの手広すぎる貿易には眉まゆをひそめているのが現状だ。イルアラの出した条件は、まさにシーハン自身の方針にだけ釘くぎをさしたものだといえた。


「わかりました、お話は承うけたまわりましょう！　恩人のためだ、当たり前ですとも。ファラーサ国王は良いお世よ継つぎに恵めぐまれた。いずれ貴方が即そく位いされれば、タリマレイにこの女王ありと知らしめることになるでしょうな」


　シーハンの腹の底からの笑い声に、イルアラはにこやかに告げた。


「即位の際には、ぜひお越こしいただきたいですわ。そのときには、胸をはって同盟となれる国でありたいと考えております」


「まことに頼たのもしい言葉だ。貴方が第一王女だということが悔くやまれてなりませんな。貴方はまるで空にあるまぶしい太陽だ、手を伸のばしがたい光をお持ちのね」


　相変わらず世辞を惜しまないシーハンに感心しつつも、イルアラは忘れてはならじと手を打った。


「そう、もうひとつ。大事なお約束をいただきたいのですわ。今後一いつ切さい我が妹へのお誘さそいをご遠えん慮りよいただきたいのです。妹は体が弱く、また彼女自身もタリマレイから出ることを望んではおりません。どうぞ深海の真しん珠じゆはそのままに。御ご用ようとあらば、私が喜んで参りましょう」


　それは外交としてであれば、自分が出向いても構わないというだけの話であり、シーハンにとってはタリマレイの花との戯たわむれを厳禁にされる約束でもあった。


　しかもイルアラの断固たる決意は、先ほどの貿易にまつわる話よりも真しん剣けん味みを帯びている。若い王は悲しそうにうなだれた。


「む……いたし方あるまい。星ほし姫ひめにも一目会いたかったが……無念だ。だが、これからもどうかよき隣りん人じんとして友として、お会いできる時間がもてれば嬉しいのだが」


　不敵な笑みを浮かべて手を差し出したシーハンは、腕わん白ぱくな男友達のような瞳ひとみをしている。


　イルアラは自分が遊び仲間に認められた気がして嬉しくなり、若き王の手を強く握にぎり返した。














終　章




　来たときと同じく、帰りの道中も何十艘そうという小船ドーニが青い海を連なっていく。


「星姫に会えぬのならせめて」とシーハンが西方ジラートの宝ほう飾しよく品ひんから織物、絵画や書物までを持たせてくれたため大変な荷物となってしまったのだ。イルアラは小船の上でご機き嫌げんだった。


　船べりから足を伸ばし、波をひっかけては青い海うな原ばらを飽あきることなく眺ながめている。


　帰路では身なりを飾かざる必要もなく、普ふ段だん着ぎのサーレをまといその身を惜しげもなく陽ひの下もとにさらして、気持ちよさに目を細めていた。


　本当なら一泳ぎしても構わなかったのだが、火傷やけどが完治する前に海に入れば、背中一面にヒトデを貼はりつけるとテミファに脅おどされていた。しかしその本人は、帰りの船旅が昼間だったため、外套フエイルを重ね着して日焼けに怯おびえつつ、一人さみしく積荷のそばに身を寄せている。


　イルアラはつま先でしぶきを上げながら、やりたい事をつらつらと並べたてていた。


「帰ったら槍やりの稽けい古こをして、母さまの香辛料ミルスを効かせた鶏肉ククルのリハが食べたいなぁ……」


　来るときと同じく、またしても食べ物のことを考えているイルアラにエンハスが相あい槌づちを打つ。


「俺はうまいお茶が飲みたい。あっちのはなんだかぼんやりした味だったしな。甘い焼菓子ヘデイカと紅茶カルサでのんびりしたい」


　甘いものに目がないエンハスは、焼菓子を思い浮かべているのか視線が遠くなっている。


「そうなのよね、確かにバラーバルの方が食べ物の種類は多いし盛りつけも綺き麗れいなんだけど、どうも食べた気がしなくて」


　ハヴィールは二人の会話に情けなさそうにため息をつく。


「お前らな。結局それなのか……いくら育ち盛ざかりとはいえ食うことばっかり」


「だって育ちざかりだし！」


　二人は口を揃そろえて楽しそうに笑った。


　一行を乗せた小船は、警備軍へ帰き還かん報告をするというテミファとハヴィールをリナヴァル島で先に降ろし、ようやく王宮のあるエリフシ島の桟さん橋ばしへと到とう着ちやくした。


　こうして、予想外に長引いてしまった隣国訪問も終わりを告げた。


　桟橋へと降り立ったイルアラは、父王ファラーサの笑顔に迎えられた。


　となりにはヴァラカンの姿もある。


「よくやってくれた。報告はヴァラからも聞いている」


　父王の満足そうな笑みと声に、イルアラは少しだけ誇ほこらしい気持ちになれた。


「戻もどったか、跳はね返り。無む茶ちやもほどほどにしないとファラーサが……」


　ヴァラカンの物言いに、イルアラは言い返そうと口を開きかけた。だが、隣にいたファラーサが、にこやかにヴァラカンの手に何かを握らせる。首をかしげたヴァラカンが手を開くと、そこにはバラーバルから招待状とともに贈おくられたサファイアがあった。


「……おい、ファラーサ。なんの嫌いやがらせだこれは」


「嫌がらせだなんて人聞きの悪い。差し上げます、お好きでしたよね？　サファイア。貴方なら、これぐらいの疫闇ダハルを祓はらうこともできるでしょう？」


「た、確かに好きだが……。お前……ていよく宝石の処分をしようとしてないか？」


「遠えん慮りよなど貴方らしくないですよヴァラ、とてもお似合いです。宝石いし自体の質もいいものですし、イルアラも無事戻りましたから」


「やっぱりそうか。イルアラに何かあれば、切り札にするつもりで持ってたな……」


　ヴァラカンはうらめしげに言いながら、手のひらの宝石と微笑ほほえむファラーサの青い瞳を交こう互ごに見つめ、悲しそうな嬉しそうな複雑な表情だ。


　父といると、半神の威い厳げんかたなしである鳥の王にイルアラは呆あきれたが、桟橋の先に黒くろ髪かみの少女が立っているのを見て驚おどろいた。


「タリア！」


　日中に外を出歩くことなどほとんどしない妹が、強い日差しの中、浜はま辺べに立っていた。


　まるで幻まぼろしを見るようなイルアラに、タリアはしっかりとした足取りで近づいてくる。


　どう見ても怒いかりをあらわにしている妹を、イルアラは首をすくめる思いで待ち受けた。


　タリアは腕うでを伸ばすと、青い瞳に涙なみだを浮かべイルアラの首に抱だきついた。


「もう、姉さまは！　無茶しないでってあれほど言ったのに……」


　イルアラはほっとして、妹の華きや奢しやな肩かたをしっかりと抱きしめる。


「ごめんね……心配かけて。御お護まもりもありがとう、本当に助かったの。それにあの女好きな新王にも釘をさしてこられたからもう安心よ」


「もう、姉さまは」


　苦笑するタリアに、自分の外套フエイルをかけてやってイルアラは妹を日ひ陰かげへと促うながす。


　仲むつまじい姉し妹まいに、母であるナイエレが微笑みながら声をかけた。


「さぁ、お父様が宴うたげを催もよおしてくださるそうよ。お前の好きなククルのリハも用意してあるわ」


　荷役達が仕事を始め、一団もようやく引きあげようとする。


　侍じ女じよの差しかける傘かさの下から、タリアが戻ってくるとイルアラに小さく耳打ちした。


「姉さま、御護りのことなんですけど、そちらはエンハスに差し上げてはいかがかしら？」


「……ぇ？　だってこれ……それにタリアったら、これの意味教えてくれなかったわね」


　イルアラは恨うらみがましく妹をにらんだが、タリアは微笑むばかりだ。


　このくわせ者ぶりは、父親のファラーサにそっくりだと血のつながりを実感する。


「嫌ですわ、お姉さまったらお聞きになりましたのね。だったらなおさらそれはエンハスに譲ゆずりますわ、ずいぶん無茶を言ったんでしょう？」


　すっかりお見通しの妹と「でも」「やっぱり」のやり取りを繰くり返す。結局はタリアに笑顔で凄すごまれてイルアラは送り出された。桟橋で小船ドーニを繫つないでいるエンハスに背後から近づくと、そうっと首に月契ハンドウを落とすようにかける。


「え……？」


　エンハスは、突とつ然ぜん自分の胸に落ちてきた見事なトパーズに驚いたようだった。


「それはエンハスにあげる！　タリアにはまた別のものを贈るから」


　月契の由来をエンハスに聞いてしまった以上、自分からそれを渡わたすというのは、どうにも恥はずかしい気がしていたたまれない。


　イルアラは逃げるように立ち去ろうとしたが、エンハスにしっかりと腕をつかまれてしまった。


　せめて赤面している顔だけは見られたくないと、ふり返らずエンハスを引っ張る形で歩きつづける。


「いっぱい迷めい惑わくかけたから、御護りとしてあげるだけよ。あ、あと、炎ほのおの加護もあったりするけど、それ以上の特にすごい意味とかないから……」


「ふーん、俺も月契探しにいこうっと」


「人の話を聞きなさいよ」


　普ふ段だんと同じ軽口を叩たたきながら、こうして歩くのも久しぶりだった。いつもと同じはずなのに、微び妙みように気恥ずかしさが拭ぬぐえない。しばし無言で砂すな浜はまを歩くと、イルアラはようやくふり返った。


　エンハスの背後には、目に沁しみる真っ青な空と、まばゆく明るいブルーグリーンの海。


　その景色の中、エンハスが不思議そうに首をかしげる。


「どうした？」


「……何でもない。私がいるところは、やっぱりここだなーって」


　目に映る全すべてのものが愛いとおしくて、イルアラはその光景を胸に焼きつけた。


　海と空の狭はざ間まにある楽園にも似たこの場所は、大切なものが溢あふれる美しい星の島。











花はなに降ふる千せんの翼つばさ





月つき本もとナシオ
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